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「 鍼灸 の 科学 化 ] が , 関係 識者 の 聞 で , 叫ば れ は じ め て か ら 既に 久 1 


い 伝統 と , 歴史 の 中 に 培 わ れ , めざまし い 治 効 を 誇り , 民衆 の 中 に 生 


ぎ き , 民衆 と と も に 歩ん で きた 鍼 久 は , 経験 施術 で ある と いう 理由 の た め に , 


医学 の 別 道 と し て 冷遇 され て きた 。 経験 だ け で は , 科学 で は な いか ら で あ 


る 。 基礎 $, 臨床 も , その 治 効 は すべ て 実験 の 過程 を 経て 連 


され , 体系 
づけ られ て こそ 真 の 科学 える の で ある 。 

その 意味 で は , 経験 的 な 要素 の 多い 鍼灸 施術 が , 「 鍼 灸 科学 」 と し て 立 
派 に 大 成 し , 学問 的 な 体系 を 確立 する 目 は , まだ 先 の こと で あろ う 。 

真 の 鍼灸 科学 , 建設 へ の 道 は 険しく と も , こと の こと と は 息 ど も に 負わ され 
さ な け れ ば な ら な い 責 任 な の で ある 。 
> 限り な く 愛 する 東洋 医術 , 鍼 入 の 科学 化 を , 
道 を ひたむき に 精進 する 私 ども ゃ が , 抱く 夢 「 鍼 灸 の 


科学 」 本 書 の 表題 と し た と し て も る, その 真 情 は 犬 志 


EL 
取 言 の 1 


また 本 書 の 理論 編 , 実技 編 を 通 1 て 流れ る も の は ば は, 私 ども が 研 
* の 信条 と する , 「 温 導 即 知 新 」 の 精神 で ある こと ゃ も, お くみ と り い た 
和 肌 , 久 ] の 意義 を 明らか に 
こと こそ 本 書 の 命題 で も あっ た 。 そ の た め に 古 鍼 灸 法 と 現代 鍼灸 

関連 , 新しい 実験 対象 と な る べき 古 鍼灸 法 の 中 の 経験 的 要素 , 最近 に お け 
る 新しい 医学 の 歩み と , 鍼灸 施術 , 一 連 の 医学 の 研究 業績 か ら 論 じ た 鍼 灸 
治 効 の メカ ニズム 等 の 条 下 に お ける 人 解説 に は , 最も 意 を 注い で 筆 を 進め た 


に けれ ば 幸い で ある 。「 古 くし て 新しい 施 人 


つ ゃ り で ある 。 


ンタ 


本 寺 は また 学校 , 養成 施設 の ) は り , き ゆ う 科 用 教本 と し て の 使命 や 負 
わ さ れ て いる 。 そ の た め に 六部 省 編 , 育 学校 高等 部 理 療 科 指 導 書 (試案 , 
昭和 28 年 度 ) の 指導 単元 に 準拠 し , 教本 と し て の 体系 を 整え , 交 体 に つ 


いて は ,。 と か く 専 門 書 が 陥り や すい 難解 な 表現 を 極力 さけ , 


や 術語 ペ N 用 語 # で きる : け 宮 1 * る 語 に な お し て 関係 読者 の 理解 に 役 
立ち , 親しみ や すい 教本 で も ある よう に 配慮 し た 。 


剛 い 私 ども ゃ の この 配慮 が 実 を 結ん で , 鍼灸 施術 を 専攻 する 初心 者 の た め 
と は , 科学 人 比 へ の 道 を 進む 鍼灸 施術 の 概観 が , 体系 だ っ て 学習 で 
た 臨床 体験 を 持つ 「 は り 師 |」 「 き ゆう 師 」 有 資 格 者 の た め に は , 


よき 参考 書 と し て , 活用 され , 基礎 的 な 学 理 や 


益 す る と ころ が あれ ば 私 ども の 望 多 
お わり に 本 書 理 論 編 , 実技 編 を 執筆 する に あたり , 新 界 に お ける 関係 吉 
雪 献 , 新 道 先 常 諾 氏 の 著書 , 研究 論文 , 論説 等 数 多く の 文献 を 参 才 と し 


ー 部 は 交 例 と し て 引用 させ て いた だ いた 。 


これ ら 先 水 庄 氏 の 輝 し い 業 績 に た いし , 深 其 な る 敬意 と 謝意 を 表 
を お く 。 


昭和 34 年 3 月 3 日 


溝 交 き ( 皇 管 法 ) 
刺 儀 ラン ムジ PPLK TTA た YY て KC と: CC きっ コー 
前 採 数 法 ( 採 控 法 , 採 圧 法 , 接 法 , 採 演 ) …………………… 


刺 手 の (220GGCCLCCCCCCCHCPYYYYYPCPYYCPPCPCPEPYPPOPPPLKKKKKPPPPPFL い CCP 
刺 入 時 の 0 ECOECCCCCCKCEKEEEEEEEPECEEEYEYYEEPPEHYYYPPPTPPYYYPEPPPPPPPE 
抜 鍼 時 の 刺 竹 …… で ooo 


抜 鐵 時 の 注意 
刺 鍼 練習 法 
スポ ンジ 練習 法 


三味 線 の 楽 通 も 練習 法 る の 08e も (e 和 19619 む 0: 2::e (8 


硬 物 通し の 練習 洒 で orr 
肖 物 通し の 練習 汽 oro 
生物 通し の 練習 法 ……… ド momo 
換 寺 …… ド ドド ドド 21 
次 鍼 法 用 の 鍼 舌 


次 勿 法 の 電 手 r 


打 鐵 法 し ゆで 手 ECCECRCCCCCCCECCCTCCKYYHYHYCHUHHECHHHHHHAAKACD 26 


打 角 法 の 舞 … 人 iri 


打 鍼 法 の 場所 と 効用 
現行 刺 鍼 の 手 抜 

単 刺 術 
雀 中 術 
聞 歌 術 
屋 漏 術 


置 鍼 術 


ASYSs さ YYW29S の Goto2CESRDSGGSNAESRSSCSS BN 37 
人 tnc て VDCG さ 43734MCCHEYGSUOSSS BSA 37 
入信 eee 寺地 YeYANSSZ8OSSR2K も SSC2 に CNSSSGOSSRESRA 38 
呈 は 3334ve さ ScNeS22 4 ve2 い 00082rSCASGRG2S3SSCGSRRRSBet 938 
Ee13E 因 あま NNN ニー 38 
PP22CBRRSYOHKPCYAEPGCY さ ちい ふ いう PE 28 


6 寺 人 岐 物 寺 くい An い に NASCSNSSNS StdiseSSSSEt さ Sb 39 
刺 佐 転向 法 …… 人 ー( ス ドド eee 39 
中 国 , 欧州 の 現行 刺 鍼 法 …… 上 …… 層 … や つ の ず プ … で oooeoett…… 41 
忠国 の 押入 法 …… に 人 …… バ ドド 41 
欧州 の 刺 鍼 泊 ……… で の ii 41 
身体 各部 の 刺 鍼 法 …… 人 層 ひつ で (の ( ぐ の ei……i ド ドド ドド ドド ーーーー 43 
上 肢 に お ける 刺 鍼 の 実際 …… 〇 の で (ll(lr 他 ……ー ド ーー…ー 44 
下肢 に お ける 刺 鍼 の 実際 …… 必 上 李 l 池 i 本 ドド ーーー 45 
単 埋 に お ける 刺 鐵 の 実際 た な の に ひい ーーOEREte SC2Sv es 45 
頭 都 及 び 頸 部 に お ける 刺 鍼 の 舌 際 … 司 上 ………ー ド ーーー… 48 
の 62 で た CYPYEGY ハ SC いら 50 
円 鐵 ( 員 鍼 ) で や や に に 字 m ベ トト に ドー いし Le に 50 
人 な 202NesSArSeSbs は Sv Ni2r AKKOCS で SGS 51 
SW 議 PCPPOCOPOKRSCCXEt べ だ いせ PPPYYY や PC くい AT に と と と イア 53 


と の 
6. 
月 
第 14 節 
IE 
と 月 


導 
ロ 
旦 


第 1 


節 
吾 
4 
3. 
4. 
の 


滞 
トゥ 
か ふ 


第 4 節 


長 鍼 (古今 医 統 の 跳 鍼 ) 
員 利 鍼 ( 露 鍼 ) 


科 閑 の 洗 投 oo 
演 法 の 手技 


に 3 ゆ う の 実技 877 まあ ひか 58 さも 6826.QNeRDe1 が gr620 和 7 


交 往 を 皮膚 に つけ る 仕方 2 る も がめ (が 07 の Se 2 
線香 の 火 を 英 料 に 移し 方 

燃 既 中 の 注意 

燃え た 灰 の 処置 の 仕方 

有 痕 舌 の 種類 

透 事 人 ーー ュ ミ ッ レ 上 析 i ド ドド ドド 85 
信 移 の ト ポ ピ ビエ ーー ビ ヒュ ーー ドー ドー ドー YY て て YY essessreseeeseess 86 
zz 86 
無 粉 笑 の 実技 

漆 舌 ・ 20: 91. 6 る ちの 生 やす や る an6:Sais: くる ee る os る くす と で 2 の SE 6 な きも SE 89 
CSOGEOE2OOXOLK へ COCCOODPOPYPX で 7 たと 『 バ リア GPU いす らい ーーー 89 
墨 邊 KYOXYYYYWYXXOLKRXNRXNKXUIUWYXKKY や て PEN FREE ピン ルト ーー し 89 
し 革 2CSHHGOGDOOXYPLSCCYFPCPYKYXEXYY で PTYPCYYYP9 いひ の 89 
油 笑 

笑 の 補 湾 


学 の 者 は な か な か 片手 の み で は 手 入 で き な い も の で ある が , 練習 すれ ば 誰 


第 I 章 は り の 実技 
第 1 節 鍼 和 


ょ り の 実技 を 行う に は , 現今 一 般 的 に は 管 鍼 添 に よっ て いる の で , ぜひ 
と ゃ る 鍼 管 を 使わ ね ば な ら ぬ 。 
1. 管 拉 き (挿管 法 ) 
鍼 を 鍼 管 に 捕 入 する こと を , 管 将 き 又 は 管 取 り と いっ た も の で ある 。 こ 
れ に は 片手 で の み 搬 入 す る 方 法 と , 両手 を 使っ て 挿入 する 2 旋法 が ある 。 
① 双 手 手 管 法 : これ は 両手 を 使っ て 鍼 を 鍼 管 に 手 入 す る 方 法 で ある 。 
多く 初 学者 や 練習 未 難 な る の の 行う 手 管 添 で ある 。 そ の 方 法 は 鍼 柄 の 頭 
(音頭 の 上 ) を 鍼 管 品 に 入れ , 他 端 を 刺 手 の 抽 指 と 示 指 で これ を うけ , 鍼 
和 失 が 鍼 管 の 口 か ら 出 ぬお ぬ よ うに し て , 鍼 柄 頭 及 び 鍼 管 口 を 同時 に 撮 み 固定 す 
る 方 法 で ある 。 
⑬ 隻 手 搬 管 法 て は 片手 の み で 鍼 を 鍼 管 に 搬入 する 方 法 で ある 。 初 


に で も で きる 。 そ の 要領 は 鍼 柄 を 刺 手 の 扶 指 と 示 指 で 撮 み , 掌中 に ある 鍼 
管 の 一 端 か ら 鍼 柄 を 皇 し 込む の で ある が , この と き の 有 要領 は , 提 指 と 示 指 
と で 撮 ん だ 鍼 柄 頭 を 鍼 管 ロ より 指 失 の 方 に 置く こと , 鍼 柄 頭 を 導入 する と 
き , 鍼 管 の 外側 を すり 上 げ る よう に し て , 鍼 柄 頭 が 鍼 管 の に 当っ た な ら 
ば , 引力 を 応用 し て , 鍼 が 鍼 管 筒 内 に 落下 する よう に し , 次 に 鍼 管 を 水平 
に し て , 鍼 失 が 鍼 管 品 ロ か ら 出 ぬ よ うに し た な らい ば , 手 を 横 に し , 鍼 を 移動 
し な いよ うに , 注意 し な が ら , 示 指 と 中 指 で 鍼 管 を 如 転 きせ な が ら , 鍼 柄 
方 の 鍼 管 を 持 指 と 示 指 で 撮 な の で ある 。 こ の と きゃ , 鍼 括 が 鍼 管 か ら 
出 て いな いよ うに 注意 せ ね ば な ら な い 。 で て いな いな ら ば 鍼 管 と 鍼 柄 を 同 


時 に 抽 指 と 示 指 で 撮 み 固定 する の で ある 。 
用 意 に 出 て いる 鍼 管 口 の 鍼 失 で 刺 鍼 点 を 刺し , 
片 手 挿 管 


(⑪) 右手 の 中 ・ 環 ・ 小 指 で 鍼 管 の 端 二分 位 出 て いる 鍼 柄 頭 を 
を 握り , 他 端 を 示 指 腹 の と ころ に あら 斜め に 5 この 時 鍼 
し め る 。 次 に 示 指 と 抽 指 で 鍼 柄 を 撮 管 の 外側 を 鍼 柄 頭 ・ 0 
ぞ , と の 際 鍼 柄 の 頭 を 持 7 
分 位 出 し て 撮 む 。 


⑧ まっ た ら 斜 め を 真直 ぐに し 
て 鍼 管 入 拘 , 示 指 で 鍼 柄 を 
撮 ん で いた の の を 座 す と 鍼 柄 の 重き 
で , 鍼 は 管 中 に 入る 。 入 っ て も 鍼 失 示 失 誠人 
が 軸 て いる か ら 。 今度 は 手 を 横 に す し 斜め に 下げ る と 鍼 柄 頭 が 出る 。 
る 。 そこ で 抽 , 示 指 で 鍼 本 と 鍼 管 口 
と を 同時 に 撮 せ 。 
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長 さ 61mn 長 さ 65mm 長 さ 45mm 長 さ 50mm 
フランス 録 ・ 鍼 管 

河井 貞 昇 氏 は く 鍼 科 全 書 少 で 「 古 来 抽 術 る 隻 手 播 管 法 錠 に つい て 論じ た 
る も の な れ ど ゃ , も ゃ し この 術 に 熱 洋 せ ざ る と き は , 徒 ら に 無益 の 時 間 と 押 
術 の 評 を まぬがれ ず , 夏 に 余 こ の 術 最 も 必要 と な す , 余 こ の 術 の 改革 を 企 
て て 一 手 を ゃ ふっ て , この 術 を な し 得る こと を 発明 せり , 以来 無益 の 時 間 と 
舞 術 の 評 を まめ ぬか る る に 到 れ り , これ 鍼 学 上 の 一 大 面目 を 改め た り と いう 
べし , 或 え て 人 言 な らん や 」 と 記載 し て ある が , 皮 に る 秘 山 真 伝 流 包 で は 
秘 人 と し て 子弟 に 伝え た 方 法 で ある 。 

第 2 節 刺 鍼 部 採 換 法 

鍼 を 幣 す と き に , 刺 点 を 刺 鍼 す る 前 と 抜 鍼 後に 採 朱 する の を , 刺 鍼 部 採 
麺 法 と いう 。 こ れ は 術 式 に よっ て 省略 する こと も ある が , 一 般 的 に は 必ず 
行う こと に な っ て いる し , 行う べき 理由 が ある 。 

1. 前 採 的 法 ( 採 揮 法 , 揉 圧 法 , 接 法 , 採 法 ) 

刺 鍼 前 に 刺 点 を 採 換 する こと で ある 。 刺 鍼 は 元 来 , 生体 に 異物 た る 鍼 を 
刺 入 する こと で ある の で , 生体 反応 を あら か じ め 予 想 し て の 手技 で ある 。 
古 鍼 添 で は これ を 十 四 の 鍼 法 の 『 摂 また は 切 』 と いう た も の で ある 。 
その 効用 は 次 の 如く で ある 。 


生活 休 に 対す る 外来 者 と し て の 鍼 の 侵入 の 予告 で ある 。 つ まり 挨 銀 
で ある 。 
刺 鍼 部 の 皮膚 , 筋肉 を 柔 げ , 刺激 に な ら す 
刺 痛 を 予告 し , な ら す 。 
刺 入 を 容易 に する 。 
初心 者 (初め て 鍼 を され る も の ) の 恐 頂 , 心配 を 減じ , 緊張 を ゆる 
め る 。 
2. 後 採 換 法 抜 寺 し た な ら , 直ちに 提 手 の 示 指 又は 抽 指 で 揉 挫 す る の で 
ある 。 そ の 効用 は 次 の 如く で ある 。 
刺 鍼 刺 激 感 を 減少 又は 消去 させ る 。 
浴 箇 を 吸収 させ , 損傷 の 再生 を 促す 。 
鍼 浪 を 未然 に 防ぎ , 又は 消 散 させ る 。 
刺 鍼 間 激 を 有効 に する 。 
この 方 法 $ ゃ る 十 四 の 鍼 法 タ で は 『 揚 』 と いう 手技 と され て いる し , 素 
問 の 鍼 人 解 騙 銚 で は 『 補 の 術 』 と 称し て いる 。 
3. 刺 鍼 部 採 的 法 の 仕方 
刺 鍼 は 生体 に 対し て 機械 的 刺激 を 与え る 。 生体 か ら 見 れ ば 外来 侵入 者 で 
当然 これ に し て , 生体 は 生体 反応 を も っ て 応え る 。 従っ て 生 
体 反 応 を どの よう に 導 び く か と いう こと に つい て は 術 者 は 慎重 な る 注意 を 
せ ね ば な ら め ぬ し , 普通 日 常 の 礼法 の ご と く , 一 応 の 礼儀 作法 で あり , 会 門 
で あり , 挨拶 で も る と 考え る べき で ある 。 従っ て その や り 方 も 可 墜 に 落着 
\ て 行う で べき で ある 。 そ の 適当 な 仕方 は , 
1) 押手 の 示 指 か 持 指 を 用 いる が , 刺 鍼 部 の 硬 き に よっ て は , 示 指 の 爪 
甲 に 中 指 頭 腹 を 重ね て 力 を 加勢 する 。 又 は 掲 指 で 爪 を た て , 強く 圧 


迫 す る こ 3 ゃ も ある 。 


加え る 力 は 感じ よく , 強 か ら ず 能 か ら ず , 被 術 者 の 刺 鍼 部 の 硬度 に 


いぶ 


適当 せしめ て 加え る 。 
3) 膚 表面 を 滑 動 させ ず , 給 や か に , し か ゃ 深部 まで 力 が 通る よう に 
行う 
4) ゆっ くり 和 麺 転 す る よう な 心得 で 行う 。 
5) 倍 通 は 10 て 15 回 位 , 時 と し て 30 回 以上 に 及 京 こ と が ある 。 
6) 採 交 する 時 , 麺 す の が 早かっ た り , 皮 都 だ け を - 


肛 ) つ 


\ 
は 
人 
S 
t 


た 調子 で 行わ な いこ と , 落 つ いて 押え な が ら ゆ っ くり 行う の が よ 


Mo 


第 3 節 押 

押手 は 刺 鍼 に 際 し , 刺 鍼 部 の 皮膚 を 押え る 方 の 手 と いう こと で ある 。 し 
た が っ て 右 利き の も の は 左手 が , 左利き の も の は 右手 が 押手 と な る 。 

押手 の 作用 を 分 析 し て みる と 次 の 3 点 に する こと が で きる 。 
1. 押手 圧 
③ 左右 圧 (水平 圧 , 地平 圧 ) : 刺 鍼 に 際 し 押手 の 抽 指 と 示 指 で , 鍼 体 を 
撮 む 力 を いう 。 刺 鍼 部 を 押え た 抽 指 と 示 指 の 鍼 体 を 撮 む 力 が 副 け れ ば 鍼 体 
が ふら ふら し て , 刺 鍼 運 手 が 思う よう に で き な い も の で ある 。 ま だ た あま り 
強く と や ゃ , 刺 鍼 運 手 に 差 棄 え ん る ゃ る の で ある か ら , 適当 な カカ で ある こと が の 
2 まし いい 

従っ て 刺 鍼 部 の 状況 に よっ て , 技術 の 与え よう , 目的 に よっ て , 押手 の 
持 指 と 示 指 と の 形態 が 変換 する こと に な る 。 古 法 に お ける ぐ 満 月 の 押手 
ぐる 半月 の 押手 用 は 抽 指 と 示 指 の 形 が , 正 円 か 半月 状 か で つけ られ た 名 で あ 
り , 計 1. 『 秘 山 真 伝 流 』 の 押手 式 に ある 。 誠 2. 半 円 押手 , 曇 立 押手 
打 捨 押手 , - 惣 反 押手 , 打 鍼 押手 , 三 本 捨 鍼 押手 , 指 外 押 手 , 筒 立 押手 
立 押手 , 本 福 押手 , 三 覆 立 押手 , 帰 反 押手 , 気 指 押手 , 手掌 押手 , 反 打 押 
手 な ど は 多く , この 掲 指 と 示 指 の 鍼 を 撮 む 形 に つけ られ た 名 で ある 。 が 時 


2 


と し て , 押手 の 他 2, 3 の 指 , また は 全部 を 『 左 右 圧 』 の 作用 に 用 える こ 
e 政吉 田 弘道 氏 の 撮 み 鍼 法 の 押手 多 な ども 全 指 を 用 いた 押手 と 


⑧⑨ 上 下 圧 (鉛直 圧 , 垂直 圧 ) : 押手 の 抽 指 と 示 指 で , 刺 鍼 部 の 皮膚 を 下 


圧する カカ を いう 。 こ の 圧力 ふ 刺 鍼 部 の 皮膚 , 筋肉 の 緊張 度 , 硬 さ に より 


刺激 の 場所 , 病人 の 種類 , 病 症 , 技術 の 種類 に よっ て 増 減 する も る の で ある 
が , 昔 か ら 『 銀 四 勾 』 の 二 さ が 普 通 と され て いた 。 

⑬ 固定 圧 (周囲 圧 ) : 押手 の 持 指 と 示 指 以外 の 指 , 即ち 中 指 , 環 指 , 小 
指 の 指 笑 部 , 小指 の 尺 側 部 及び 小指 球 , 抽 指 球 な ど で 刺 鍼 部 の 度 上 を 

る 力 を いう , つね に か な ら ず これ ら の 全部 を 用 うる と は 限ら ちら ない 。 刺 鍼 者 


の 広 狂 に よっ て , 以上 の 部 分 の 一 部 の み で よい 場合 も ある 。 要 っ 


部 を 固定 し , 患者 の 急 発 の 動揺 を 防 ぐだ た め の や ゃ も の で あり , 刺 鍼 部 を 固定 


し , 刺 鍼 の 周囲 を 安定 せ し ゃ る も の で ある 。 皮膚 と 筋 層 と の 転 滑 を 防ぎ 刺 


鍼 し 易 N す と 


満月 の 押手 半月 の 押手 
2. 押手 の 形 惑 
③④ 普通 の 押手 の 型 : 普通 は 鍼 を 把握 する ( こ 最も 都合 が いい よう に すべ き 
で ある が , 昔 か ら よ く 使 われ て いる も の に は , 満月 の 押手 。 半 月 の 押手 と 
いう の が ある 。 満月 の 押手 と いう の は 押手 の 抽 指 と 示 指 の 鍼 を 撮 む , 撮 み 
よう を 正 円 の 形 に する こと で あり , 半月 の 押手 と いう ふ ゃ の は その 形 を 六 円 


の 
形 に する と いう の で ある 。 結局 押手 は 刺 鍼 し や すく する た め の ふ の で ある 
か ら , 刺 鍼 部 の 状況 に よっ て , その 形 を 変換 せ ね ば な ら な いこ と に な る 。 
刺 鍼 部 が 狭い と ころ , 例え ば 指 幅 端 な ど に 刺 鍼 す る と き は , 押手 の 形 は く 
づれ て , 押手 の 中 指 , 環 指 , 小指 な ど で 刺 鍼 部 の 指 を 撮 な よ うに する か 
ら , 形態 も 普通 の 形 と か わる の で ある 。 つ まり は これ ゃ 自然 の 形 に する の 
が よい 。 鍼 を 中 心 と し て , その 周囲 に 自然 に 置か れ た 指 の 状態 に する の が 
よい の で ある 。 
③⑬ 特殊 の 押手 : 押手 は 刺 鍼 の 状況 に よっ て , その 場 に よ っ て , 刺 鍼 し や 
ヽ よ うに 自然 の 形態 に する の が も っ と も よい の で ある が , と き と し て 刺 
鍼 の 目的 に よっ て , 特殊 の 形態 に する こと が ある 。 これ は 『 移 山 真 伝 流 』 
な ど に は ぐ 十 四 の 押手 逐 な ど と 称し , 詳 記 し て ある 。 故 吉田 弘道 氏 に ぐ 撮 
み 鍼 の 押手 逐 と いう 特殊 な 押手 の 形 が ある 。 こ れ は 筋肉 層 内 を 刺 的 対象 と 
する 時 , 例え ば 圧 常 生 張 の 勇 織 継 筋 膜 , 神経 等 の いわ ゆる 生体 内 部 を 振 
手 の 全 指 を ゃ っ て 撮 ん で 刺 鐵 す る の で ある 。 例え ば 肩こり に 対し て , 緊張 
し た 深部 の 筋 繊維 を 押手 の 交 指 , 示 指 と 中 *・ 環 * 小 指 と で 僧 帽 筋 部 を 撮 み , 
持 指 と 示 指 間 に 針 を 立て , 刺 的 物 に 対し て 刺 入 する の で ある 。 こ の 押手 は 
四肢 に 応用 する こと が 多い 。 
3. 押手 の 作用 


押手 は 刺す 鍼 を 中 心 と し て 行う べき も の で ある か ら , いわ ば 鍼 を 主 と 


し , 押手 は 副 と し て の 働き を も っ て いる も の で ある 。 こ の 作用 に 対し て 現 
代 的 な 意義 と 古典 的 な 意義 が ある 
① 現代 的 意義 

1) 取 穴 前 後 の 刺 鍼 部 揉 次 法 を 行う 。 

2) 鍼 体 鍼 失 の 把持 固定 を する 。 

3) 度 膚 の 緊張 を 適当 に し , 時 と 場合 に よっ て , 刺 入 刺 法 の 介助 と な 


ひ 


の 


と っ が 


患者 の 急 動 に 備え , 押圧 を 加減 し , 感受 機能 を 調節 する 。 
古典 的 意義 


と 知る 涼 と 古典 に ある 。 これ は 刺激 に よる 生体 反 訟 を 


知る も ゃ の は その 左 (押手 ) を 
すこ と を 知ら ざる も の は , その 右 ( 刺 手 ) を 重 ん ず る 久 


と 記載 し て いる 。 こ れ は ぐ 経 気 色 ち も, 生体 反応 を 知る と いう こと 


で ある 。 
刺 手 に 相応 ずる , これ は 刺 手 の 運 手 に 従っ て 押手 が これ と 相応 じ 


動 挿し , 鍼 の 刺激 を 目的 に 添う 


『 秘 山 真 伝 流 』 は 秘 山 和 一 検校 の 門流 鳥 浦和 田 一 , 三島 突 一 , 和田 徹 等 
に より て 伝え られ た も や ので, 『 秘 山 三 部 著 』 即ち , 節 要 集 , 選 鍼 三 要 集 , 
療治 之 大 概 集 な ど を 骨 黄 と し , これ に 臨床 的 血 肉 を 与え , 更に 内 経 所 伝 の 経 
義 を 添加 し , る くべ 鍼 学 有 の 大 教典 と し て 編 皿 され た も の で ある 。 その 


人 は 多く ロ 人 で で あ め 異 本 が ある が , 本 筋 し い 相 違 な く , 狐 に 


久山 真 伝 流 の 押 手 式 

# 手 , 平 の 押手 と も いう 。 提 指 と 示 指 と の 指導 を 合せ 円 珍 と し て , 他 の 
ン , 鍼 管 を 前 2 指 の 敵 間 に 保持 する こと を いう 。 

押手 , 平 円 押手 の よう に 提 指 と 示 指 の 指導 を 合せ , 他 の 3 指 を 必 し て , 
中 指 の 本 節 に 合せ せ , 指 間 に 聞 を あら わす も の で ある 。 

⑧ 折 拉 押 手 ・ 平 円 押手 の ご と く 抽 指 の 本 節 より 指 敵 に 至る まで 平伏 に 備え , 示 
指 の 指 端 を 掛 指 の 本 節 に 合せ , この 部 で 鍼 管 を 2 指 で 保持 する 。 積 衆 塊 の 球 鍼 
に 用 2 う 。 

④ 惣 反 押 手 ・ 提 指 の 内 端 を 前 面 に 備え 他 の 4 指 を 伸 べ て 後面 に つけ , 中 指 と 未 
指 と の 指 端 を 揃え 。 鍼 管 を 中 指 と 示 指 と の 指導 間 に 保持 する も る の を いう 。 例え ば 
患者 と 相対 衝 し た 術 者 が , 患者 の 風 池 穴 に 刺 鍼 し よう と する と き , 術 者 の 挫 指 を 


側 頭 各 に つけ , 他 の 4 指 を 後頭 部 に 置き , 中 指 と 示 指 間 を 風 池 穴 に 当て , 鍼 管 を 
示 中 指 頭 問 に は さ み 立 て る が 如き を いう 。 

⑤ 打 療 押手 ( 摘 の 押手 ) 平 円 押手 の 如く , 掛 指 と 示 指 と の 指導 を 合せ て , こ 
の 端 間 に 鍼 管 を 持っ て , 他 の 3 指 は 三節 の み を 届 する 形 で ある 。 


ho ーーー ーー で ws: ーーーーーーーーー ゃ ーー 


に / 
⑥⑯ 3 本 捨 鍼 押手 手 堂 より 指導 に いた る まで 平伏 に 備え , 中 指 と 示 指 と の 指 痢 
ee を 保 半 す 。 丸 中 指 と 環 指 と の 指 端 間 , 環 指 と 小指 と の 指 敵 間 に 鍼 管 を 保 
, 各 指 纏 間 に 鍼 を 立て る の で ある 。 動 気 の 不足 , 遠 気 の 来る を 候 う と き に 用 

あど いう 。 
⑦ 指 外 押 手 押手 の 示 指 より 小指 ま 
閉 に 寄せ て 鍼 管 を 示 指 , 中 指 , 環 指 , 
斜 に 立て る 。 
⑧ 人 筒 立 押手 
上 に , 示 指 を 中 指 の 上 に 重ね 
時 立 
北部 刺 鍼 時 に 用 いた , 又は 虚 : 人 る に 用 うと いう 
⑨ 離 の }# 林 れ 大 手 を 平 円 又は に し て , 刺 鍼 
し , 読 導 を 行わ ん と する 時 , 柄 を 持っ て , 放 手 を 開き , 持 指 以外 の 4 指 
を 開き 鍼 を 前 後 左右 に 立て る と き に 用 う 。 項 肩 池部 に この 押手 法 を 用 う と いう 。 
⑯ 本 福 押手 , 本 福 打 鍼 と 
AN 1 
管 を 掛 指 と 示 指 
に 用 う 
東 の 押手 この 押手 は 中 指 。 
こ 合せ 寺 管 を この 2 ik 
事 , 腹 中 の 大 動 気 に 
⑮ 三 格 の 押手 三 毎 の 押手 と も いう 。 こ れ は 3 本 搭 鍼 
揃え て , 押手 と に 備え を 重く し て , 指 瑞 を 軽く し , 
か , 又は 小指 0 開く こと も ある 。 中指 と 示 

0 1 に 鍼 管 を 保持 する 押手 を いう ( 助 下 に 手 を 供する が 如く , 示 指 , 中 指 , 環 
指 を 伸 し て 平 に 3 0 

帰 1 手 反 の 押手 と も ゃ いう 。 こ の 押手 は 平 円 の 如く , 缶 指 と 示 指 と の 指 強 
を 合せ 中 指 , 環 指 を 斜め に 立て て 環 指 に や や 力 を 加え て 重く し, 小指 を 開き , 軽 
く 立 て て 鍼 辻 を この 2 aw 呆 持 する 押手 を いう 
⑬ 気 拍 押手 この 押 : 徒 指 と 中 指 の 指導 を 合せ 環 指 と 小指 を 少し く 開 き , 斜 
め に 立て て 銭 管 を MM 6 し , 示 指 を 中 指 に 添う よう に し て 落 け る , 運 手 に 
よっ て は 示 指 We る こと が ある 。 ま た , この 押手 の こと を 満月 の 押手 逐 


屈し , 指 の 端 を 示 指 の 
て 刺 鍼 する の で ある 。 但し 鍼 を 


0 
7 て 


と 環 指 の 指導 を 合せ , 中 指 を 環 指 の 
拓 の 背 側 に 添う よう に する 。 丁度 筒 の 如 
て る の で ある 。 騰 腹 章 門 の 辺 , 或 は 項 


2 
(で 
了 


1 1 ノエ がき 
, 失 指 の 端 を 示 指 の 指 腹 に 合せ , 鍼 


導 症 或 は 走者 


中 風 不 省 人 


第 4 節 弾 入 


管 鍼 を 用 うる 流儀 即ち 杉山 流 に お いて は , 古来 弾 和 信 に つい て 、 相 当 研 究 


7 の 
し 系 統 $ も つけ た ふも の で ある 。 弾 入 は 容 友 ( 切 反 ) の 術 で あり , 皮膚 の 刺 
人 の の 提 は 遇 に 和 


を 与え , 不要 の 刺激 を 与え る こと と な る か ら 充 分 習 難 し て , 管 鍼 法 の 特徴 
た る 無痛 弾 入 に 至ら ね ば , 鍼 管 を 使用 する の 価値 な 
い 。 昔 か ら 尽 八 の 首 振り 三 年 と 同じ よう に , 皮切り 9 3 年 と い 】 
寺 人 は 意 を 用 いて 練習 し た も の で あっ た 。 
1. 弾 入 の 効用 
堆 儀 法 は 日 本 鍼 術 家 の 大 多数 が 普通 使用 し て 
ッ パ の 鍼 医 る 洒 次 習 圭 し つつ ある 。 も と ゃ と 鍼 管 使 用 の 
し て 鍼 舌 を , 筋肉 内 に 刺 入 する に あたっ - 


要 な 役 割 で あり , この た め に 発見 され た も の で ある 。 従っ て 管 鍼 を 使っ て 


る 刺 痛 を 与え る と いう こと は , 管 鍼 の 意味 が な ` わ ね ば な ら ぬ 。 
鍼 管 の 目的 が 本 来 無痛 球 入 で ある の に 技術 の 未熟 な ゃ の , 又は 乱暴 な 弾 入 
は 慕 だ し い 刺 痛 , 激痛 を 被 術 者 に 感じ させ る ふも の で ある 。 
2. 弾 入 の 仕方 

弾 入 の 仕方 は 刺 鍼 抜 鍼 同様 , 気 海 丹田 に カカ を こめ , (呼気 た り と る も 腹 力 
を ゆる め ぬ よう に する ) 端正 , 体 づ くり を な し , 調 県, 静 志 し て 行わ ね ば 
な ら た ない 。 

普通 は 鍼 管 頭 上 に ある 鍼 柄 頭 を 垂直 に 術 者 の 指 頭 が あたる よう 配慮 し て 

術 者 の 対 を は り , 肩 関節 , 肘 関 節 , 手 関節 , 指 関節 は 動作 に 対し 

- GR 
ある 。 弾く 指 の 運 手 に つい て は , Q⑪ 示 指 を 中 指 頭 に の せ , 弾力 を つけ 
て , 鍼 柄 頭 を 弾く か , (⑫) 示 指 を 単独 に 他 指 よ り 離 し て 弾く 。 示 指 の 力 は 
上 肘 全 体 の 関節 の 統制 の と れ た 運動 に よっ て , 鍼 柄 頭 を 弾く よう に する 2 
ーー Reibibie 

うに せ ね ば ぱ ば 力 が 損する ば か り で な く , 不 合理 な 打 カ と な る 


。 回 数 ゃ 1 回 の 打 力 で 弾き 入れ る こと と る 出来 る が , 普通 は 数 回 に 
て 打 力 を 与え 弾 入 する の が 常 法 で ある 。 政 吉田 用 道 玩 生 は タン , タタ ンタ 


ン , タン タン と 初め 弱く , 次 に 少し 強め , 終り や * 


5 ロ < 


た 


軸 め に 弾 入 する よう に 


教え を て いた 。 弾 入 も 刺激 で ある 以上 , 刺 鍼 の 目的 に よっ て 


こと は いう まで や な v ~o 古 泌 で は 浮 水 六法 夕 の 法 き と 練習 し だ や も の で あっ 
ナ ェ 
/ こ o 


3. 正しい 弾 入 , 誤っ た 弾 入 
弾 入 の 住 考 で の べた の が , 大 体 に お いて 正しい 弾 入 の 方 法 と 壮 え て よ 
い 。 次 に よく ある 弾 入 の 仕 放 に つい て 
1) 垂直 に 打 力 を 与え ず , 
く 鐵 管 内 で 鍼 体 が 歪み , 
2) ドド シン ド シ ン と 四 打 する 
3) 弾 入 の 強 き が 大 な れ ば 痛む 。 
4) 弾 入 の 強 さ が 絞 け れ ば 痛む 。 
5) 弾 入 の 速度 が 適当 ( 被 術 者 の 感 党 ) で な けれ ば 色 む 。 
6) 弾 入 の 打 力 が 鍼 体 の 弾力 より 強い と 痛む , それ ば か りか , 鍼 体 が 曲 


る 。 打 力 の カカ は 鍼 の 弾力 より や や 静 い の が よい 。 従 っ て 鍼 の 番号 ( 太 


さ ) に よっ て , 弾 入 の 強 さ を 加減 せ ね ば な ら ぬ 。 
?) 弾 入 に 際 し て , 上 肘 を 硬く し て は な ら ぬ , 上 肢 全 関節 を 和 柔軟 に し , 


弾み を つけ て 調子 よく 行わ ね ば 痛む 。 


8) 鍼 柄 頭 を 弾く 場合 , 弾き 下す 速度 より 上 げ る 速度 を 早く せ ね ば 痛 
。 


き , 右手 を ゃ っ て , 考 を 弾い て みて , 


部 より , 周囲 に 広く 感ずる よう で は 


9) 術 者 の 股 に 左手 を 平 に 伏せ お 
受 に 感ずる 感覚 が 打 力 を 受け た 
痛む , 周囲 に 感 ぜ ず , 深部 に 達する よう な の が よい 。 


10) 弾 入 の 際 , 弾く 指 頭 に 甚だ し く 硬 物 を 感ずる よう な の は 刺 痛 を 感 ] 


る 


き で ある 。 


移 山 真 伝 流 で は 弾 入 の 方 法 を 緩 , 遅 , 数 と 軽 , 重 を 組合 せ て 浮 水 六法 と 


称し た 。 
1) 進 と は 二 息 (2 呼吸 ) に 1 回 の 速度 を も っ て 弾く こと で 過 そ 4 回 
90020082 お 2 お 
2) 尊 と は 一 息 に 3 回 の 速度 を も っ て , 5 回 で 弾 入 す る 方 法 で ある 。 
3) 教 と は 一 息 に 7 回 乃至 12 回 位 の 速度 で 6 回 で 弾 入 する 旋法 を 云う 。 
4) 軽 と は 陽 と 云う こと で あり , 軽やか に 弾き 入れ る と 云う こと で , 
い 打 力 を 意味 する 。 す ば や い 。 
5) 便 と は 陰 と で あり , 重 や か に 弾き 入れ る と いう 
い 打 力 を 2 する 。 鉛 宣 
以上 の 遅 , 緩 , 数 , 軽 , 重 が 組合 っ て , 軽 遅 , 軽 緩 , 軽 数 , 重 選 重 組 
重 数 の 方 法 と な る の で ある 。 こ れ ら が る 秘 山 真 伝 流 の 90 鍼 術 に お の お 
の つい て いる 。 例え ば 随 鍼 術 で は 押手 平 円 浮 水 軽 緩 , 乱 鍼 術 で は 押手 平 円 
浮 水 軽 経 , 細 指 術 で は 押手 平 円 或 は 曇り 立 , 浮 水 軽 緩 又 は 重 数 , 屋 漏 術 で 
は 押手 円 浮 水 重 組 , 気 拍 術 で は 押手 平 円 浮 水 軽 組 な ど と ある よう な や もの 


で ある 。 これら は 刺激 の 目的 を 達する た め に その 刺激 を 与え る 。 前 行 刺激 
と し て 役立た せ た も の で , 病 者 の 体質 , 感受 度 , 身体 部 分 の 感 党 の 鋭 鈍 の 


相違 , 病 疾 , な 0 記 計 軸 3 わ ば - 当 然 蔽 in 呆 E, 考え られ た KN の で あ つ らい 


弄 入 せ ざ る 細 皮 法 

普 小 西 常 太郎 兵 は 人 バ の 名 手 と し て 大 阪 に 名 声 が あっ た が , 兵 は 管 鍼 法 を 使う 
て 弾く が こと き は , PU き ナ : り と 称し , 管 鍼 法 の 定 法 と し て の 鍼 笑 松 
袋 形 を や め , これ より ふも ふ や ミ | に , 那 筐 黒 な る 石材 に て 鍼 笑 を 研 栗 し, 短 
管 頭 に ある 鍼 柄 を 押え る の み で , 切 友 し て い 無痛 で 切 肥 で きる も の で 
ある 。 これ に よっ て , 鍼 矢 ae る 関係 の ある こと が 推 知 で 


る 
きる 。 


73 
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押手 を 全部 固定 し た ら , 鍼 を 管 に 入れ た 鍼 管 を 押手 の 抽 指 と 示 挫 に 挟み 
立て る の で ある 。 こ の 時 に 注意 せ ず に 管 を 度 磨 上 に 立て で る こと は , 弾 入 時 
に 痛み を 感じ , 刺 入 に 痛み , 抜 除 に 痛む 原因 を 作る こと に な る か ら 一 広 の 
心得 を も っ て いな けれ ば な ら ぬ 。 
1. 挿管 の 注意 
1) 鍼 管 を 押手 の 抽 指 と 示 指 と の 聞 に み 立て る と き は , 抽 指 と 示 指 を 
開か ぬ よ う , 提示 指 間 に 管 を 割り 込ま せる よう に し て 立て る (押手 


は 皮膚 を 片 寄っ た 方 に 』| て いな いか は まず 


か な けれ ば な ら な い )。 即 も 皮膚 が 自然 の 状態 ! 


た 転 滑 の 状態 に な ら ぬ こと が 最も 必要 で ある 。 
2) 管 が 皮膚 に 達し た ら , 鍼 管 を 友 下 に や や 強め に 下 圧 する 。 こ の 際 押 


手 の 持 示 指 を 安定 に し , 固定 圧 を 確定 する 。 但 し 鍼 管 を 下 圧する と 
き は 垂直 で ある こと は 勿論 , 鍼 柄 の 者 分 か ら 刺 手 の 指 を 離し て 行わ 
な いと , 鍼 に 力 が 入り , 刺 痛 を 感ずる こと が ある 。 
3) 押手 の 持 , 示 指 間 に 鍼 管 を 皇 入 する 際 , 指 端 か ら 横 に 播 し 入れ る 者 
を 不 自然 な 状態 に する 原因 を つく る 


箕 


が 多い が , これ は 刺 鍼 部 の 皮膚 
こと と な る か ら 禁 ず べ き で ある 。 
4) 鍼 管 を 垂直 に 手 立 し た ら , 押手 の 左右 圧 を 弾 入 に 
シン な い 程 度 に 力 を 入れ な けれ ば な ら な い 。 
2. 排 管 の 注意 
弾 入 が 終っ た ら 排 管 に か か る の で ある が , この 際 弾 入 が 終っ た か ふら と 


ム 


了 の 欠 


で , あわ て て 管 を 抜か ぬ よ う , 1, 2 呼吸 の 間 気 を 落着 け て 次 の 製作 に 移 
る よう に せ ね ば な ら ぬ 。 


1) 鍼 管 を 引き 上 げ る 際 , 押手 の 抽 示 指 間 の 力 が 不同 に な ら ぬ よう , ど 


皮膚 , 皮下 組織 が 滑 動 し な いよ うに 配 


き 上 げ か か る と , 上 下 圧 に 力 の 多 動 が お こり 易い ゃ の で あ 
る か ら , これ に 対し て 充分 に 注意 し て , か か る こと の 7 な いよ うに 
ね ば な ら ぬ 。 
3) 排 管 に あたっ て 押手 の 抽 指 と 示 指 を 開く が 如き こと は , や っ と ゃ 筆 
まね ば な ら め ぬ 。 
大 管 に あたっ て の 心得 は あく まで 鍼 を 皮膚 , 皮下 F 組 織 が 自然 の 状態 に 
ある よう :, 鍼 を 中 心 と し て , とれ に 押手 の 上 下 圧 , 左右 圧 が 順応 する よ ょ 
、 押手 の 抽 指 と 示 指 の 皮膚 , 肥 下 に 加わ る 力 が 不同 の な いよ う , 鍼 を 主 


。 押手 は 客 と 考え る くら い に し て 行う の が , 刺 抜 時 に 種々 の 不都合 を 


第 6 節 刺 

素手 と は 鍼 を 実際 運用 する 方 の 手 を いう 。 普通 は 右 利 き で ある か ら 右 手 

が 幣 手 と いっ て よい が , 左利き の 者 は 左 で 刺す か ら , 左手 が 刺 手 と いう 
と に な る 。 刺 手 は 鍼 術 の 効果 を あげ 得る か 否や の 重大 な こと に か か わる 。 
従っ で 吉 来 か ら や か まし く , さ まな 教 説 , 訓 戒 , 習 練 の 方 法 が 示さ れ 
て いる 。 ま た 刺 手 は ひと り 逢 = の み に 必 要 で ある ば か り で な く , 古来 中 
国 が ら 伝 わっ た 換 鍼 法 に お いて る 特に 重要 で あり , 是 本 人 夢 。 分 斉 に よっ て 
要 な 主 位 を し め て いる 。 そ の 巧 押 は 生体 に 
yy FC , る る か 和 や に か か っ て い 


る っ o 


刺 手 の 仕方 


刺 手 は 技術 の 枢軸 を 占め る ふ ゃ の で あり , た だ , 指先 の み の 運 手 と 心得 で 
は な ら な い 。 鍼 を 実際 , 死 物 を 活 物 た らし むる も の で あり , 従っ て 小手 沈 


で 運用 する の で は な く , 全身 を も っ て 運 手 せ ね ば な ら な いも の で ある 。 す 


べ て の る 技芸 多 は そう で ある が , 気力 , 体力 , 体勢 の 完全 な る 一 致 の 上 か 


ら , 巧 手 が 生 れる 。 故に 気 海 乾 田 に カカ を 入れ , 調 忠 , 虚 笑 の 呼吸 を は か り , 
静 志 に し て 李 念 な く , 体 奉 端 正 に し て 大 樹 の 如く , 盤石 の 構え を が な けれ ば 
な ら な い 。 こ の よう な 気力 , 体力 , 体勢 し て こそ 刺 手 の 源泉 と な 
り , 刺 手 は 意 の 向く と ころ 自在 に 運用 され る ば か り で な く , つい に は 意識 
前 に , 即ち 反射 的 に その 進退 を 決する こと , 意識 せ ず に 自転 車 を 操る が ご 


と くに 至る も の で ある 。 従っ て 古 先 人 は 一 に も ゃ 二 に も 練習 , 稽古 に 全力 を 
つく すべ きこ と を 垂 記 し て ある こと は 理由 な し と し な い 。 
2. 刺 入 時 の 心得 
1) 刺し 入れ る と 思わ ず , 生体 内 に , 異物 た る 鍼 を 仲間 入り させ て も ら 
うと の 謙虚 な 気持 ち で 刺 手 # 
2) 刺 手 運 手 に 際 し て は , 気 海 乾 田 に カカ を 入れ , 我 無し , 人 な し , 半 眼 
を もって, 姓 定 に 入り , 無 我 の 境地 で 行わ な けれ ば な ら な い 。 
3) 近 入 法 に し て も , 換 鍼 法 に し て も , 鍼 体 の 弾力 より ゃ 強い 力 を 加え 
て は な ら な い 、。 鍼 体 の 弾力 より 強い 力 を 加え る こと は , る , 鐵 
体 を 届 曲 せしめ , 刺 手 の 力 が 鍼 体 , 鍼 笑 の 中 心 よ り そ れ て , 無駄 な 
力 と な り , 郊 っ て 鍼 が 刺 入 せ ぬこ と に な る 。 
4) 体 作 り , 腹 構え , 腰 に 力 を 入れ , 肩 , 対 を 固く 張る こと の な いこ と 
(端正 直 間 に せ ね ば ) 気力 損 経 は 安全 を 欠き , 自由 自在 の 運 手 が 出 
来 ず , 手 が ふ る える 。 
S) 刺 鍼 に 際 し , 押手 の 上 下 圧 , 左右 圧 , 固定 圧 に 狂い が あっ て は な ら 
ぬ 。 
6) 球 年 を 鍼 体 の 方 向 に 垂直 に し な いと , 徒 ら に , 鍼 体 が 歪み , 無用 の 


ぼ ) さ コ へ ) チム 。 ひ 
IL( よ 4 ば な ら ぬ 。 


力 を 加え る こと に な る 。 


刺 入 が な か な か 進ま ぬか ら と て , あせ る の は , な お 刺 入 進度 を 馬 ら 


せる こと に な り , 最も いけ な い 。 
刺 入 中 , カカ を 入れ る た め に , 押手 の 上 下 圧 , 左右 在 周囲 圧 の 力 に 
次 動 が 来 て , 却って , 刺 入 を 邪魔 する こと に な ら ぬ よう 注意 せ ね ば 
な ら た な い 。 
力 を も っ て 入れ よう と し て は な ら な い 。 こ れ は , 革 っ て , 鐵 を 曲 
げ , 刺 痛 を 与え る こと と は あっ て も , 鍼 を 進め る こと に は な ら な い 。 
刺 入 時 は 一 分 入れ て は ( 進 ), 五 庫 引き あげ る 〈 退 ), と 球 う 気 
行う こと は , 皮膚 , 筋肉 の 緊張 を や わら げ , 無理 な く 刺 入 す る 
紀 
鍼 体 を 撮 む さい , 指 を 鍼 体 に 垂直 に し て , この 指 に 順応 1 
上 腕 を これ に 添う よう に し , 手 , 時 , 肩 関 節 痢 を 柔軟 に し , 吸 包 に 
っ て 挙 っ た 肩 を 呼 候 に よ っ て 自然 に 降る カカ を 利用 し て , これ に 
海 崩 田 の 力 を 加 2 
革 は 刺 鍼 時 の 心得 と し て , 次 の よう な 注意 
た 。 ぐ 内 経 タ の 諸 篇 に 『 薄 水 を 履 む が 如く 』『 手 に 湯 を さぐる が 如く 』 開 
に 虎 を 握る が 如く 』 『 貴 人 の 前 に 侍 す る が 如く 』 と その 心得 


ク 選 ュー の < っ 
> る 鍼灸 要 法 よ , 『 極 め て 堅く い て ゆる さ ざ る を 佳 と な 


堅 け れ ば 病 に 中 る こと 導 し , 但 ひ と え に 緊 き を 佳 と する に あら ず , 紹 が せ 
こす べから ず 』 と その 炒 処 を 教え て 
また ぐ 要 枢 , 終始 訪 少 に 『 鍼 # 
GSG 全く いぶ くら 
寺 来 を 候 う べし 』 と の べ て いる 。 
吉 来 突 地 了 臨床 家 の 意 見 は 上 述 の よう 


考 に せん と する も の は よく よく この こと を 


人 

負 を 刺 入 し , 目的 を 達し , 鍼 を 抜 除 し よう と する 時 は 般 的 に は 徐々 に 

行う の が よい 。 手技 に も よる が , 丁度 鼻毛 を 抜く よう に 瞬間 的 に 抜く こと 
も ゃ ある 。 

た だ , あま り 披 鍼 に 手間 取る と 痛み を 』 

方 ( 退 考 ) が 鍼 の 球 さ きっ て いる 方 向 に し た が わな く , 片 寄っ た 抜き 方 を 


ずる Ns し が ある 。 ら 導 ん 抜き 


上 
1 


\ 


す 
る か ら で あ る 。 釘 を 抜く に ゃ 刺さ っ て いる 状態 に お いて 抜く よ うに すれ ぱ ば 
赤 け 易い の だ が , 一 坊 向 に 抜け ば , な か な か ,。 ぬけ な いよ うな の と 同じ で 
ある 。 角 を 抜く に 鍼 孔 の 一 方 に カ が 加わ る よ うな 抜き 方 を すれ ば , 筋 層 に 
対し て 一 方 的 に 摩擦 AS 
じょう な 刺激 を 与え る こと に な る の で , 痛み を 感ずる わけ で ある 。 

4. 抜 鍼 時 の 注意 

1 一 定 深度 まで 刺 入 し て ある 鍼 を 移動 し , 引き 上 げ る ( 古 法 で は これ を 
退 と いう ) 際 に は 一 般 的 に は 刺 入 時 の と き の よ うに , 一 分 | き _ 上 上げ て は , 
地 屋 刺し 入れ る 気味 合い で 抜く よう に する の で ある 。 

II 鍼 突 が 皮下 1>2 分 まで 抜け 上 げた ら , 一 応 度 下 に 鍼 笑 を 止め る よう 
らら こ こ で せめ て , 2 3 呼吸 の 聞 を 置き , 構え を を その 聞 に 充分 し て 。 


後に 一 気 に 抜 除 す る よう に する が よい 。 


2 少 
) 
NM 
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普通 鍼 を 練習 する に , 邊 浦 団 と か , 和 袋 を 使っ て , これ に , 刺 鍼 の 練習 


人 の の で ある 。 つえ 00 あっ < て 。 3 
及ぶ の が 順 護 で ある 。 

これ に つい て , 坂井 梅 軒 は る 鍼 術 秘 根 に お いて 次 の 如く 述べ て いる 。 
『 初 学 の 徒 , 鍼 術 を 習熟 せん と 欲 せ ば , 先ず 深き 2 寸 5 分 , 差 往 し 2 十 許 
り の 性 の 筒 に 熱 粗 を 指 に て 固く つめ 入れ , 一 杯 に 充 し め , 其 の 上 を 絹 切 れ 


に て 若い 包み 。 率 に て し っ か りく くり , 条 の こぼれ ぬ よ うに し , これ に 鍼 


右手 の 抽 指 頭 と 食指 頭 と に て , 鍼 の 鍵 を 岳 
と を べし 。 そ の お し こむ と き は , 力 を 用 いて 急 に 刺さ を と すれ 


軸 針 時 々 た # わ め る ご こ と あり 。 又 力 を 人 れ さ に 3 は 針 進 む こと 謗 し 数 


ゎ 間 能 く 手 に 規 練 し て 針 少 し ゃ た わ む こと な ・ 医 の 呼吸 する こと 大 
3 度 許 り の 章 に 針 葛 く 精 の 内 に 沈 入 する に 及 ん で 人 の 肉 中 に 刺す べ 
汰 を た わ む れ ば , 球 す に 当っ て , 針 鮭 皮膚 に まとい , 或いは ほ 経 
格 , 邪気 を 買 き て 進み が た きも ゃ の な り 』 と の べ て いる 。 し か し この ょ 
条 古 は ,。 いわ ば , 初歩 的 な 練習 法 で ある 。 こ れ に 類する も の を 紹介 する 
1. スポ ンジ 練習 法 
と これ は , 近代 に な っ て , ゴム が ! され て か ら で き る よう に な っ た わけ 
で ある 。 海 爺 の よう な ゴム の スポ ンジ を 刺 鍼 と し て , 練習 する の で あ 
る 。 こ れ ゃ や, 表層 は 粗 な も の , 次 次 と 密 な る も の を 重ね ~ て 練習 枕 を 作り , こ 
れ に 刺 鍼 の 練習 を する の で ある 。 和 失 浦 団 よ り は まし な 練習 台 と 去 えよ う 。 
2. 三味 線 の 糸 通 し 練習 法 
これ は , スポ ンジ の 中 に 三味 線 の 太 
の で ある 。 ス ポン ジ は 通り 易い が の 糸 と な る と な か な か 通ら ちな 


い 。 ま ず 三 月 は 通す に か か る だ ろう の 練習 が 積ん 


3. 硬 物 通し の 練習 法 

この 旋法 は , 昔 よ く ぐ 行 われ た 方 法 で ある 。 桐 , 秒 , 後に は 極 の よう な 板 
に 鍼 を 刺す 練習 の こと で ある 。 桐 に し て ふも 最初 か ら 厚 いも の は 通る も の で 
は な い 。 初め は 琶 位 の 厚 さ の も の か ら 始 め る 。 下 寿 , 


分 ,。 一 寸 と 板 の 厚 さ を だ ん だ ん 厚く し て 行く の で ある 。 これ で 


要領 が わか る と , 刺し 透 す こと が で きる も の で ある 。 桐 が すん だ ら 艇 の 消 


い ゃ のか ら , ご く 少 し ずつ 厚い も ゃ の に 刺 鍼 の 練習 と を する の で ある 。 艇 が 終 


っ た ら , ょ 硬い 板 に 刺す 稽古 を する の で ある 。 練習 が 積め ぼ 刺 じ 


が の 
通る も の で ある 。 ぐ 雨 滴 容 石 と いう 言葉 が ある 。 練習 の 呼吸 が 自然 法則 
に 合致 すれ ば , 通る も の で ある 。 水府 流 鍼 術 の 祖 , 西村 元春 が 鉄 の 火鉢 に 
鍼 を 透 し た と いう いい 伝え が ある 。 技術 は 常識 や 理論 を 時 と し て 超越 する 
こと の ある こと を 銘 記 せ ね ば な ら な い 。 こ の 心 は 秘 山 和 一 先 た の いい し 
Adem が 如く 換 り 抜く 用 て い の 猛 勇 心 に ある 。 
何 の た め に この よう な こと を 行う か , 鍼 術 家 と し て , 助 軟 骨 , 恥骨 殖 骨 , 
春 稚 闘 板 , 軟骨 の 如き 変性 部 を 刺 通す る 時 が ある か ら で あ る 。 
4. 浮 物 通し の 練習 法 

これ も 先 人 の 好 ん で 用 いた 練習 方 法 で ある 。 中 に 水 を 満 し て , それ に 
例え ば , キ ウ リ , ナス , 大 根 , 人 参 。 リン ゴ よ うな ゃ の を 科 す 。 磐 中 の 水 
は 盤 の 周辺 一 杯 に - の 交 い て いる 野 茶 果 
を 刺し 通す の で : 2 
旋 を みつ け ね ば 


ぉ , 洋 物 の 全部 が 沈む 個 


所 を 刺 点 と し て 求め そう で な いと 。。 笠 い で Mx る 
野 薬 果実 が くる くる と 回 転 し て 逃げ まわ る も の で ある 。 さて , 重心 が 見 つ 
か っ て , それ に 刺 鍼 する 既 取 り に な る が , あま り に 力 を 入れ て , 野 茶 果 物 


が 水 申 に 沈み 。 盤 中 の 水 が , 毅 外 に こぼれ て は な ら ぬ の で ある 。 結局 体 作 
? fr + 


腹 構 気構え 
肖 動 せる ふる の , 或いは 洋 動 し て 定まら ぐ ざる や もの を 刺 的 する 場合 の 技術 の * 
習 で ある 。 暴 発する 動脈 , 癒 拳 , 移動 性 の 疹 療 閣 塊 に 


と や 練習 し て お か ね ば な ら ぬ 稽古 で ある 。 昔 は 眼科 を 志 詞 し た 医 生 が 衣 


切断 する 練習 を な し , 出来 る よう に な っ 


ぇ られ て いる 。 


9. 生物 通し の 練習 法 


醤 物 通 し が 終っ た ら , 次 は 生物 通し の 練習 で ある 。 猫 , 犬 は 大 て い の 家 


に いる も ゃ の だ が , まず これ ら を 試験 台 ( 間 鍼 する の で ある 。 故 瑞 村 


三 策 沈 生 ぉ ふぐ 鍼 治 学 用 に お いて , 『 腫 猫 に 素 し て 賞 醒 せ ぎ ざる を も っ て 上 手 
と な す 』 と 記し て いる 。 吉田 弘道 発生 は , 『 障 子 の 向う 側 に 留まっ て いる 
章 を , こち ら 側 か ら 鍼 で 刺し , 串 球 し に な り , 抜い て , 疫 が 飛び 去っ た 。 


た こと が ある が , 味 い 且つ , 和 精 


その 生理 機構 は 人 聞 と 大 差 は な い 。 こ れ に 刺 鍼 の 
外 下 に 生ずる 生体 現象 を 手 に 知る こと は 喚 要 都 分 即 
顎 部 , 胸 腹部 に 刺 鍼 す る と き 非 常に 役立つ も ゃ の で ある 。 
刺 鍼 に 難 す れ ば , な に も 2 本 の 指 で な く と ゃ 鍼 を 球 入 する こ と 
る 。 こ れ を ぐー- 指 刺し 又は ぐ 線 香 刺 ) 


証 一 指 刺し , 線香 刺 
これ ゃ 練習 すれ ば 誰 で も で きる 接 で ある 。 鍼 は 力 で 東 す の で は な い 。 カ 
は 鍼 の 弾力 より 能 い 程度 で 足り る ば か り で な く , 能 く な けれ ば な ら な い 、。 
鍼 の 弾力 より 強い 力 を 加え る こと は 無駄 ば か り で な く , 徒 ら に 鍼 体 を 歪め 
曲げ , 季 っ て 進 鍼 を 邪魔 す る ゃ の で ある 。 従っ て 太目 の 線香 が 折れ な い 程 

度 の で よい の で ある 。 
NEO 

握る が 如く , 務 和 静 忘 な る こと 禅定 に ある 僧 の 如く , 半 眼 も っ て 医 夕 を 徐 
え ず , 無心 無 想 。 し か る 後 構え た る 鍼 の 鍼 柄 頭 に 一 指 頭 又 は 線香 を 署 き 。 
時 吸 を 調 い , 呼 握 に より 上 腕 の 自然 に 下る 力 を 鍼 に 移し , これ に 提 手 を 呼 

間 間 ない Ao 


鍼 柄 上 に 着 け , その まま に て , 呼吸 し , 押手 を や っ て これ に 適 店 きせ れ 


c 


ば , 友 下 , 巧 肉 や や 浮き , 鍼 す る に 非 ず , 皮肉 鍼 突 を 迎え て 自然 に こ 刺 入 


が で きる や も の で ある 。 


総じて , 心 気 の 構え , 体 作 と が 刺 鍼 の 巧 押 を 決定 す る 
で ある 。 差 準 尺度 が 確 然 と し て いれ ば , 刺 


レガ 4 
規格 通り で きる も の で ある 。 
矢 の 如き で さえ , その は り を 幣 そ うと する と き は , 好 処 を 発見 し , 是 
を ふん ば り , 身体 を 作り , 垂直 に 針 を 皮膚 に 立て て , 徐々 に 刺 入 する も の 


で あ る 。 見 な ら う べき vs あ る や と 基 え と 


第 8 節 換 鍼 法 
換 鍼 法 は 往 古 , 中 国 か ら わ が 国 に 伝来 し て きた 鍼 法 で ある 。 衝 鍼 法 が 広 
く 《 行 われ る よう に な っ て か ら , その 簡単 な 方 法 に つく も の が 多く , 次 鍼 法 


行う $ ぉ の が 少く な っ た か の よう で ある 。 こ れ は 練習 の む づ か し さと , 


ia 
2 


練 を 要する か ら で あ る 。 管 鍼 は 刺激 受容 器 を 速やか に 容 破 する 効 は ある 
が , し た が っ て , 刺 滅 を も っ て 治 病 効果 を 期待 する , 理学 療 活 で ある 鍼 術 
の 作用 の 一 都 分 を 失う 結果 と も な る の で ある 。 古人 は これ を ぐ 腰 理 肌 護 の 
術 多 と いっ た の は , この 反 膚 激 に 重点 を お いた か ら で あ る 。 

管 鍼 法 に は 腰 理 衛 気 の 術 が な い が , 換 鍼 活 に は これ が ある る 和 山 真 伝 
流用 で は この 管 鍼 法 の 失わ れ た , 有理 の 術 を 補う に , 管 朋 の 厚い , 重い 鍼 
管 を つく り , 管 散 術 , 細 指 術 と し て , 管 鍼 法 の 失わ れ た 手技 を 補っ て い 
る 。 6 
1. 的 鍼 法 用 の 鍼 失 

管 鍼 法 に 使う 鍼 失 は 牧 山 和 一 創始 に か か る 『 松 葉 』 
る 鍼 括 は 入 葉 より ゃ 少し く 鋭 利 に 磨い た ふ の が 適当 で ある 。 著者 は 便宜 上 


これ を 『 柳 葉 形 』 と 称し た い 。 と いう の は , その 工 形 , 松葉 に 比 し て や や 

鋭利 で ある か ら で あ る 。 現今 , 中 国 こ と に , 香港 製 の 鍼 や , 合 湾 出 来 の 鍼 
て や , 日 本 の 管 鍼 用 の 松葉 鍼 失 より は 鋭利 に つく られ て い る 。 従っ 

で , 管 鍼 に は 松葉 形 で いい が (これ は 刺 入 を する 必要 か ら で も ある ), 換 

ト 生 隊 間 『 艇 葉 形 』 と し た いと 閉 え られ る 。 

2. 的 鍼 法 の 押手 


管 鍼 潜 に は 稼 鍼 法 施術 に 際 し て 便利 な よ うに 押手 も 種々 考案 され た の は 


上 述 の 通り で ある 。 こ れ と 同じ よう に , 換 鍼 法 に も , また , 換 鍼 運 手 に 最 
る 適当 な 押手 の 構え を が ある 。 
これ は 施術 に 便 ず る ば か り で な く , あり が ちな 刺 痛 を 軽減 する 目的 を ぁ 
っ て いる 。 そ の 形態 か らい っ て , 満月 の 押手 , 又は 半月 の 押手 , 時 と し 
て , 筒 立て , 藝 り 立 て の 如き 形態 を と る こと も あり , 中 国 古 典 に ある る 扱 
爪 の 法 光 の 形 を と る こと も ある 。 これ ら は , 病人 の 貴 典 , 男女 , 肥 痩 , 肌 
請 聞 、 病 所 の 名 人 攻 人 次 処 の 所 太 び 利 の 目的 ( 放 
て , 『 補 』『 漁 』 の 相違 に よっ て 形態 を 異 に する ) に よっ て 異 る 


鍼 失 接触 の 方 法 

友 膚 に 鍼 失 を 接触 せ し むる に は , 十分 に 注意 せ ね ば な ら な い 。 鍼 術 は 鍼 
笑 が 皮膚 に 接触 し た 時 か ら 初 め ら れ 
ゆる [小児 鍼 」 の 研究 に お いて , 『 無 痛 接 触 鍼 』 が 自律 神経 に 対し , 有 痛 
刺 鍼 より 効果 の ある こと を 提唱 し て いる こと が ら と , 古人 の 膝 環 の 術 が ど 
ん な に 臨床 上 重要 視 さ れ 7 

て , 3mm 内 外 の 深度 に 刺 鐵 す る の が 一 般 的 で ある 。 
$, 如何 に 皮膚 に 対す る 鐵 の 作用 が , 効果 が ある か を 物語 っ て いる 。 是 本 
で ゃ 赤羽 幸兵衛 氏 の 『 度 内 鍼 』 は この 腰 理 の 気 , 即 も 古典 的 に いっ て 『 衛 
と 対し て 作用 を 与え る ふも る の で ある と 理解 さる べき で あり , 基 ゃ 今 $ 臨 

床 成 積 を あげ て いる 二 録 , 

この よう に 友 護 は 今後 ます ます 神経 学 的 に 研究 され て くれ ば , 茸 の 吉 典 
的 城 定 が , 新しい 意味 を - そ (6 世に 問う て くる で あろ 


うな 皮膚 に た いし て , 鍼 失 が 触れ る こと は , したがって, よ ほ 


重 な 注意 を は ら っ て , 施 き れ ね ば な ら ぬ 。 と いっ て や , わか 


鍼 舌 を 皮膚 に 接する に , 押し て は な ら ぬ , 刺し て は な 


ら ぬ 。 医 人 箇 させ る で ある 。 この 接触 きせ 
ら ぬ 。 た だ 接触 させ る だ け で この 接触 させ 


人 ご 
JA ご 


病気 に より , 場所 つま り 穴 処 に よ っ て , 異常 の 感 , 
電気 的 刺激 伝導 感 を 

が 立ち , 発汗 を 見 , 
変化 を 来 す こと も ある 。 


% を 訴え る 人 や も ある 。 脈 皇 , 体温 , 血圧 の 


さ で AA ドッ テ 


か ら , 鍼 失 を 皮膚 に 接する と 同時 に , 被 術 者 ? 
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展 の 色 沢 , 明暗 な ど に つい て , その 変化 を 見 落 さ ぬ よ うに 心 す べき で ある 


させ て , 2, 3 呼吸 その まま に し て お く , それ か ら 極 め 


る の は 禁物 で ある 。 押 えな く と も 人 に よっ で 


EE 


\ 
>! 
遇 


大 と な る の みな 
に 緊縛 せら れ , 抜 鍼 
ふも よい 時 に の 


SS として, 鍼 


み , 入る を 拒 ま な 


の 入る の を 阻止 せん て で, 手指 
に 硬 物 を 感ずる な ら ば 決 し て は な ら な い の で ある 。 硬 物 を 感 ぜ 
ず , 刺 痛 が な け 徐々 に 換 り , 押し て 刺 入 す 


る の で ある 。 


4. 的 鍼 法 に お ける 鍼 の 撮 み よう 
要 は 鍼 失 が 皮膚 ! 


接触 する よう に 押手 を 構い , 鍼 を 撮 万 と いう こと に つ 


ら で あ る が , この 時 の 鍼 の 撮 み よう は , 鍼 柄 を 撮 む の が , 法 に 叶っ て 
いる 。 こ れ は , 鍼 失 の 皮膚 に 接触 する か 否や を 知る に , も っ と も よい か ら 
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で ある 。 鐵 体 を 撮 ん で 皮膚 に 接触 きせ て は , 鍼 突 と 皮膚 と の 接触 度 が わか 


皮 
ら な い ば か り で な く , まま , 必要 以上 の 力 が 鐵 に 加わ り , 刺 痛 の 原因 を つ 


クダ 
くる こと と が ある か ら で あ る 。 大 体 鍼 を 運用 する に さい し て は , 鍼 柄 を 刺 手 


で 撮 な べき で あっ て , ご く 特 殊 の 場合 の み 鍼 体 を 撮 み 運 用 すべ きも の で あ 


る 。 ゃ も と ゃ と 鍼 体 は 運 手 の さい さわ る べき も の で は な い 。 

鍼 柄 を 撮 み , 鍼 体 の 弾力 より 弦 い 力 を 鐵 に 加え て 交 り , 押す べき で あ 
る 。 擦り に て , ぐる ぐる と 句 転 きせ て は な ら ぬ 。 歓 り は , 名 テ 
転 で は な い , あく まで や も る 0 。 鍼 柄 の 周り の 一 点 を A と し , 
この A 点 が 1 麺 り し て , 人 A 点 の 位置 に くる こと は , ひ ね り 光 で な い , 1 
句 転 で ある 。 で ひねり の 理想 的 手法 は , 半 回 転 で あり た い 。 こ と の こと 
は , 無用 に 度 膚 。 筋 に 対し て , 刺激 を 与え ぬこ と に な り , 従っ て , それ ら 
の 興奮 に よっ て お こる 取 縮 , 即ち , 溢 鍼 ( 刺 抜 時 の 困難 ) を 防ぐ こと に な 


刺 鍼 運 手 
換 鍼 法 に 


* 指 に て 鍼 日 を 押え , 食指 
鍼 を 換 り 降 す 。 鍼 を 抜く に は , 先ず 少 1 
衝 ち 直し て 引き 出し , 中 指 に て 鍼 の 口 を 推し 揉む の で あ 
る 。 
移 山 和 一 検 桜 は その 著 『 秘 山 三 部 書 』 に 次 の ご と く 記 載 し て いる 。 
る 換 り を 一 大 事 と する , 補 湾 あり , 生死 を 知る 。 気 を 降 す に は 左 の 方 
気 を 益 す に は , 右 の 考 へ , 抱 る 心 に 夢 の 聞 (いと ) を も ゃ っ て 。- 鉄 石 を 換 り 
教 く が ご と く , 手の内 を 和 柔 か に し て , 順 と 逆 と を 考え , 換 る と き 
え ず と いう こと と な し と いっ て いる 。 味 読 の 一 支 で ある 。 
吉 枢 『 九 鍼 十 二 原 』 に < 牽 鍼 は 鍼 失 , 到 凡 の の 如く , 静か に , 徐々 
往 か し め , 後 し く こ れ を 留め , 以 っ て , 痛 痺 を 養う と ある 。 ま た , 素 間 


2 
『 九 鍼 論 』( > 表 連 の の 如く , 静か に , 徐々 に 往 か し め , 後 し く こ 
れ を 留め , 正気 これ に よっ て 京 邪 倶 に ゆき , 鍼 を 出し て , 養う も の な り 有 タ 
と ある 。 素 問 『 宝 命 全 形 論 』 に は ぐ く 鍼 を 進み る に は 遅 き に し く は な く 基 灸 
な れ ば 血 を 傷 る 。 を 退く に は 緩 き に し て は な し , 経 く 軸 せ ば 気 を 傷 る > 
と あっ て , 中 国 に お ける 鍼 術 運 手 の 法 は , 誤 鍼 使用 に あたっ て は , 極め て 
綾 漫 に 気 を うか が いな が ら 刺 抜 し た も の で あっ た 。 
『 鍼 道 発 徴 』 の 著者 草原 検校 が 盲人 臨床 家 と し て 一 世に 名 声 を は くし た 
が , その 言 に ざし づか に 鍼 を 下 し , 左 の 押手 は 強 か ら ず , 表 か ら ず , 呼吸 
に し た が い , 鍼 を 抜く まで は 少し ゃ 動か ぬ も る の な り , すでに 鍼 2, 3 分 ほ 


ど 下 ら ぱ ば , 1 分 程 9| き あげ , 1 寸 も 下 ら ば , 5 分 も 引き あげ 


か か る を 考え , 或 い * は 浅 3 ぅ 或 い * は 深 く ぅ これ を # に 5 六 旦 め , 徴 (に 
うか べ , すす む が 如く , 受け る が 如く , その 腹 な り 動 く を も っ て , 鍼 を さ 
る 。 また, や わら か に 鍼 を さ し 入れ , これ に 従う が 如く , 至っ て その 術 を 


軽 《 季 和 に し て , 等 し く こ れ を 止め 養っ て , 気 を 調 う べし 少 と 


忌 構 え を 述べ て いる 。 ま た る 塾 鍼 の 術 は 大 補 と 知る べし と 


に 表現 し て いる 。 


証 坂 非 梅 軒 の 横 刺 法 

坂井 梅野 は その 著 『 鍼 術 秘 要 』 に ぐ 余 の 鍼 術 は 直 刺 を 好 : 
何と な れ ば , 直 素 は , 例え 鍼 の 竜頭 まで 肉 中 に 入る と 
と 1。 2 分 に 過 
と き は , 鍼 の 欠 よ り 意 頭 ま で , 友 く 病 経 に 当る , 履 
な れ ば な り 池 と て , 押手 の 】 提示 指 豆 で 友 を 撮 み 圧 えて , 3 
E う 党 で 経絡 に 給 り 球 す の で ある 。 この 皮 を 撮 み て 東入 する 方 法 は , 『 曇 
枢 , 官 鍼 入 』 に の べ て ある 方 法 で あっ て , 即ち , る 刺 鍼 は 肥 を 引い て , 有 万 ち これ を 
剃 す 之 と ある の と 同じ で ※ あ る, 今 ふ ゎ 鍼 管 を 使わ ぬ 鍼 家 が 用 5 る 方 法 で ある 。 


さき る の み , これ を も っ て その 効 を と る 、 
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打 鍼 法 は 夢 分 埋 御 歯 意 斉 の 創始 せる る の と され て いる 。 打 鍼 は 撃 鍼 と も 


ク 6 
いい 。 丁度 , 大 工 が 釘 を 金 相 で 色 ] き 入れ る よう に , 穏 を も っ て , 鍼 《 打 鍼 
で ある ) を 叩き 皮下 に 入れ る の で ある 。 こ の 方 法 は 且 本 痢 特 の 鍼 法 


打 鍼 法 の 器具 
打 鍼 法 に は 穏 と 鍼 が あっ て , 特異 の も ゃ の で ある 。 模 は 丁度 , 金 穏 の 
ヽ る 。 そ の 柄 の 前 後 或 い は 左右 が , くり 抜き に 
っ て いて , 鍼 を 容れ る よう に な っ て いる 。 
著者 (柳谷 ) が 終戦 前 に 所 持 し て いた ゃ の と , 
の 山崎 治 助 沈 生か ら 寄 時 さ れ た も ゃ も の で は , 形 に * 
2 の 3 人 ル の ら 
られ る 。 鍼 の 形 は 九 鍼 の 『 争 鍼 』 の 如く で ある 。 
民 翼 』 の 図説 の 如く , 鍼 柄 と 鍼 体 が 同一 の 材 
貞和 人 MM 
鍼 の 全長 の 長き は .4 て 7cm 位 あっ て , 鍼 柄 都 の 太 さ と , 鍼 体 の 初 部 
は マツ チ の 軸 ほ どの 太 さ で ある 。 
その 造り 方 が 種々 あっ た よう で ある 。 本 を 介 好 で 作り , その 内 部 
を つめ , 和 酔 の 両面 に は 軟 皮 を 張っ た も の や , 木質 の 机 の 一 面 を 凹 か に 
これ に , 皮 を 張り つけ た も の が ある 。 柄 に は 鐵 が 東 し 込め る よう に な 
いる の で , 使用 せ ぬ 時 は , 2 本 の 鍼 と 西 と が 1 つの 器具 と な っ て いる 
わけ で ある 。 
操作 に は , 象牙 の 査 筒 に 鉛 が 入っ て いる 方 が 重み が あっ て 使い や すい よ 
う で ある が , 目的 に よっ て , 税 の 軽い の も 使わ れ た こと と 推 窪 き れる , 構 
の 木 抱 は 黒 槽 又は 紫 槽 が 使わ れ た よう で ある 。 
2. 打 鍼 法 の 押手 


打 鍼 法 の 押手 は 抽 指 と 示 指 を 合せ て , 指 端 を 刺 鍼 部 に 立て て る 。 それ か 


ら , 示 指 の 爪 画 に 中 指 腹 を 密着 させ る 。 従っ て , 押手 の 形 は 抽 指 , 示 指 の 


レン 
中 端 で 杉山 真 伝 流 の る 筒 立て あの 形 の よう に する の で ある 。 鍼 ば 押手 の 示 
指 の 爪 部 と 中 指 腹 と の 間 に 撮 み 立て る 。 手 立 し た 鍼 失 を 皮膚 に 接 せ ぬ よ う 
こ 撮 み 立 て る の が 必要 で ある 。 
3. 打 鍼 法 の 刺 手 
鍼 活 の 刺 手 は 専ら , 鍼 穏 の 柄 を 撮 ん で いる こと に な る 。 そ の 手技 は 多 
柄 頭 を 了 シ く に ある の で , 鍼 策 を も っ て , 鍼 を 刺す の で は な い 。 夢 分 の 書き 
の こし た 『 鍼 道 秘訣 集 』 
引 痛 まざる よう に 打つ な り 。 針 入 る こと .1, 2 分 に し て 酔 に 手応え あ 


に つか ぬ ほ ど に し て , 皮 を 出 ず る 


り 。 鍼 鐘 よ り 2, 3 分 に いた る , 深く 刺す べから ず 。 打ち て 栄 術 を めぐ ら 
し , 肉 の 内 に 徹する の 法 で ある 錠 と いう こと が 記載 され て いる 。 

4. 打 鍼 の 仕方 

打 鍼 の 仕方 に つい て は , 皮 を 出 づる に 痛ま ざる よう に 打つ な り と いっ ぅ て 
いる ご と く , 丁度 , 管 鍼 法 の 弾 入 の と き の よ うに 打つ べき で ある 。 実際 , 
打 鍼 を 行う に は , 鍼 の 重 さ を 柄 で 計り な が ら 打 つ 。 4 , 5 へ ん 打つ ょ よう に 
振っ て みて , 調子 を つけ , 押手 の 鍼 柄 頭 を 打つ の で ある 。 

打つ 調子 は 軽 軽 , 軍 軍 , 軽重 の 如く 打つ べき で ある 。 著 者 (柳谷 ) の 扱 


っ た 患者 で , 岩石 に も まごう 程 硬い 肩こり の 人 が , 普通 の 牽 鍼 で は 少し ゃ 


効果 が あり 


うけ つけ ず , 一 度 打 鍼 法 で 行っ た と ころ , この 打 鍼 法 の 銀 
次 回 か ら は 打 鍼 流 の 鍼 を 所 望 す る よう に な っ た の で , この 患者 に は , いつ 
$ 打 鍼 流 の 太 鍼 を 使用 し た 経験 を も あっ て いる が , 打 鍼 の 叩 打 と と ゃ に , 回 
快 を 訴 えて いた 。 

打 鍼 法 で は この 打 鍼 の 棚 拘 き が 重要 な 役 割 を する も る の で あ る 。 ま た , 
『 鍼 灸 要 競 集 』 で は 和 連 鍼 法 だ っ て , 管 鍼 が 自然 発生 的 に 考 楽 きれ た 
と 考え られ る 記載 が ある こと は 技術 の 歴史 性 か ら 首 衣 さ れ う る 。 

9. 打 鍼 法 の 場所 と 効用 
打 鍼 法 は 専ら , 腹部 に 応用 し た も の で あっ た 。 そ の 唯一 の 伝 本 で ある 


お 
『 鍼 道 秘訣 集 』 ( 和 U 本 と し て 上 野 国立 図書 館 に 収蔵 さ これ て いる ) に よっ 
て , 施術 の 場所 と 効用 を 知る こと が で きる 。 次 に その 代表 的 な も の を 紹介 


この 針 の 術 は , 膳 下 3 寸 , 両 砲 の 真中 な り 。 産後 の 血 早 と し て , 子 産み 
て 後 目 敗 の 来る と き , 膳 下 3 寸 に 鍼 し て , 上 る 気 を 穫 き 下す 針 な り 。 た と 
え , 産後 に 目 表 な し と ゃ も, 31 日 の 内 に , 3 度 ば か り 針 する も の な り , さて 
お よそ 病 症 上 実 し て 下 乙 する 人 は 必ず 上 気 す 。 か よう な 者 に 火 曳 の 針 を 用 


いる 。 こ の ほか , 病 症 に よっ て 用 うる こと 医 の 機転 に よる べき な り 。 
②⑨ 勝 時 の 鍼 

この 針 は 大 実証 な る 人 の 養生 針 に , さて は , 傷 寒 の 大 熱傷 食 の 節 に 用 
ら うる, 処 定 ら ず 。 邪気 を 打 払い , 針 を 曳 く , これ 江 針 な り 。 虚 労 , 老人 に 
は 用 いざ る 針 な り , その ほか は , 大 方 この 針 を 用 う 。 
⑬ 負 曳 の 鍼 

病 症 に よっ て , 邪気 の 隠れ いる と き 針 し て その 邪気 を お びき 出し て 治療 

こと な り 。 か よう の 針 を 用 うる 病人 は , 何と も 病 証 知れ が た きゃ も の に 

て , 狐 つき と る 。, 気違い と ゃ 知れ が た きゃ も の な り , その 時 に 用 うる 。 と か 
く , 邪気 を 引き 出し て 様子 を 見 , 療治 せん と 欲す る と き 用 いる 針 の 方 便 な 
り 。 庄 病 の 問い 針 と 心得 べし 。 
③④ 相 引 の 鍼 

これ も ゃ 処 定 ら ず , 和 す る 鍼 に て , 虚 労 の 証 , 老人 , 養生 針 に 用 いる 猟 気 
の 放 き と , 針 の 曳 と 相 曳 き に 引 針 な り , 補 針 と も いう べし 。 


る と ころ は 両 覧 な り (『 鉄 道 税 訣 集 』 の 両 臨 は 騰 の 両 肝 を いう )。 
その うち , 多く は 右 の 命 門 , 音 軍 の 相 火 に し て , 常々 た か ぶり や すく , 上 


り 易 し , 腎 水 を 漏 し た る と き は , 必ず 右 の 命 門 の 相 火 動 ず る も の な り 。 天 


この 火 に あら ざれ ば 物 を 生ずる こと 能 わ ず , 人 この 火 に あら ざれ ば 。 一 自 
を 生ずる こと 能 わ ず と いう 火 は これ な り 。 

殺 気 に も 五 あ り と いえ ども , 眼 と する と ころ は 命 門 の 相 火 な り 。 基 れ 
相 火 の た か ぶり 上 る に より , 針 し て 止め , 上 ら ざ る よう に する 針 な り 。 エ エ 
夫 も っ て 針 し 覚 る べし 。 
⑯ 胃 快 の 鍼 
犬 食 得 の と き , 針 先 き を 上 へ な し , 荒 々 と 針 を する な り 


o この 針 に て 食 
を 吐 さ ば , 胃 の 腔 くつ ろ ぎ 快 な る が 夏 に , 骨 快 の 針 と 呈す 。 常 に は 針 せ 
ず , 処 は 膳 上 真中 通り 。 膳 上 1 寸 こ れ な り , 叉 腫 気 の 病 人 に 針 す , 呈 伝 ぁ 
り 

④ 攻 ず る 鍼 

処 定まら ず , 大 風吹 き 来 っ て , 浮雲 を 払う 如 し 。 滞る こと な く , さら さ 
ら と 立つ る な り 。 こ の 時 の 心持ち , 心 軽く 気 午 く な る こと な く 立 つる な 
り , 万 病み な 気 血 の 不順 に て 滞る に よっ て 病 を 生ずる な り 。 し か れ ぱ ば 洛 る 
Mas 
病 と も に 用 うる 針 で 
⑧ 吐 か す 針 

穴 は 胃 貯 な り ( 夢 分 流 で は 上 腹部 を 胃 圭 と いう ) 針 先 を 上 に 向け , 深く 
鍼 すべ し 。 1 本 に て 効 な くば 2, 3 本 も 立つ べし , 


放 妨 
ン ぅ 本 上 


さて は 両 腫 の 墓 ( 夢 分 
流 で は 鳩 尾 の 両 傍 , 季 助 部 を 腫 曹 と いう ) に 邪気 あら ば 立て で る べし 。 胃 の 
膨 に 針 す る 法 と いえ ども ゃ 食 気骨 の 腔 に 無く し て , 下 焦 に あら ば , 海 針 , てく 
だ す 針 ) に て 食 気 を 下 し て よし 。 さ て また , 傷 集 な どの 時 証 に よっ て , 吐 
か すこ と あり , これ と も ゃ に 邪気 胃 の 貯 に 無き 時 は 立て ず 。 
⑨ 漠 鍼 

は 購 の 下 2。 3 寸 , 両 腎 の 間 な り 。 針 先 き を 下 へ な し て , 深く 立て る 


法 な れ ど ゃ 邪気 あら ざれ ば た て ず , 傷 寒 に 漁 針 を 用 うる も 右 の ご と し 。 


| 
(1 


立つ る べから ず , 過 な き を 討伐 する が 
睡 の , 両 の 肺 先 ( 夢 分 流 で は 右 季 助 都 
障 広 の 下 を いう )。 ョ の 腔 を 見 わけ て 療治 すべ し 。 右 に い 3 
娘 の 分 。 何様 の 病 に て も , ここ に て 療治 すれ ば 車輪 の 如く , 療 竣 早 ま わ る 
の 心 に て , 車輪 の 法 と る $ の な 9 
⑧ 実 の 虚 
より 上 は 実 し て , 膳 よ り 下 は 虚 し て 力 な き を い 
又は 息 短く , 食後 に 眠り 来 り , 又は 気 屈し や す 
肩 胸痛 むこ と あり 。 大 方 の 人 腹持ち 悪し な どい う 
, 肌 胃 腎虚 な ど と 見 立つ べし , 両 の 腫 の 
両 の 肺 先 き , 胃 の 貯 に 針 すべ し 。 
虚 の 実 
財 の 実 の 腹 は 上 の 腹 と 違い , 騰 よ り 下 も 皆実 狐 に し て , 購 より 上 は 虚 な 
り 。 併 し 無病 な る 人 の 腹 に , か く の ご と く あ る は 吉 な り 。 既に 病む な 人 の 腹 
に , か く の ご と き は , 腹 下 る か , 腰痛 むか , 小便 不通 , 河 病 , 
か 。 女 は こし け あ る か , 月 水 徐 る か , 疾 気 , 狐 血 
け 冷 えた る 人 , 必ず この 腹 に し て , 基 病 ある や の な り 。 療治 は 
両 軸 。 丹田 , 賭 の 両 人 , 章 門 に 針 し て よし , この 処 を 見 合せ , 邪気 の 強 き 
方 に 針 す べし 。 


の 腹 は 肝 の 上 下 と も に 邪気 あり 。 か よう の 人 は 大 病 起 る か , 叉 は 心 
痛 , 大 食傷 , 何 に て も 急 な る 災い に て , 頓 死 な どす る も の な り 。 大林 の 時 
と 枝 折 る る が 如 し , 散 ず る 針 , 勝 引 き の 針 , 専ら に すべ し 。 


こと の 腹 は 膳 の 上 下 融 虚 に し て , 最も 悪し き 腹 な り , 負 引 き の 針 に て 小区 


37 
を 引き 出し て 療治 すべ し , 虚 労 等 に この 腹 あ り , か よう の 療治 は 功 者 の よ 
《 知 る る も の な り 。 病 に 効 を 見 せん と すれ ば 病人 に 草 区 来 り 易 し く , 病 著 退 
屈し や すし , な か な か も っ て , 治療 難 か し きも の な り 。 こ の よう な 病人 , 
本 道 $ 針 医 $ も 上 手 , 下手 の あら わる る も の な り 。 
⑯ 寒気 を 知る こと 
腹 を 診 い , 病人 は 寒気 (さむ け ) 
章 門 ょ り 邪 気 出る , 時 に は 万 病 に 
風 木 な る が 故に , 邪気 章 門 より 出 づる 時 は , 


気 喉 き 方 の 章 門 に 散 ず る 針 , 勝 引 き の 針 する 時 は 引 気 し り ぞ き , 


+ 


る こと 妙 な り 。 
⑯ 腫 気 の 来る を 知る 事 

諸 病 に 腫 気 ( 水 症 ) の 来る を 知る こと 相伝 と す 。 こ の 習 を 知ら ざれ ば , 
本 道 $ 針 医 $ 下手 の 名 を 表わす 。 こ れ に よっ て , 病人 に 睡 気 来 ら ざる よう 
前 以 っ 1 


と 立つ る も の な り , さて この 目 の つ け 処 は 胃 の 有 貯 な り 。 大 病人 
に 針 す る こと 最も 習い と な す 。 胃 の 肝 に 邪気 寄ら ば 必ず 食 進ま ず , 病人 一 

一 旦 と 草 恥 れ る 。 さ て 胃 は 志 ぶ り , 乾く が 故に 病 体 よ り 食 進み 過 る 。 こ 
れ 即 ち 腫 気 の 来 る 相 な り , 随分 と 胃 の 気 の 邪 気 を 払い 見 る に , 退 か ざれ ば 
辞 明 し て 療治 すべ か ら ず 。 さ て 大 病人 を 初め て 観る に 胃 の 脱 に 邪気 あら ば 


5 。 駐 足 の 甲 , 腰 の まわ り に 腫 気 あ 


り で , 腰 座 ゆる か と 問う べし 。 必 ず 左 様 に ある も の な り , 肥え た る 人 な ら 
ば 療治 すず べし, 痩 た る 人 の 腫 気 は 大 事 な れ ば , 必ず 辞 退 し て 治す べから 
ず 。 

⑯ 閣 観 の 大 事 

肉 証 種々 
を 診る に 両 の 脇 , 章 門 より 助 骨 へ 邪気 込 人 りあ る は 肝 の 臓 よ り 発 閣 し て 寒 


\ に 記す る と ゃ 当 流 に て は , 肝 癒 肛 間 の 二 証 に 定 む , 腹 


する な り 。 又 両用 の 募 , 胃 


熱 甚だ し きも の な り 。 し か し な が ら , 


の 腔 に 邪気 ある は , 食 ふ 進み 難し 。 基 を 腫 音 と も いい , 俗 に 虫 瘍 と も ゃ いっ 
菩 る こと 有 伯 し 。 こ の 証 は 元 来 湿 に あたり , 肝 骨 に 湿 こ も り , 散 せき る と 

ころ に 食 な ど に あて られ 食傷 する の 後 , 必ず 変じ て 有 幅 音 と な る も の な り 。 
と 授 し 療治 時 し けれ ば 必ず 若き 人 は 虚 労 の 症 と な り 易 く , 老人 は 次 


- 章 烈 れ , 大 事 に 及び 腫 気 な ど 出 で , 終 に は 死す る も の な り 。 針 の 立て 


肪 の 鍼 
腸 症 の こと 諾 書 に 記す 。 政 に 記さ ず , 当 流 腹 の 観 様 は 鳩 尾 , 両 肝 , 胃 の 
貯 に 邪気 あり 。 大 法 義 火 上 っ て 心 を 塞ぐ 故 , 胸中 乾き , 食通 り 難 く , た ま 
た ま 食 通り 胃 中 に 止ま る 様 な れ ど や 胃 火 盛ん な る に よっ て , や が て 返し て 
これ 皆 乾 燥 導 火 , ん な る が 故 な り 。 乾燥 の 物 を 緊 く 禁ず る 
この 療治 も っ と も 難 か し , 其 の 内 肥 た る 人 の 肪 翻 骨 10 に 7, 8 は 褒 
痩 た る 者 は 治し 難し 。 鳩 尾 , 両 肝 の 募 , 骨 の 膳 の 邪気 を 退く 様 に すべ 
し 。 大便 結 する も の な り 。 
⑲⑨ 中 風 の 鐵 の 大 事 
是 の 病 証 も 諾 書 に ある を も っ て 略す 。 左右 の 半身 か な は ざる 治療 に 習 あ 
り 。 左 の 半身 不随 は 邪気 右 の 修 に あり 。 右 の 半身 不随 は 邪気 左 の 修 に あ 
り , これ 当 流 の 習 な り 。 邪気 を 針 す る を 本 と な す 。 一 方 へ 気 血 偏 寄 す る が 
虎 し て , 虚 の 放 遂 は ず 。 そ の 偏 寒 の 方 を 専ら 針 し て , 虚 に か まわ 
ず 針 すれ ば , 偏 の 気 血 虚 の 方 に 移り , 両 修平 に な る と き は , 人 遂 わ ざる 偏 身 


疹 ゆ 。 警 ば 竹 の 軽 重 あ る が 如 し 。 詳 病 の お こる と いう も ゃ も 。, 気 碧 相対 し て 昔 
重 な け れ ば , 平 人 無病 な り , 臓 用 の 虚 話 に よっ て お こる 邪気 を 退く る 時 は 
平 に な り , 病 無し 。 基 の 理 万 病 に 用 ゆ 。 さ て また , 卒 中 風 し て , 気 を 取り 


笑 うに は , 鳩 尾 な ら び に , 両 修 に 針 を 深く する 時 は 本 心 に な る な り 。 こ の 


針 に て 気付 か ず ば 神 敵 に 針 す べし , 鳩 尾 に 針 せ ざる 前 に 神 敵 の 脈 を みる で ペ 


し 。 脈 な くば と か く 死 する 人 な り , 少 に て も 動脈 あら ば 針 し て よろ し , 李 


c こ な り て 後に は 前 の 療治 と 心得 ベ し 。 
@⑩) 亡 心 の 鍼 

亡 旋 と は 一 切 の 類 い , 大 食傷 , 頓 死 等 に て , 心 気 を 亡 な を いう 。 先ず 神 
ue 
両 修 に 深 針 す 。 こ の 針 に て 利 せ ざれ ば 神 隊 に 深く 立つ べし 。 こ れ に て 生き 
ぎれ ば 定 業 と 知る べし 。 こ れ 当 流 の 大 事 な り , 亡 心 の 証 は 皆 も っ て , 邪気 
心 包絡 に 紛れ 入っ て 。 心 気 を 春 う が に か く の 如 し 。 因 っ て 鳩 尾 並び に 
両 侯 に 深く 針 し て , 心 邪 を 退け る 時 は 本 心 に 帰す る な り 。 諾 の 心 持 実 積ん 
で 外 と 変じ , 正 を 失う 。 悪 の 邪 を 退く る 時 は 元 の 正 に て 病 無し と 知る ペ 
記 

⑳ 靖 の 鍼 

素 靖 の 証 , 諸 書 に これ あり , よっ て 遇 す 。 こ の うち 腫 の 臓 よ り 出 る 疹 を 
腫 首 と 号 し て 難し き な り 。 さ て は 肝腎 の 両 臓 よ り 出 る る の あり 。 肝 より 負 
る も ゃ の は と り 目 と て 黄 引 見 を え を ざる も の な り 。 両 章 門 に 眼 を つけ , 邪気 を 鎮 
め る と き は 病 い ゆ 。 有 の 臓 よ り 出 づる ふも の は 両 の 腫 の 募 , 骨 の 有 貯 に 必ず 牙 
気 あっ て , 四肢 細く 痩せ , 腹 ば か り 大 きく な り て 食 を 好む ゃ の な り , 両用 
の 募 , 朋 の 腔 の 邪 を し り ぞ くる 時 は 滞 滞 に 癒 る な り 。 
⑳ 一 つの 鍼 
諸 病 と も る に いろ いろ 治療 する と いえ ど ゃ , 効 無き と き は , 神 関 に 針 する 
な 2。 最 も 療治 大 事 な り , よく よく 見 極め て 針 す べし 。 

以上 は 打 鍼 流 の 伝書 『 鍼 道 秘訣 集 』 の 技術 の 部 分 の うち 主要 な る も の を 
述べ た の で ある が , 本 書 の 頭 書 , ぐ 当 流 他 流 の 異 ※ に 記し て ある よう に , 
徒 来 の 失 針 , 指針 ( 押 鍼 ) と は は な は だ し く 異 る こと を みる 。 本 書 の 巻末 
に 世俗 の 診 に 秘め ご と は 量 の 如 し と て , か り そ め の こと に ぁゃ 秘伝 習い あ 


る こと な り 。 こ の 習い 知る と 知ら ざる と は 天地 の 違 あり 。 習 を 知る た る 募 


は 福 な し , 諸 病 を 療 こ と 手 の 論 に あり と ある が , 当 流 の 自負 を うか が い 


得る 。 ま た , と くに 鍼 術 に この 身 を 置く も の は , この 書 の 始め に 記載 し て 
M ある 。『 心 持 の 大 事 』 の 項 の < 他 流 に て は 何れ の 処 に 何 分 針 立て る な ど 
いう ば か り に て , 心 を つく し 一 大 事 の と ころ に 眼 を つけ ず , 当 流 の 祭 と す 


i 


る と ころ は 針 を 立て る 内 の 心 を 専ら と す 。 語 に , 事 に 心 な し 。 心 に 業 な し 
自然 に 農 々 に し て 霊 , 空 に し て 妙 , 挽 か ぬ 弓 放 た ぬ 矢 に て 射 つ と き は 中 な 


ら ず , し か も は づき ささ ざ り ? びり 。 当 流 導 得 の 大 事 な り 。 この 語 豆 を 以 っ て だ る 上 
夫 し 針 す べ し 光 と いう フ 思 詩 で あ る 味 う べき の 潮 : で あ る 。 


上 ai 


第 10 節 現行 刺 鍼 の 手技 


刺 鍼 の 手技 と は , 鍼 を 皮膚 に 接触 せしめ る 方 法 , 刺 入 し た 鍼 を 進退 動 拉 
Il させ る 壇 流 , 或 は その 方 向 を 変換 し た り , 又は 別に 刺 鍼 し た り , 刺激 を 加 ' 
| えた りす る 技術 の 方 法 を いう 。 古来 , 手技 は 流派 に よっ て 異な り , 処 に よ 
り , 歴史 に よっ て 異 っ た も の で ある 。 
と 古書 に は 四 法 , 久 法 , 十 四 の 鍼 法 , 九 変 に 応ずる 鍼 法 , 十 二 経 に 応ずる 4 
鍼 法 , 五臓 に 応ずる 鍼 法 , 痛 刺 巨 系 な どの 手技 が 記載 され て いる 。 又 我国 
に お いて 尋常 に 発 人 六 し た 『 移 山 真 伝 流 』 に は る 九 十 余 術 逐 所 詩 < 百 術 鍼 
法 あ と いう 程 精細 に 分 類 さ れ て いる 程 で ある 。 現今 の 20 種 くら い の 刺 鍼 の も 
手技 は 大 的 この 『 秘 山 真 伝 流 』 の 承 伝 で ある の を 先 人 が 伝え の こし た も の 
で ある 。 
また , 近代 鍼 笑 教科 書 の 編著 者 に よ っ て 手技 名 の 呼称 を 異 に する も の や 
| 
人 


時 昌 拉 の 杉 RE も 央 由 が ある 0 こち だ は 和議 


を 眺め な が ら , ご く 普 通 に 用 い られ て いる も の に つい で の くべ の おら 0g bd 
る 。 


1. 


単 刺 術 
単 刺 法 と も いう , 鍼 突 を 目的 の 深 さま で 刺 入 し , 動揺 進 退 す る こと な 


く , その まま 朱 鍼 する 技術 で あっ て , 普通 弱 刺 激 を 与え る 目 的 に 使う 手 技 


と され る 。 
2. 和信 術 

刺 動 法 , 刺 衛 法 と も いわ れる こと が ある が , 手技 の 本 来 の 意味 か ら 見 れ 
ば ぱ ば , 任 誠 術 と いう の が 最も 良い 。 こ れ は 『 移 山 真 伝 流 』 所 伝 の も る の で あぁ 
る 。 
この 手技 は , 刺し 入れ る 時 , 又は 一 定 の 深度 まで 刺 入 し て ある 鍼 を , そ 


の 名 の 示す よう に , 雀 が 餅 を 明 な むように, 鍼 を 上 下 に 細か < 


人 
(人 
の 
届 


接 で あっ て , 小鳥 の 館 を 中 む 有り 様 の よう に する の で ある 。 小鳥 は 数 回 連 


続 的 に 館 を 史 み , 小 体 息 の 後 再び 隊 むものである 。 従っ て , 刺 動 法 , 刺 衛 


法 の 言葉 か ら う ける 印象 の ご と く 休 みな く 進 退 し て 刺激 を 与え る と いう こ 


で は な いと いう こと に 注意 すべ き で ある 。 こ の 手技 は 台 い 刺激 に も , 強 
い 刺 激 に も 用 いら れる 。 

鍼 を 進退 する 時 は 鍼 柄 を 撮 ん で 行う 時 と , 鍼 体 を 撮 ん で 行う 時 と が ある 
が , 鍼 体 を 撮 ん で 行う 時 は 押手 の 示 指 に 刺 手 の 中 指 を 着け て 行う と 調子 よ 
く 施 すこ と が で きる 。 
3. 間 革 術 

聞 代 法 と ふい う 。 ょ まり 『 穫 山 真 伝 流 』 所 伝 の 手技 で ある 。 方 法 は 鍼 を 
一 定 の 深部 まで 一 端 球 入 し , それ か ら , 適宜 の 所 まで 抜き 上 げ ( 退 法 ) 暫 
時 動 搬 す る こと な く , その まま に し て お き , 間 を 置い た な ら , また 前 の 深 
度 まで 鍼 突 を 進め 下 し , 一 定 の 時 間 留 め て お く , この よう な 進退 の 間 に 間 
を 置く こと , 愉 も 開 歌 温泉 の 吐出 に 聞 が ある が 如く する 手技 で ある 。 強 刺 
う 手 技 と 


激 と な り , 管 拡張 , 筋肉 交 緩 , 神経 の 興奮 性 を 鎮 制す る 際 


租 只 術 と も いう, や は り 『 秘 山 真 伝 流 』 所 伝 の 手技 で ある 。 こ の 手技 の 


方 法 に は 2 方 法 あ げ ら れ て いる 。 


1) 第 1 法 
刺 入 せる 鍼 体 の 三 分 の 一 進め て は 暫時 と ど め , 次 の 三 分 の 一 刺 入 し 
。 や 2 
抜 鍼 に 際 し て や ゃ , 三 分 の 一 ずつ 抜く ミ で ある 。 
2) 第 2 法 
1 鍼 体 の 三 分 の 一 刺 入 し て 和 雀 忠 術 を 行い , 次 に 残れ る 鍼 体 の 三 分 の 一 
刺 入 し て は 穫 史 術 を 行い , また , 残れ る 鍼 体 の 三 分 の 一 刺 入 し て は 


年 


答 只 術 を 行う と いう ふう に 鍼 を 進め る の で ある 。 数 回 行う の で ある | 
が , 理 将 か らい っ て , いつ で #*# 5 残 ! ) の 三 分 の - は 残る 勘 定 で ある M 


が , 実際 は だ ん だ ん 差 が 少く な る の で , 数 回 同じ こと を くり 返し 
| て , 抜 除 す る の で ある 。 退 針 の 際 も , 刺 入 時 と 同じ よう に , 抜 除 ず 
章 る 手技 で ある 。 こ の 第 2 法 は 吉 吉 田 弘道 氏 の 方 法 で ある 。 使用 は 間 
1 油 術 を 行う 時 と 同じ 目的 の 時 に 使う 。 


cm 
簿 
軒 
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岩 誤 術 と も ゃ 書く , 双竜 指 術 と か 細 振 術 と も ゃ いう 。 手技 の 方 法 は 一 定 深度 
まで 刺 入 し た 鍼 体 又は 鍼 柄 を 刺 手 の 抽 指 と 示 指 で 撮 み , 刺 手 を 振 品 さ せる 
こと に よっ て , 鍼 を 振 さ せる 手技 で ある 。 鍼 体 を 撮 む 時 は 押手 の 失 指 と 
示 指 に 刺 手 の 掛 指 と 示 指 を 着け る よう に すれ ば , 調子 よく 振 開 が で きる 。 
また 鍼 柄 を 撮 ん で 振 品 す る と , 弱い 振 ワ 頼 を 与え を る こと が で きる 。 又 一 法 と 
。 刺 入 中 の 鍼 の 鍼 柄 を 鍼 管 で 叩 打 し た り , 指 で 弾い た りす る ( 弾 振 , 
弾 瓜 と も いう ) こと も ある 。 
6. 早 鍼 術 
留置 術 と も いう 。 震 法 に も ゃ あり , 艇 山 真 伝 流 に も ある 手技 で ある 。 手 接 
間 内 0 間 NNRN ま に 
電 置 し て お く 手 接 で ある 。 一 本 の み の 刺 鍼 時 に は 押手 は 必ず 離 さ ぬ の が 常 で 
l ある が , 数 本 , 又は 十 数 本 刺 入 する 時 は , 一 々 離さ ぬ わ け に 行 か な いか 


らち, この よう な 時 は , 刺 入 中 の 鍼 に 対し , 充分 注意 し て , 目 を 郊 し て は な 
ちぬ , と いう こと は , 生体 の 作用 で , 鍼 が 吸い 込ま れ た り , 又は ぬけ 出し 
た りす る こと が ある か ら で あ る 。 こ の 方 法 は 今 で は 制 正 作用 を 与 う る と き 
に 使わ れる 。 が 『 霊 枢 , 官 鍼 診 』 に る 斉 刺 (2 本 刺 入 する ) 揚 刺 (て 5 本 刺 
入 す る ) な ど が あっ て , 斉 刺 は 寒気 の 小 深 な る も の を 治す 光 揚 刺 は 
窒 気 の 博 大 な る も の を 治す みみ と 記載 し て ある 。 『 鍼 灸 要 法 指南 』 に は 
針 を 何 本 ゃ 刺し て 置き , 一 方 より 一 本 あて 抜く の で ある 。 多く は 寒 邪 の 
非 だ し く 沈 ん で いる に 用 うる こ . と あり , 好 ん で これ を 用 うる べから ず 輝 と 
記載 され て いる が , 日 本 で も, 欧州 で も 現今 は 盛 ん に 用 いら れ て いる 。 
『 移 山 真 伝 流 』 で は これ を る 初 伝 光 と も ゃ いっ た 。 手技 の 方 法 は 鍼 を 刺 入 
( 進 ) 時 又は 抜 鍼 時 ( 退 ) に 左右 に 旋 捧 する の で ある が , 一 麺 転 きせ ぬこ 
で ある 。 最も 良い の は 半 廻 転 さ せる こと で ある 。 中 等 度 の 刺激 を 与え る 
時 に 使用 する の で ある が , 旋 換 の 速度 , 刺 入 鍼 の 深度 , 旋 換 時 間 の 長短 に 
よっ て , 興奮 法 と ゃ 制 正 法 と も な る 
6. 如 旋 術 
麺 旋 鍼 法 と も , 円 旋 術 と も いう , 『 艇 山 真 伝 流 』 所 伝 の ゃ の で ある 。 こ 
れ に も ゃ 手技 の 方 法 に 2 種 あ る 。 
1) 第 1 法 
鐵 を 刺 入 す る 際 ( 進 ) 右 又 は 左 の 一 方 向 に 鍼 を 麺 し な が ら 刺 入 し , 
* 抜 鍼 時 ( 退 ) に は , 刺 入 時 の 反対 に 廻し て 抜く 方 法 で ある 。 
2) 第 2 法 
鍼 を 一 定 の 深度 まで , 単 刺 術 又 は 旋 換 法 で 剃 入 し , 目的 の 深度 まで 
達し た な ら ば , そこ で , 鍼 を 右 又 は 左 の 一 方 に 廻 旋 する 壇 法 で あ 
る 。 


筋 組織 を 針 で 


3g 
従っ て , 第 2 の 方 法 の 時 な ど は 針 体 を 撮 む 押手 の 左右 圧 を だ ん だ ん 強く し 
な いと , 刺 手 で 廻し た 鍼 が 元 の 方 に 戻る こと が ある 。 ま た , 抜 鐵 時 は 充分 
も と に 戻し て , 皮膚 , 筋肉 を 緩め て か ら 抜 か な いと , 筋肉 が 鐵 に まとい つ 
いて 抜け な いこ と と が ある 。 使用 の 場合 は 強 刺激 を 与え る 時 で ある 。 

この 手技 は , ひど く 緊 張 し た 筋肉 , 神経 を 伸展 する 目的 で 使わ れる こと 


が ある 。 即 ち 暴 常 緊張 の 筋 , 神経 に た いし て , 細 旋 術 を 行っ て, 針 に それ 


ら を 巻き つか せ て 置い た まま , 鍼 を 引っ 張り . 上 上げ る の で ある 。 多く 季 骨 神 
経 痛 , 甚だ し く 緊 張 せ る 肩 コ リ の 筋 繊維 な ど に 使用 する こと が ある 。 が 慣 
(に 注 意 し て 行わ な いと , 組織 を 損傷 する 愛 が ある 。 
9. 乱 鍼 術 
乱 刺 術 , 乱 刺 法 , 強直 法 な ど と いう 。 手技 の 方 法 は 以上 の べた 数 種 の 考 
技 を 併用 する も の で ある 。 従っ て , 強 刺 激 を 与え る 時 に 
10. 副 刺 激 法 
この 手技 を 奥村 三 策 氏 は る 第 九 手技 逐 と いい , 吉田 道 氏 は る 気 拍 術 交 
と いう 。 こ れ や 「『 秘 山 真 伝 流 』 所 載 の 手技 で ある 。 
接 の 方 法 は , 刺 入 し た 鍼 の 周囲 の 皮膚 面 に 鍼 管 又は 指 頭 で , 弾き , 中 
き , 押え , 頓 わ す な ど し て , 刺激 を 添え る と と を いう 。 
強 刺 激 を 与え る 目的 の 場合 , 又は 抜 鍼 困難 ( 肖 鍼 ) 時 に 使用 する 
11. 示 指 打 法 
敵 村 三 策 氏 は 第 十 手 技 と \ 手技 の 方 法 は 鍼 を 適宜 の 深き に 刺 入 し 
か ら , 鍼 管 を 刺 入 し て ある 鍼 に 播 入 し , 鍼 管 の 上 端 に 示 指 で 数 十 回 弾 入 の 


ょ うに 叩 打 す る 訪 法 で ある 。 強 刺激 を 与え る 時 , 又は 抜 鍼 困 難 時 に 用 う 3 
る 。 


12. 基 鍼 術 
『 杉 山 真 伝 流 』 所 伝 の も ゃ ので, 吉田 弘道 氏 の 方 活 で も る 。 そ の 方 法 は 術 
者 及び 患者 は 安静 に 呼吸 息 を 共に し て , 呼 息 時 に 鍼 を 刺 入 し , 吸 息 時 に は 


= 


39 
其 の 進入 を 正 め , これ を 反 衝 し て , 目的 の 深部 に 至っ た な ら 抜 除 す る の で 
ある が , 抜 除 に 際 し て も 同じ く 呼 吸 に 随 っ て 抜 示す る の で ある 。 使用 の 場 
合 は , 血管 を 拡張 し , 筋 
13. 内 誠 術 

吉田 弘道 氏 方 ( 艇 山 真 伝 流 所 伝 ) で あっ て , 手 接 の 方 法 に 刺 入 し た 鍼 の 
鍼 本 を 押手 の 持 指 と 示 指 で 3 


を 与 う る ゃ の で ある 。 血管, 筋肉 を 収縮 


っ て 鍼 本 を 叩 打 し , 振 


に 使用 す 。 


吉 国 弘道 氏 方 (杉山 真 伝 流 所 令 で ある ) 手技 の 方 法 は 鍼 管 に 鍼 を 収め 


り 指 頭 で 細 小 の 度 に 数 多 叩 打 
(即ち 弾 入 を 疾 々 と 行う ) し , 其 の 鍼 柄 の 没入 せん 
搬 軸 し て 反 覆 これ を 行う の で ある 。 使用 の 場合 は 制 正 を 目的 と する 時 で あ 
る 。 
15. 管 散 術 

吉田 弘道 氏 方 で ある 。 知覚 過敏 で , 直ちに 鍼 失 を 皮膚 に 加 う る こと が 出 
来 な いよ うな 時 , 鍼 管 の み で , 手術 部 に 当て 刺 手 の 示 指 で 軽 軟 に 管 頭 を 顔 


々 と 叩 打 する 方 法 で ある 。 使用 の 場合 は 知 涼 過 敏 の 時 , 『 秘 山 真 伝 流 』 で 


は 重み の ある , 管 散 の 厚い 鍼 管 # 
16. 鍼 失 転 移 法 

鍼 笑 移動 潜 と も いう 。 下 村 三 策 氏 は る 第 七 手技 多 と いう 。 手技 の 方 法 は 
鍼 笑 を 皮下 に 留め て , 鍼 を 右手 に 持っ た まま , 左右 の 手 を 同時 に ( 刺 手 , 
電 手 と ふ に ) 刺 鍼 部 の 皮膚 を 上 下 , 左右 又は 輪状 に 滑 動 せ し め , 鍼 括 を し 
で ) 皮下 に 反 破 様 の 刺激 を 与え を る ふも の で ある 。 使 用 の 場合 は 反 下 を 刺激 し 
で , 反 上 射 機能 を 上 蘭 盛 に し , 専ら 強 刺激 を 与え る 時 に 用 いる 。 
17. 刺 鍼 転向 法 


奥 村 三 策 氏 は 第 入手 技 と も いう , 鍼 の 方 向 転換 を いう の で ある 。 手 投 の 


方 法 は 一 端 刺 入 し た 鍼 を 皮膚 か ら 抜 除 せ ず に 刺 入 の 向き を 換え る 時 に 行う 
手技 で あっ て , 刺 入 の 鍼 が 深部 に ある な ら ば , 鍼 突 を 皮下 まで 抜き 上 げ 

, 刺 入 せん と する 方 向 に 向き を か え 除 々 に 刺 入 する の で ある 。 斜 鍼 を 直 
MM に 
な る 。 

これ ら の ほか , 奥村 三 策 氏 は 直 鍼 (第 一 手技 鉛直 鍼 法 と いっ て , 度 護 に 
垂直 に 刺 入 する 鍼 ) 斜 鍼 (第 二手 接 傾 斜 鍼 法 と も いい , 皮膚 に 斜め に な る 
よう に 刺 入 する 鍼 ), 横 鍼 (第 三 手技 地平 鍼 と も いい , 度 下 に 沿う て 鍼 を 
平 に 刺 入 する 鍼 ) を 刺 鍼 の 手技 と 称し て いる 。 

また , 小児 鍼 を ゃ この 手技 に 加え る 学者 も ゃ ある 。 
証 小児 鍼 

関西 で は 吉 く か ら 小 児 間 虫 ば り と 称す る 鍼 法 が , よく 行わ れ て いた 。 とこ 
れ に 用 うる 鍼 は 束 鍼 と 称し , 刃 ば り , 扇 ば り , 三 徹 鍼 の 如き 皮膚 を 少し く 
破り 血 を 兆 ま せる 鍼 や , 集合 鍼 と 称し , 共 鍼 を 一 本 の 軸 に 植え て , こ と れ で , 
皮膚 を 接触 幣 激 し た り , 引き 扱い た り し て 刺 激 を 与え る 鍼 が ある 。 その 
後 , 機械 的 刺激 を 与え る た め に , 種々 な 形 の 鍼 と 称す る 秒 具 を 考案 発売 さ 
れ て いる 。 事 鍼 , 列 の 手 鍼 , ほう き 鍼 な ど が これ で ある 。 

これ を 要する に , ③ 血 を 小 ま せる 鍼 法 と , ⑫ 皮 膚 に 軽 軟 な 接触 刺激 を 与 
える の を 目的 と する 鍼 に 大 別 出来 る 。 前 者 は 洪 法 的 の 鍼 で あり , 後者 は 杜 
法 的 の 鍼 で ある 。 藤井 秀 二 博士 の , a. 双 管 小 児 鍼 , b. 無 管 的 小児 鍼 は 後者 


に 属す る 。 


NN 


小児 鍼 の 効用 は 小児 疾患 の 全部 に 応用 する と 見 る こと が で きる 。 即ち , 
小児 消化 不良 症 , 青 便 , 小児 疹 最 , 小児 急 着 , 小児 神経 衰弱 , 夜泣き , 夜 
操 症 , 不眠 症 , 遣 尿 症 , 異 暑 症 , 発育 不全 , 乳児 の 強壮 療法 等 に 用 いた 。 

藤井 秀一 博士 に よれ ば , 小児 鍼 の 治 効 理由 は 皮膚 に 与え た 接触 刺激 が , 
自律 神経 に 反射 し , 下 液 生産 機関 で ある 網 内 皮 系 細胞 に 刺激 が 伝わり , 血 


eo 


ーー 


液 上 に 疾病 治療 に 役立ち 種々 の 血液 成分 , 血清 成分 が 増 多 する ば で な 

全身 組織 細胞 を 農 活 し , 変調 療法 (Umstimmungs therapie) と 1 
て 働く の で 効果 が ある と , その 研究 業績 を 発表 し て いる (『 小 児 鍼 の 研 
究 』)。 


ン 


第 11 節 中 国 , 欧州 の 現行 刺 鍼 法 


日 本 の 刺 鍼 法 は 管 鍼 法 が , 圧倒 的 に 多い 。 換 鍼 潜 は 極め て 少数 の 人 に 
っ て 行わ れ て お り , 打 鍼 法 の 手技 を 行う 人 は 先ず 無い と いっ て も よい 。 

中 国 の 刺 鍼 法 は 交 鍼 法 及 び 押 入 法 と も いう べき 手法 で 施 鍼 さ れ て いる 。 
的 鍼 法 は 既 述 し た の で , 押入 法 と も いう べき 刺 鍼 活 と つい て の べ る 。 
1. 中 国 の 押入 法 

これ に は 提 手 か ら し て , 特殊 で ある 。 押手 の 持 指 の 爪 を も っ て , 穴 処 を 
充分 正す る 。 そ うす る と 爪 の あと が 皮膚 に の こる 。 そ の 爪 の あと に , 中 
国 流 の 鍼 の 鍼 括 を あて , 払 る よう に 換 る (この 時 は 拓 鐵 活 と いっ て も ゃ よ 
い ) か わり に , 静か に 下 圧する の で ある 。 即ち , 岐 騙 の 状 の 如く する の で 
ある 。 こ の 際 押 手 $ 少 し く 運 動 し て , 刺 手 の 運 手 を 助け る の で ある 。 つ ま 

> 刺 手 と 押手 が 同時 に 操作 する こと に な る 。 時 と し て , 押手 が 皮膚 か ら 

離 れる こと も ある 。 し か し 刺 痛 を 感じ させ て は な ら な い の で ある 。 練習 が 
充分 で な いと いう こと で ある 。 友 護 を 容 度 し て か ら 後 の 運 手 は 一 般 的 の 刺 


法 は 補 党 に よっ て こと に な る が , 結局 は , 補 流 の 手 投 を 行う と いう こと に 


2. 欧洲 の 刺 鍼 法 

普通 現行 使用 きれ て いる 欧洲 の 鍼 は , 九 鍼 の うち 「 鍵 鍼 』 ( 類 経 図 翼 の 
鐵 鐘 の 附 い て いる 形 の も の) か, 『 大 鍼 』 の 失 端 2 て 3mm 位 の 長 さ の 多 
を 用 いて いる と 巻 え て よい 。 


その 刺し 考 は , いき な り , 鍼 失 を 度 上 の 穴 所 を 目 が け て 突き 刺す の で あ 


タク 


る が , これ は 時 と し て , 貞 痛 を 感じ 患者 は 悲鳴 を あげ る こと が ある 。 


この よう な 刺 痛 を 感 ぜ しめ な いた め に , 著者 (柳谷 ) は 東洋 の 爪 法 に よ 


る 刺 活 を , フラ ンス , ドイ ツ の 鍼 医 に 教え て 来 た 。 そ の 方 法 は 次 の 通り で 


まず 押手 の 爪 を 穴 所 に あて , 充分 下 圧 する 。 そ の 下 圧 の 圧力 を 緩め ず , 
鍼 を 爪 床 部 に 添え る 。 患者 を し て 深呼吸 を させ る か , 刺 鍼 部 が 上 央 で な い 
な らい ば, 左手 と 右手 を お 万 い に , つか ませ て 握ら せる 。 そ し て , その 所 っ 
た 手 に 力 を 入れ させ る よう に する 。 こ れ は 気分 転換 と も る なり, 注意 を 刺 鍼 
都 か ら そ ら す こと と も な る 。 こ うし て お いて , 術 者 は 押手 の 爪 を 急速 に 上 
げ , 下 圧 の 力 を 減ずる 。 刺 手 の 鍼 の 位置 は , 前 の よう に し て , 位置 を 変え 
ぬ よ うに する 。 すると, 皮肉 は その 固有 の 弾力 で 上 ! の っ) GE く こ の 5 2 

, 鍼 笑 の 方 に な か っ て , 皮肉 が 球 さ っ て くる わけ で あり , この 時 , 刺 鍼 
を 少し く 下 方 に 押し 気味 に すれ ば , 猫 容易 に , 無痛 に 刺 入 で きる の で あ 


球 そ うと する , 鍼 の 深き を 2mm 又 は 3 と 5mm と , あら か じ め 決 め て 
お く な ら , 刺 入 まで の と こと ろ まで , 刺 手 の 抽 指 と 示 指 で 鍼 を 把持 し て お け 
ば , 思う と ころ まで 刺 入 で きる ふ の で ある 。 以 上 の 指 揃 き を 1 挙動 で や る 
か , 2, 3 挙動 で や る か は 身体 の 場所 に よっ て , こと と な る の で , その 場 , 
その 場 で 導 え て 行う べき で ある 。 ドイツ, フラ ンス の 鍼 活 は この よう に 刺 
入 し た 鍼 を 留置 し て , 時 々 生体 反応 ( 脈 , 刺 鍼 剖 の 状態 ) を 見 て , 鍼 が 作 
用 し て いる か , いな いか 測定 する の で ある 。 穴 に 補 穴 , 滞 穴 を 区 別 し , 鍼 
に 補 と 混 を 考え て 刺す の で ある 。 時 と し て , 金 鍼 を 補 に , 銀 鍼 を 濁 に 使っ 
て いる も の や も ある 。 


次 に その 旋法 に つい て 2 , - 3 述べ る こと に する 


れれ ん ua 


ンー 


ee 


人 免 ( 混 針 
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b. 衝 陽 ( 補 針 ) (留置 鍼 
c. 外 関 ( 海 針 ) | 

2) 肝 崩 々 折 に よる 首 痛 
a. 丘 玉 ( 混 針 ) 
b. 疾 痛 部 に 銀 鍼 に て 混 針 す 

3) 不眠 , 芝 野 , 頭重 , 高血圧 , 


この 少 海 は 「 生 命 の 喜び 」 と いう 別名 が あり , 8 日 後に は 笑顔 が 負 
る よう に な っ た と 報 各 され て いる 。 
4) 凝 状 ヘ ル ペ ス 
フラ ンス の A, R 氏 , 9 年 来 膳 み の も の で 1 年 に 1 回 は 必ず 第 7 助 聞 睦 
に 定型 的 な 水泡 が 出来 , 痛み が 激しかっ た 。 豚 診 で は 覧 実 , 肝 牌 慮 の 脈 で 
あっ た ゃ も の ( 
a. 湧 泉 ( 銀 針 置 鍼 ) 
b. 上 曲 氷 ( 金 針 置 鍼 ) 
c. 太 都 ( 銀 針 置 鍼 ) 
55 分 韻 軒 鍼 , 翌日 は 無痛 に な っ た 。36 時 間 で 訴え は 消滅 し た 。 
S) 助 聞 神 経 
3. 曲 氷 ( 金 鍼 置 鐵 ) 
b. 少 衝 ( 金 鍼 置 鍼 ) 
45 分 間 置 鍼 , 直後 軽 諾 し た 。 翌 是 は , 痛 点 に 刺 鍼 3 日 間 で 全治 し た 
等 で ある 。 


計 


第 12 節 身体 各部 の 刺 鍼 法 


身体 各部 は その 部 位 に お いて , 構造 組織 に 各々 異 り あり , 殊 に 駆 幹部 に 


人 は その 内 痢 に 種々 な 貴 要 臓 器 , 神経 , 血管 が ある の で 刺 鐵 は 慎重 な 注意 を 

則 払っ て 施 き ね ば な ら な い 。 
1. 上 肢 に お ける 刺 鍼 の 実際 「 
上 肘 外 側 に は さほど 貴重 な 神経 血管 は な い が , 内 側 に は 尺骨 神経 。 上 5 


W 受動 脈 , 尺骨 動脈 等 が あっ て , 押 術 , 太 鍼 , 乱暴 な 刺 鐵 は , 神経 礎 痺 , 
8 血 , 浴 血 , 血 問 , 血腫 等 不慮 の 刺 鍼 過誤 を 来 す こす と が ある か ら , 慎重 な 注 ! 
意 が の ぞ ま し い 。 3 
1) 手 部 の 刺 鍼 法 
手 部 は 皮膚 , 筋肉 浅く 僅少 で ある 。 しかし, 指 端 は 感度 鋭敏 で ある か ら 
初め か ら 過 度 の 刺激 を 与え ぬ よ う 。 管 鍼 法 の 弾 入 に 際 し て ゃ 換 鍼 法 に 際 F 
て やる , 極め て 軽 刺 激 を 与え る よう 最深 の 注意 を 払っ て 刺 鍼 すべ き で ある 。 を 


1 6 
咽 こと に , 病 体 に よっ て は , 異常 に 興 稚 し て いる も の が ある か ら , 知覚 の 感 


上 度 を 予め 予知 し て 行う よう に せ ね ば な ら ぬ 。 こ れ に は 曲 池 災 の 如き と ころ 
! に , 加 軟 に 弾 入 を 行 っ て みみ て , その 感 訪 の 度合 , 反応 の 程度 を 窪 し , 然 


る 後 , 手 部 へ の 刺 載 度 を 決め る よう に する が よい 。 患者 の 体位 は 術 者 の 施 
術 が し 易く し て 行 
2) 前 腕 の 刺 鍼 法 


手 部 の 刺 鍼 時 と 同じ ょ うに, 被 術 者 の 感度 を 測っ て か ら 刺 鍼 す る よう に 


す る 。 内 側 の 反 膚 は 外側 の ) 皮膚 ト り 薄い の が 普通 で ある し , 大 神経 , 血管 


が ある か ら , 注意 する こと 。 体位 は 術 者 の 腔 上 に 前 腕 を 置く か 被 術 者 を 


仰 礁 き せ て , 前 腕 を 伸展 し , 術 者 は 施術 し 易い 姿勢 で 行う の が 一 般 的 で あ 

る が , 究 に より , 病名 に より , 特殊 の 姿勢 を と ら せ る こと や , その 姿勢 の 

未 9 ま GEO と 9 の S あ る っ 

隊 3) 上 腕 の 刺 鍼 法 

' 上 懇 の 一 般 的 注意 を 守っ て 施術 する 。 殊 に , 上 腕 の 内 側 に は , 上 肢 に 分 | 

布 する 三 主要 神経 及び 上 腕 動 脈 が , 走行 し て いる か ら , これ ら に 刺 鍼 し , 
】 


Se 


と 】 
碁 だ し い 刺 激 を 与え な いよ うに 注意 する 。 被 術 者 の 姿勢 は 側 玲 又は , 仰 玖 
の 姿勢 を と ら せ , 術 者 は 施術 し 易い 位置 を と っ て 施術 する 。 
2. 下肢 に 於 ける 刺 鍼 の 実際 

下肢 も 上 肢 と 同様 , 内 側 に は 大 血管 , 神経 が ある 。 従っ て 上 肘 同 様 , 内 
側 刺 鍼 は 注意 し て 施術 せ すね ば な ら な い 。 
1) 足 部 の 刺激 法 

足 部 の 施術 に 当っ て は , その 刺 鍼 点 の 部 位 に よっ て , 被 術 者 を 仰 稚 , 伏 
礁 , 時 と し て , 側 玲 の 姿勢 を 取ら せる 。 術 者 は 施術 し 易い 位置 を 占め て 施 
術 す る 。 し か し , 特定 の 刺 鍼 点 の 決め よう が ある 時 , 例え ば , 究 の 取 穴 法 
の ある 時 は , その 方 法 に 従う 姿勢 を 取ら せ て 施術 する 。 足 背 に は 足 動 脈 
が ある の で , その 部 の 刺 鍼 に は 特に 注意 深く 施術 すべ き で あり , 足 幅 は 刺 
激 に 対し て 鋭敏 で ある か ら 刺 激 過度 に な ら ぬ よう 心 婚 け ね ば な ら な い 。 
2) 下 用 の 刺 鍼 法 

下 腺 の 刺 鍼 法 ぉ 一 般 的 な 下 肝 の 刺 鍼 の 注意 に 留意 し て 行わ ね ば な ら め ぬ 。 
特定 の 穴 の 取 穴 法 が あれ ば , その 取 穴 法 ど お り の 足 の 位置 を 取ら せる が 


多く は , 仰 玲 位 又は 伏 玲 位 に する の が 普通 で ある 。 内 側 部 の 刺 鍼 の 注意 は 


上 述 の 通り で ある 。 又 下 有 後 側 に は , 須 腹 筋 が あっ て , これ に , あま り 強 


い 刺 激 を 与え る と 義 と が ある か ら , 刺激 過度 に な うに 
注意 する 。 足 関節 部 , 膝 関 節 部 の 深 球 は 長 時 間 遭 感覚 を 残 之 


動 障 得 を 伴う こと が ある か ら , 充分 気 を つけ ね ば な ら ぬ 。 
3) 大 腹 の 刺 鍼 の 実際 

下 朋 一 般 刺 鍼 の 注意 ( 
で ある 股 動 脈 , お よび 股 神経 が ある の で 注意 を 要する 。 

被 術 者 の 体位 は 仰 礁 , 伏 玲 , 側 苺 に と ら せ 術 者 は 施 鍼 に 最も 都合 の よい 
位置 を 占め る 。 


3. 通 幹 に お ける 刺 鍼 の 実際 


こ 留 意 す る 。 大 腰 内 側 上 部 , 殊 に 折 径 部 に は 大 血管 


グ T の 


6 
間 虹 幹 に は 胸 除 肛 器 , 腹腔 臓器 , 骨 畿 陵 臓 器 が あり , 刺激 に 対し で 鋭敏 な 
助 聞 f : 深 刊 を 目的 と する 時 は 四肢 より 


や , 一 義 


胸膜 , 腹膜 が ある か ら 刺 鍼 


初 学 者 , 技術 押 劣 な る の , 乱暴 に 刺 鍼 する 者 が , 助 開 神 経 痛 , 呼吸 困 2 


難 , 心 怪 元 進 , 貧血 , 胸膜 炎 な ど を 起す 例 が 少な く な い の は , 紫 部 へ の 刺 人 
性 
に 
1 


+ 


する た め の 刺 鍼 過誤 で ある 。 甚 


鍼 が , 不適 当 で あっ た り , 


だ し い の は , 乱暴 な 深 天 に よっ て 気胸 を 起 し た と 報告 きれ て いる 例 ゃ ある 6 


か ら , 充分 の 上 に ゃ 注意 し , 太 鍼 , 深 刺 , 乱暴 刺 鍼 な ど は 厳 く いま し め な 
く て は な ら ぬ , 被 術 者 の 姿勢 は 和 位 , 仰 似 , 伏 玲 な ど が 用 いら れる 。 
2) 腰部 の 刺 鍼 法 


| 殴 都 は 背 都 程 算 険 は な い が , 腹腔 内 臓 の 貴 要 器 官 で ある 腎臓 , 腫 臓 等 カ 


普 側 に 寄っ て いる の で , よく 解剖 的 知識 を 心得 て 施術 せ ね ば な ら ぬ 。 又 大 


保 適 斉 氏 の 自律 神経 刺 鍼 の 手技 る 提唱 きれ て いる が , これ と て 充分 な 
慎重 ミ で 施術 さる べき で ある 。 施術 時 の 体 勘 は , 邊 位 , 側 葵 , 伏 区 等 刺 鍼 
に , 最も 都合 の よい 姿勢 を と ら せ る , 術 者 も る また, 施術 し 易い 位置 で 施術 

る よう に ます る 。 

R 適 董 氏 は 腰椎 第 1 第 5 起 間 を 目的 に 2 寸 2 寸 5 分 を 刺 入 

腹部 内 臓 手術 と し て , 太陽 叢 (内 騰 動 脈 軸 義 及 び 大 小 内 臓 神経 ) の 支 
別 を 刺激 伝導 し , 胃 肝 の 機能 , 子宮 機能 に 作用 を 与え , 尿 の 分 泌 , 腸 の 機 
能 (下痢 便秘 ) に 形 響 を 与え る 。 殊 に 直腸 に 影響 を 与え を る に は 腰椎 下位 に 


4 寸 和 入 する と , その 著 『 手 術 篇 』 に 述べ て いる 。 


笑 地 臨床 家 た 
切開 久 
治療 せしめ た 実験 を 報告 し て いる 。 駐 , 邊 骨 神 経 痛 に 際 し , 腸 骨 入 後 縁 と 


E 政 尾田 喜入 氏 は 右側 卵巣 人 腫 に て , 医師 より 


出 を 要する と 診断 せら れ た る 病人 に 対し , 腰部 に 3 て 4 寸 刺 入 し 


と た 


腰 筋 と の 間際 ( 旋 鍼 点 と 称す ) に 内 下方 に 鍼 路 を 向け 3 4 寸 刺 入 し て , 


レイ 


逢 骨 神 経 の 全 経路 ( まず しめて 
の 深 刺 の 例 だ が , 慎重 に 施術 すれ ば , 宣 


と が 知 られ て いる 。 


こと が ある 。 こ れ ら は 腰部 


みな ら ず , 治 効 を あら わす 


3) 胸部 の 刺 鍼 法 
胸部 刺 鍼 時 も 駐 幹 に お ける 一 般 的 注意 を 充分 心得 て 行わ ね ば な ら な いこ 
で も な い 。 くれ ぐれ る ふ 押 劣 , 暴 術 を 加え て, 助 聞 神経 痛 や 胸膜 


施術 の 姿 勢 は 被 術 者 の 安定 


伽 玲 位 また 
は , 側 玖 位 が 最も よい 。 が 湊 病 と 穴 所 に よっ て は 失 位 を 取ら せる こと $ あ 
る 。 術 者 は 最も 施術 し 易い 位置 を 占め る 。 胸部 は 呼吸 に よ っ て 。 胸 廊 の 運 


動 が ある か ら , 呼気 時 , 吸気 時 を 計り , 思わ ざる 刺 鍼 刺激 を 被 術 者 に 加わ 


な どの 手技 が 適当 で 
胸 内 目的 の 部 位 に 刺 鍼 刺 入 し た 


こと も あっ た が , 初 学 の 者 は よく 習 難 せ ず し て , むやみ に , 真似 る べき で 


ある 。 古 は 時 と し て , 助 軟 骨 を 透 し て 直接 
は な い 。 駐 強心 を 目的 に 乳 根 穴 , 大 包 穴 か ら 心臓 を 標的 に (内 臓 紅 鍼 ) 刺 
鍼 す る 例 ゃ ある が , これ も , みだりに 真似 る べき で は な い 。 


腹部 の 刺 鍼 法 


N 時 も 胸 部 刺 鍼 時 と 


同様 , 駆 幹 刺 鍼 時 の 一 般 的 な 注意 事項 を 充分 


に, 刺 載 に 鐘 敏 と いわ れる 腹膜 及び 腹腔 内 臓 々 器 が 腹筋 下 に 種々 あ 


る の だ か ら , それ ら に 対す る 内 臓 直 


が 避け る よう に すべ き 


で ある が , 時 と し て , 施術 


の 都合 , 疾病 , 病人 の 好 嬢 に より 側 玖 位 を 取ら せる こと ゃ も ある 。 術 者 は 病 


で ある 。 被 術 者 の 体位 は 仰 玖 位 が 最も 次 定 。 


人 の 体位 に 従 っ て , 最 や 施術 し 易い 位置 を 占め る よう に する 。 時 と し て 
腹 都 に 深 幣 する 臨床 例 が 報告 


5 
【 さ jl 


され て いる 


横 指 の 部 に 直 鍼 で 2.5>3.5 寺 刺 入 し 肛門 へ 
大 久保 適 斉 氏 は 勝 腕 に 影響 を 与え る 目的 で 取 骨 総合 上 際 部 ( 曲 骨 欠 


JH 
机 曲 
ヽ ミ 
1 
トン 
で 
ご 


プ ざ 
下 斜 方 に 1.52.5 寸 炒 入 する と 記載 し て いる 。 著者 の 実験 で は 不 容 容 に 3 
寸 の 鍼 を 直 刺 入 し , 胃 の 運動 を え 線 に より 研究 し た こと が ある が , これ ら 
は 参考 に の べ て お く 
4. 頭 部 及び 頸 部 に お ける 刺 鍼 の 実際 

頭 部 を 顔面 部 及び 頭 募 都 に 分 け , 刺 鐵 に は 多少 その 趣き が 異 る 。 顔面 尾 
は 見 える と ころ で あり , 鋭敏 な 神経 , 表 在 血管 な ど が ある の で , 刺激 過 


て , 民 重 に , 細 


度 , 出血 , 滋 血 , 血腫 な ど に な ら ぬ よう 深 甚 
鍼 を 1 つ て 施術 せ ね ば な ら な い 。 
頸 部 は 顔面 より 一 層 , 脳 と 駆 幹 と : 「 る 大 切な 諸 神経 血管 の 通路 で 


ある か ら , 刺 入 に 際 し , 分 款 の 動 挿 に 対し て ゃ 隣 時 ゃ 注 を 避 っ て は な ら 


ぬ 


旧来 る だ け 細 鍼 を 使用 する に , こし た こと は な い 。 


1) 顔面 部 の 刺 鐵 法 


上 述 の 一 般 的 注 


て , 施術 する こと , 殊 に 側 頭 動 脈 の 捜 動 


部 及び その 附近 の 刺 鍼 は 注意 せ ね ば 出血 , 浴 病 


を 起 し 易い 。 類 部 ゃ や これ 
に 準ずる 。 下 宮 剖 は 差 程 の 用 心 $ い ら ぬ が , 上 , 下 表 槽 神経 を 不要 に 羊 激 
て 神経 痛 , 玩 珈 を 起 し 


5 か ら 深 刺 暴 術 に は 注意 する こと 。 眼 


て 自信 が つい て 後 
上 関 穴 へ 下方 刺 入 を , 下 歯 痛 に 対し 類 還 穴 
S 守 位 の 刺 入 に より , 治 効 を あげ る こ 


- 印 堂 穴 下方 斜 鍼 鼻 中 鍼 響 に より , 良 効 を 得 


IN 


の 


St 


てこ 


菱 は 仰 稚 位 が 最も 安定 し て いる 。 
2) 頭蓋 部 の 刺 鍼 法 

頭蓋 都 の 刺 鍼 は , 初生 児 , 幼児 の 大 泉 門 部 及び 頭 鞭 総合 部 は 忌 禁 すべ き 
は いう 所 も な い 。 成人 に あり て は 強 疫 な 帽 状 導 帯 に よ っ て 被 わ る る 政 , 危 


険 は 少な い 。 け れ ど ゃ 直 鍼 に よっ て 余り 太い 鍼 , 骨膜 , る 暴 術 


成 党 


は 長 時 間 遺 感 党 
と な る か らち 注意 


る の が よい 。 


os > 
こめる や が か の 


『 本 アマ 』 が , 


ミノ ヽ 


詩 , 
し ば らく 
位 で 施術 する こ 
被 術 者 は 仰 

最 ふ 施術 し 易い 
9) 
鍵 部 の 刺 鍼 お 
べき て 


で ある 。 


大 血管 迷走 1 ff 


この よう な こと は 知っ て お くべ 


は 古人 の 


訳 位 又 
位置 を 占め る 。 
頸 部 の 刺 鍼 当 
※ は 身体 他 部 の 刺 鍼 法 に 比 し 
> それ は , 総 


経 幹 , 交感 神 


プ ウ 


を 残し , 或いは 必要 以上 に 刺激 局部 の 組織 を 損傷 する 原因 
みく 5 


肛門 の 病 を 治し た と いう 記載 


生体 の 骨 は 刺し よう 


5。 双頭 部 に は 相当 所 


ちる 。 現今 そ の 科学 的 根 


換 が 


不明 6 


まま に な っ て いる が , 


る 計 


* 教 通り , 


さや の と 閉 え られ る 。 施術 の 姿勢 は 浴 . 
nh を 惹起 する こと も ある の 


し て いる 。 術 者 は 被 術 者 に 対し 


と も ある が , 時 と し て , 脳 徐 


よ 側 序 人 位 が 最 や 安定 


て 最 KS 冊 重 
外 頸 動脈 及び 同名 静脈 の 如き 軸 


腕 頭 神経 業 な どの 貴 要 た な 神経 , 


な 注意 を 払っ て 行う 


カ 脈 , 


内 健 動 脈 , 


経 叢 及 は 節 , 


| 


嘩 頭 。 気管, 肺 失 部 な ど が 比較 的 浅 在 の 部 位 に ある ば か り で な く , これ 等 
は 刺激 に 極め て 鋭敏 で あり , 且つ , この 部 は 脳 に 近く , 反射 に よっ て , 全 


身 の 器 管 , 組織 
07 おしい 由 に の う 
刺 は 戒 心 を 要 - 
て いる が , 
臨 ぢ 
E 


は 頸 部 刺 


昭 部 に 


深 刺 , 
に 人 迎 穴 , 挟 突 穴 , 水 突 穴 の 深 刺 , 

する 。 
この 際 に ゃ 同様 慎重 
鍼 に 際 し 
気 主 る な ら ば , 動 括 し , 進 め ず , そ 
球 す に は , 押手 を 用 い ず , 


影 手 の 


を 与え 抑 劣 」。 暴 
用 心 せ ね ば な ら な い 
佐 , 


刀 と する 刺 法 が 行わ れ 


- 広 郵 囲 な る か ら で あ る 。 従っ て , 


太い 鍼 の 使用 に は 十 二 分 に , 


> 


2 人 守 7 で の 下 斜 盆 穴 の 暴 


を 目 自 


天 突 穴 , 欠 


る 
記 


ヾ t 


上 部 動脈 洞 加 或 は 
H 心 が 必要 


近 時 
ン と か し な が ら , 寺 人 
手指 


の 気 の 往来 を 見 よ と, いっ て いる 。 


セン 
なあ 1 


レプ 


て , 鍼 和 括 に 特 行 する 気 血 の 動き を , 


毛 鍼 を 用 いて , 刺 手 の み に て 刺さ ね 


ら の 
\, 気 の 往 来 を 知る こと 能 わ ず と ゃ 球 い の こし て いる 。 これ は 味わう べき 


詩 で ある 。 生体 反応 を 和 宗 し の 過 量 急激 の 刺激 4 を 所 えて は な ら ぬ と い 5 と 


鍵 部 刺 鍼 に っ て , 被 術 者 に 仰 玲 又 は 側 陰 を させ , 時 に 枕 を させ ず に 
行う 。 術 者 は , 施術 し 易い 位置 を 占め る 。 刺 鍼 運 手 に 際 し て は 調 島 藤 志 
李 念 な く , 欄 術 者 の 呼吸 を 計っ て 行う べき で ある 。 

後 絹 部 刺 鍼 は 前 側 器 部 程 で は な い が , ここ にゃ , 刺 鍼 に 鋭 答 な 椎骨 生 
脈 が ある か ら 押 劣 暴 素 に よっ て 脳 狂 箇 な ど を 起す こと が ある 。 

要する に , 吾 都 刺 鍼 は 百 練 自得 , 練習 稽古 を 積み あげ て , 慎重 の 上 に ゃ 


慎重 に 行う べき と ころ で ある 。 


第 13 節 九 鍼 の 弄 


九 鍼 は 古来 鍼 医 の 実際 臨床 に 使用 せ し 法 で あっ て , その 起り は 古い 。 し 
か も これ は , 了 臨床 上 の 必要 に よっ て 自然 発生 的 に 発見 せら れ た も の で ある 。 
これ ら の 鍼 の うち , 現行 法規 で 使用 出来 な いも る の は , “ 銚 鍼 " “会 鍼 ” の 
外科 医 の 使う メス 様 の 鍼 く らい で あっ て , 他 の 針 は 今 で も 臨床 に 使用 

て , 施術 の 効果 を 奏し て いる 。 著 者 (柳谷 ) は この 九 鍼 を その 用 法 か ら 3 
種 に 区 別して いる 。 

第 1 類 東入 せめ ぬ 鍼 , 円 鍼 , 倍 鍼 

第 2 類 皮膚 を 破る 鍼 , 鏡 鍼 , 氏 鍼 , 負 鍼 


第 3 類 深部 に 刺 入 す る 鍼 , 大 鍼 , 長 鍼 , 員 利 鍼 , 亭 鍼 

この よ うに, 一 応 類別 出来 る と 思う が も と も と 鐘 は 皮膚 皮下 に 機 村 
的 刺激 を 与え ん る や ゃ の で ある か ら , 以上 の 3 種別 は 厳格 に 行わ れ な いこ と る 
ある 。 例えば, 皮膚 を 破る 目的 を 持っ て いる 鏡 鍼 が , 現行 , 関西 方 面 で 
- 小 児 鍼 " と し て , “カキ 鍼 ” と 称し て 使用 され て いる よう な も の で ある 。 
1. 円 鍼 ( 員 ) 


1 
人 


区 


配っ に い 


現 


1) 銭形 
霊 橋 , 九 鍼 十 二 原 に 員 鐵 は 長 さ 一寸 六 分 , 鍼 , 卵 形 の 如く , 分 間 
摩 し , 


今 わ れ わ れ の 使う 円 鍼 の 形態 は 金属 の 円 筒 の 一 端 に 擬 珠 が つき , その 


肌 肉 を 傷つけ ず , 分 気 を 写す み と あ る 。 


笑 端 が 少し く 鐘 利 に な っ て いる も の で ある 。 


2) 


円 鍼 実技 の 方 法 に は , ① 補 的 運用 と ⑧ 海 的 運用 と が ある が , 多く の 場合 


は 擬 珠 の 舌 端 で 接触 | 


プ 


的 刺激 を 与え る の が 普通 で ある 。 時 と し て , 基底 部 で 


押え , な で る , 又は 側 朋 で な で る な どす る 。 


鍼 の 形態 に つい て , 古典 の の べ る と ころ で は , 2 つの 形 が ある 。 る 類 経 


科 的 運用 法 

10 分 聞 に 30 回 位 の 速度 で , 余り 強く な く , 皮膚 に 衝突 的 刺激 を 与え 
る か , 基底 又は 側 難 で な で る の で ある 。 

帝 的 運用 法 

10 分 間 に 60 回 位 の 速度 で , や や 強め に , 皮膚 が 白い 痕 を の こす 程度 
の 刺激 で , 衝突 的 接触 激 を 与え る の で ある 。 時 と し て , 小児 鍼 の 
一 法 の 如く , 引っ か く 場 合 も ある 。 

応用 
補 的 又は 混和 的 方 法 は 多く の 場合 , 肌 肉 分 聞 の 気 の 帯 り を 除く に 用 い 


る 。 従っ て , 多く 標 治 (一 言 で いえ ば 対症 的 ) に 用 いら れる こと 
が 多い 。 披 鍼 困難 時 に 副 刺 激 法 と し て , 抜 鍼 後 の 遺 感覚 消 敬 を 目的 


礎 痺 ジン SE 感 , 洋 み 


に また , 神経 痛 , 急性 ロイ マチ ス , 


その 他 の 異常 感覚 の 時 , 病人 の 訴え る 部 分 に 行う の で ある 。 


『 


T 立 


鍼 柄 と 鍼 体 が 同じ 材質 か ら な り , 鍼 柄 に 鍼 体 が 附 着 す る 部 分 


か ら , スリ オロ ン の 状 の 如く , 研磨 し 鐵 失 が つけ られ て いる 。 で 在 今 医 
統 の 図解 で は その 形 
る 。 こ の 形 に 製造 し た の が , 井上 恵理 氏 の 『 昭 和 鍵 鍼 』 で ある 。「 鍼 師 」 


で 


Es 鐘 の 如く , 鍼 失 に 露 滴 の 状 の ゃ の が 附 着 し て い 


( 鍼 を 製造 する 者 を 鍼 師 , 鍼 を 以 っ て 疾病 を 治療 する 者 を 鍼 医 と 昔 は 称し 
た 。 今 の 法律 に よ る 鍼 師 と いう 意味 で は な い ) 所 伝 の 鋭 鍼 は る 燥 経 図 翼 タ 
の 図 に ある よう に 鍼 括 が つい て いる 。 香港 , 台湾 , フラ ンス で 見 た 争 鍼 $ 
鍼 突 が つい て いる 。 


霊 枢 , 九 鍼 十 二 原 逐 に ! 


鋭 な る に と る 。 長き 3 寸 
半 , 脈 を 接し , 気 を 取り , 邪 を 出さ し むる を 主 る 』 と 記さ れ て いる 。 
同じ くる 圭 枢 官 鍼 能 多 に は , 『 病 脈 に あり て , 気 少 けれ ば , まさ に これ 


ーー 0 と 記載 し て あ 


る 。 る 霊 枢 九 鍼 訪 少 に は 『 其 身 ( 鍼 体 ) を 大 に し , 其 の 末 を 員 く す 』 と ず 
る 。 古今 医 続 逐 に は 『 有 版 気 冊 少 な る も の は 宜しく 争 鍼 に すべ し 』 と 記し 


て ある 。 これら に よっ て , 銀 鍼 に “刺す 鍼 法 " と “ 演 さ な い 鍼 法 ” と が あ 


に 
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5 と いう こと が わか る 。" 鍼 法 "” に し て も ゃ も “ 幣 さ な い 鍼 法 ” (皮膚 , 友 下 を 


上 員 め た 鍼 舌 で 圧迫 する ) に し て も , 脈 気 の 虚 少 を 目的 と する の で ある 。 
2 。 実技 
1 だ コ ) に っ 4 
刺さ な い 鏡 鍼 " の 実技 は 初め 穴 処 に 爪 を た て , これ に 溢 う て 伯 鍼 を 立て 
で 押え な が ら 鍼 失 を 軽度 に 押え , 滞 次 強め て ゆく の で ある 。 こ れ を “ 爪 
法 と も いう 。 即ち , 経 気 の 牡 行 が 目標 で ある , 多 , 鐵 の 響 , 又は 有 感 < 


[ 二 藤 』 2EN 
感覚 と し て 被 術 者 に 感 ぜ られ る 。 「 東 


で ある 。 脈 気 の 
虚 少 に 刺し て , 攻 気 を し て 痢 り 出 さ し め る に ある 。 正気 を 漏 し て は な ら 


ぬ 。 
3) 応 用 
大 体 古 法 で いう 虚 に 用 う る の で ある 。 従って, 麻痺 , 議 姜 , 貧血 。 脈 傘 


に 主 用 する が , 神経 痛 , 部 沿 , 異 和 感 党 に 用 うる こと も あぁ る 。 従っ て ,% 油 


こ ) 避 


ーー 


KS 


mm 


さ な い 鍼 法 ” の "人 録 鍼 "が 便利 で ある 。 


処 が , 徳川 時 代 の 鍼 師 の 所 伝 に か カ 
> 


【N 法 で も 


る 鍼 形 で ある が , これ は , 中 国 , 朝鮮 


ある 。 そ の 刺し よう は ) 
漏 さ ぬ よ うに 


る 鐘 鍼 は , 


, 碧 鍼 法 で 


すべ き で ある 。 刺 入 の 度 は 


ら 


き 


ント ント ikS 


$ ぉ も これ に 類 し た 鍼 が あ 


“刺す 鍼 法 ” と し て 使わ れ 


こも 用 いら れ た 友 内 に 刺 入 する の で 


ゃ も よい が , 気 血 を 破り , 正気 を 
ト よ , 実際 に は 3 て 4 分 位 幣 入 す る こ 


ネ 


て 効果 が 


で ある 。 多く は 留置 鍼 に する 。 殊 に , 小児 の 病 に よく 用 \ あ 
る 。 
3 鏡 鍼 ( 人 鍼 
1) 鍼 形 
霊 枢 , 九 鍼 十 二 原 に 『 長 さ 4 寸 , 広 さ 2 分 半 , 法 を 鉱 鐘 に 取る 』 と あ 
る 。 今日 の 外科 医 の 使用 する メス の よう な も の で ある 
不動 明王 の 剣 の 如く , 本 の 付い て いる も の も ある , る 古今 医 統 み 。 柄 が 
な く , 鍼 柄 と 称す べき と ころ か ら , 鐘 の 4 で 5 分 上 まで 2 分 半 の 巾 で , 剣 
売 に な っ て いる も の も ある る 類 経 図 慌 み 。 ど ちら に し て や, 鍼 突 が メス の 
ご と く 鋭 利 に な っ て , 切開 に 都合 よく で き て いる 。 
症 | 2) 球技 


その 使い 方 は 全く , 外科 医 の メス 


ブ 
災 く と 


る と いう より ゃ 
関西 方 面 
。 これ に は 他 の 刃 ば り と 
浴 む 位 の 程 浅く 切 
が ある 。 運 用 は 前 者 は 海 法 的 で あ 
3) 応 用 
霊 枢 九 鍼 十 二 原 に 『 陰 と 陽 と 別 
て 共 膜 を な す 。 故に これ を 治す る に 鏡 


で は 。 
称す る 小児 


- 
- 取 


こ 3 の) と 
度 る や の と, 


く の 使 用 方 法 
ct の の で 条 わ れ だ まみ 
この 小形 の も の を 小児 名 


B 鍼 


, 寒 と 熱 と 争い , 


と 同じ で ある 。 た だ し , 功 


2o 


5 臨 床 守 が あ 
と 同じ の 血 の 


丸 完 き を 横 に し て , 紀 っ か く $ ぉ もの と 


よう に , 皮膚 を ほん 


り , 後者 は 補 法 的 で ある 。 


ーー 


つ 。 を うぶ 


両 気 相 皇 


レ 


合 し 
よ 


( 生 ) 鍼 を 以 っ て す 』 と ある よう 


に , 大 臓 を 取 


た だ た, 時 に は 海 血 に 用 い 7 


上 を 拡 き て 縦 


す で ! 
Vー 


9 


で は 殆ど 使 月 
4. 開 鍼 
1) 鍼 形 


統 と る 類 経 区 


2) 実 技 


っ 


紛 


を 以 っ て す 』 と ある 。 
雇 に ある 者 は , 
横 に 
1 る を 以 っ て 正 む 。 閥 は 陽 カ 
き 者 は 深く 
臓 に 化 せ ば 


2 集 っ て 緊 


る が , その 形態 , 


明 さ 


霊 枢 九 鍼 騙 に 『 法 を 


騰 を 


血 を } 


2 
( 


5 上 を KA っ て 


大 や りこ 


れ て いな \ 


政 ) 
胡 り て, 


る 霊 枢 ・ 終 始 


和 RGS 


実状 で 


ヽ 


巾 鍼 に と る 。 


膜 血 を 排出 する に 用 いた も の で ある 。 ま 


刺 絡 碧 正誤 有 之 に は 


「 重 大 は 舌 柱 を 刺す , 多 鍼 
腰 癒 等 の 諾 腫 六 書 の 度 


と ころ に 乗じ て , 多 鍼 を 以 っ て 軽く , 靖 の 
来 を 付け る 。 か く の 如 くす る こと 数 回 要 
* 之 を 刺す と は これ な り , 又 結 甚だ し 


- 之 を 取る 時 は 形 を な さ ず し て 療 る な り 。 


* 熟 する を 視 て 之 を 取る べし 』 と の べ で 


外科 刀 の 如く , 


用 途 は , 現行 法規 の 


切開 する の で は な く , 刺す の で あ 


塗 ず る 小 外 科 妃 に 類する か ら , 現代 


ある ss 


末 を 去る こと 半 寸 , 率 か に 之 を 鋭 な 5 


守 六 分 , 其 の 頭 を 大 に す 』 と ある 。 こ の 鍼 の 構造 $ で 若 今 医 


丁度 , 婦人 の 和裁 に 


解 の よう に 裁縫 の ヘラ の よ 


| 敵 この 鍼 は 深 未 に は 用 いな 
人 る 。 深く 入る 
用 いた も の で ある 。 


ご と な か らし め ^ 


更 う 筋立て へ 


た だ た 形 ( 


邊 ( 


こ な っ て いる 。 る 類 経 図 翼 光 の 形 


ラ の よう な 形 衣 で , 把握 する 部 が , 肉 厚 
く な っ て , 且つ , 円 め に な っ て いる 。 ぐ 古今 医 統 多 の 図解 で は , 両刃 小 刺 
の 如く な っ て いる 。 徳川 時 代 の ] 


医 断 より 伝わる ふも の は , る 類 経 図 翼 光 の 図 


うな 形 を し て いる 。 関西 な ど で , ウサ キ 鍼 と 称 
し , 小児 針 と し て 用 いて いる 形 も , また , ヘラ の よう な 形 を し て いる 。 


い 。 霊 枢 九 鍼 能 光 に も ゃ 『 熟 の 頭 身 に ある を 主 
て , 陣 気 を 夫 り 党 す 』 と ある よう に , 浅 球 に 


4 
1 
0 
い 
N 


3) 応 用 
すでに 述べ だ た よう に , 浅 和 幣 し て , 皮 和 部 の 邪気 


宮 の 目 的 に 用 いた 


$ の で ある 。 ぐ ざ 霊 枢 , 官 鍼 騙 多 に 『 病 い 皮 膚 に あっ て, 常 の 処 に 無き る の 


ば, 取る に 鍵 鍼 を 病 所 に 以 っ て す 。 た だ し の 自 き を 取る こと 勿 れ 』 と あ 


いて いる 方 法 を みる と , その 使い 方 


+ 2 類 に E 
A 第 1 類 湾 的 応用 


以 


別 出来 る 。 


この 方 法 は , 鐵 鍼 本 来 の 使用 法 の よう に 記 膚 を 浅く 刃 で 切る 
よう に な で る 。 表記 に 筋 を 立て る 位 の 程度 に する 。 従っ て , 
自 線 が 出来 る 位 
れ は 過 き 
速 に , 


法 は , 小児 夜 泣 , 夜 殴 症 , 神経 異常 元 奮 , 頭痛 , 歯痛 , 上 


で ある 。 時 と し て 析 が 
うる 。 或 は , 刃 の 欧 端 で 皮膚 に 軽く 且つ , 微 


の 三 語末 


の 継続 的 刺 : 


負 め に 与え る の で ある さ 交 め 湊 


衝 , 赤 眼 , 或 は 肩 癖 , 鍋 洋 , 充血 , 敵 症 の 初期 , 神経 痛 な ど 
に 応用 する 。 


B 第 2 類 , 補 的 応用 


よ 崩 体質 , 小児 消化 不良 , 小児 靖 虫 , 小児 神経 衰弱 , 凌 嗜 
症 , 発育 不良 , 不眠 症 等 に 応用 する 。 
9. 特 鍼 (= 
1) 鍼 形 
霊 板 , 九 鍼 十 二 原 に 『 矢 鍼 は 長 さ 1 寸 6 分 , 三隅 を 刃 と する 九 鍼 論 輝 
に 『 終 鍼 は 法 を 祭 鍼 に 取る , 其 の 身 を 徐 に し , 其 の 末 を 鐘 に す 』 と ある 。 
契 面 に 都合 の よい よう に 


つま り , 今 の 三 徹 鍼 の こと を いう 


56 
造ら れ て いる 。 昔 か ら 正 確 に 三 乏 に 負 を つけ た も の と , 選 平 三村 , 即ち , 
ー ロ が 広く , 他 の 二 面 は 等 し く , 狭く な っ て いる の と が ある 。 旦 李 の 医師 
の 用 うる 漠 血 鐵 は 局 平 の も ゃ の が 多い が フラ ンス の 三 徹 鐵 は 正三 稼 形 で あ 
る 。- バ ネ 仕 掛け に な っ て いる 自 働 三 稼 鐵 も 正三 和 槻 形 の も の が 多い 。 け れ ど と 
も, 実際 臨床 上 鍼 を 扱う に は 局 平 三 徹 鍼 で , 矢 端 が あま り , 鋭利 で な い 旋 
が 痛み ゃ 少く , 創 口 も 深く な ら ず , 且つ , 手技 の 仕方 で , 鍼 日 を 大 きく 
や , 小さ く や , 浅く も , 深く も 出来 る 便利 が ある 。 こ と に 初 学 の 者 に は 適 
(G い る よう で ある 。 
2) 実 技 
機 鍼 を 行う 場合 の 鐵 の 持ち 方 , 手指 の 揃 き か た に は お お よそ 次 の よ 2 

(ee 語る 

三 稼 鍼 の 持ち 方 

鍼 を 刺 手 の 中 指 と 示 指 及び 持 指 で 撮 な 。 鍼 は その 鍼 失 を 中 指 頭 に 当て , 
鍼 柄 部 を 示 指 の 中 館 腹 上 に 当る よう に し , 抽 指 腹 で , 鍼 体 を 押え る 。 缶 指 
腹 は 中 指 と 示 指 と の 間 に 位 置 す る よ 。 う に な る 。 深く 入れ よう と する な ら 


ば , 中 指 頭 の と ころ に ある 鍼 失 を 出し , 浅く し よう と する な ら , 引 つ 六 め 
る こと で ある 。 創 日 を 小さ くし よう と する な ら 刃 の 二 等 辺 の 和 村 を 中 指 頭 に 
病 し , 大 きく し よう と する な ら , 三 徹 鍼 の 最も 広い 面 が 中 指 頭 腹 に ある 
うに 構え ん る 。 更 に 大 きく , 鍼 ロ を つけ よう と する な ら , 広い 刃 の 面 と 導い 
刃 の 面 と の 境 の 和 槻 が 中 指 頭 に 位置 する よう に 中 , 示 , 提 指 三 指 で 撮 み 固 定 
する の で ある 。 鐵 が ぐら つか ぬ よ う , すっ か り 撮 む の で ある 。 


皮膚 を 傷つけ , 


海 気 ), 又は 藻 血 する 場合 は 必ず , 鍼 舌 を 皮 護 


に , よく や る よう に , 垂直 に , いき な り 衝 突 的 に 刺し 込む の で は な い 。 い ゆい 


ずれ の 場合 $, 中 指 頭 を 皮膚 上 に 敏速 隙間 的 に 廻 転 さき せ る か , 瞬 開 的 に 用 


転 擦 過 さ せる か する の で ある 。 後者 は , < 跳 鍼 之 法 多 と いう こと が ある 。 
前 者 の 方 法 が 普通 用 いら れる 。 


を 


A 満 法 の 仕方 
これ は , 血 を も ら す 目的 で な く , いわ ゆる 気 を も ちら す た め に 行う こと 
で あ の 要 は 鍼 矢 を 真 度 , 血管 の 所 在 ま で : 


を し め ず , 皮膚 に 球 す 手 校 で 
ある 。 三 校 鍼 の 把持 の 仕方 は 上 記 い ずれ の 場合 の 形 で も よい 。 血 を 浴 ま 
きぬ よう に 手早く 施す の で ある 。 勿論 , 刺 鍼 後 は 後 揉 換 を 行わ な か い の で 
ある 。 
B 海 血 の 仕方 
まず , 江 血 を し よう と する 部 より , 少し く 心臓 部 に よっ た と ころ を 木 
綿 , ゴム 等 で 緊 績 する 。 こ れ ら の 緊縛 に 用 いる 物 は 上 肢 , 下肢 , 頭 部 
( 首 を し め つ ける )。 陰茎 ( 根 郡 を し め つ ける ) な ど に よっ て , 太 さ を 暴 
を に すず する の は , いう まで も な い 。 が , 用 いて は な ら ぬ の は 細 , 紐 の 類 で あ 
る 。 最も いい の は 木綿 で ある 。 こ れ ら は 緊縛 に 都合 よく , 危険 を 防止 で 


ーー 


果 的 に し よう と する に ほか な ら な い 。 被 術 者 の 姿 藝 は , 海面 し よう と す 
る 場所 に よっ て 異な る 。 直立 の こと も あれ ば , 浴 位 , 伏 礁 位 , 仰 区 位 , 
側 玖 位 を と ら せ る こと な ど が ある 。 
一 応 準備 が 出来 た ら , 目的 に よっ て , 撮 み よう を 決め る 。 三 徹 鍼 を 把 
持 固 定 す る 。 次 に 被 術 者 の 口 に 冷水 を 含ま せ て 置く 。 予 め 力 を 入れ さす 
よう いい お く 。 緊 緯 さ れ た 都 分 は 緊張 し て 来る 〈( 予 幹 な ど は , 左手 で , 
刺 点 に 血 を 寄せ る よう に する )。 そこ で 刺 点 に 向っ て, 三 徹 鍼 を 持っ た 


、 
刺 手 を 敏速 に , 上 間 的 名 転 剃 を 行う の で ある 。 こ の 手技 は ほん の 一 隣 で 


な けれ ば, 寝 術 者 は 導 痛 を 感ずる も る の で ある 。 終っ て , 披 術 者 に 口中 に 


含ま せ た 水 を 飲ま せる 。 力 を 抜か せる 。 緊縛 物 を ゆる め 除 く 正 流 生 黒 


色 な る の が 紅色 と な る まで 放 血 する の で ある 。 時 と し て , 角 法 又は 詩 法 
と いっ て , 吸 玉 , 吸 角 を 用 いる こと が ある が , 血 の 出 な い の に 無理 に 呈 


。 加勢 の 意味 で 用 うべ き で ある 。 また 血 が 出 な い 


か ら と いっ て , 更に これ に 羊 し て は な ら な い 。 こ の こと と は 固 @ い まし め 
な けれ ば な ら な い 。 歌え て 行う こと は 失敗 を 招く も と で ある 。 生生 
後 は 充分 に 消毒 すべ き は いう まで も な い 。 

C 小児 鍼 と し て 使う 場合 


き 検 じ 加 


小児 鍼 と し て 用 うる こと が ある 。 関西 方面 で は , これ を カキ 


鍼 又は 刃 鍼 と 称し て いる 。 そ の 人 衝 端 で 皮膚 を 接触 的 に 刺激 し た り , 度 上 


と 行う の が 海 法 に , そう で は な 


に ロ 


を 弾く よう に する の で ある 。 想 の 港 
い ゃ も の を 補 法 と いう 。 


3) 応用 


尊 韻 , 出血 , 世 圭 を 主 る と し て あ 


る は 血 絡 と て , 悪 皿 と どこ お り , 痛 念 , 或 


また 似 M9 


は 澤 れ を な す 。 是 を 刺し て その 血 を 出す 。 其 の 病 た ち ま ち 
ずれ の 処 に て や 血 毒 あ つま り , すじ の 如き も の あら ば , 基 を 刺し て , その 
血 を も ら す , 其 の 効 あ る こと , ま と と に すみ や か な り 。 血 絡 は 一 身上 下 左 
右 定まる 処 な し 。 胸 腹 よ り 発 し , 四肢 に 出 で , 指 の 端 に 散 ず , 人 々 異 る こ 
と あり , 道路 同じ か ら ず , よく よく 盛ん に し て , 堅く 張り て 濁り , クリ クタ 


す 。 太 くし て 弓 弦 を 押す ご と きい は 滴 血 と 


( 
! 


J り と し て 結 あ る 者 を 見 て これ を 瞳 
し , 団 か に し て 意 を 押す ご と き は 精 血 な り 。 凡そ 壮 人 の 血 を 取る は 1 含 に 


し て 率 と す 。 但し , 結 の 碁 だ し き 者 は 其 ? に 止 ら ず 4, 5 合 を 取る や ゃ 妨 


げ な し , 由 て 血 を 尽 し て 止む 。 刺 絡 は 病人 の 意 を 安 ん じ て 後 刺す べし 。 心 の 
ぅ うち に 少し で ふ 組 と 惑 ある 者 は , 球 す べから ず 。 刺 絡 の 禁 , 形 盛ん な り と い 
えど ゃ , 脱 症 は 刺さ 3 る 者 は 刺さ ず 。 和 気 逆 上 衝 心 する も の は ほ 穫 
さ ず 。 諸 亡 息 脱 察 は 刺さ きず, 水気 あり 芝 暑 する も ゃ の は 刺さ きず, 刺し て 画 
で ざる や もの は 更に 之 を 刺す こと 勿 れ 。 脱 証 の 者 は , 周 曇 の 状 を あら わし 

必ず 気 を 失う べし , 誤っ て 脱 気 する 時 は 骨 関 す , 又 刺 し て 直 出 で 難 き 者 あ 
り て 腫れ て 核 の 如き ゃ の 起 る 。 こ れ を 強い て 刺す と き は 糞 問 す , 刺 を 止 お 


ら る 9 
べし , 諸 病 結 内 に ある も の は 幣 さ ず , 然 れ ど ゃ 刺す 証 を 出す 時 は 亡 血 或 は 
腕 家 或 は 熱 あ り と 台 も 恐る る こと 勿 れ , これ を 恐れ て 刺さ ざる 時 は 病勢 益 
友 碁 だ し く な る な り 。 若 し 誤っ て 動脈 の 上 を 刺 せ ば 血 出 で て 正 ま ず , 甚だ 
し き 時 は 絶命 す 』 と の べ て いる 。 

方 興 四 錠 に 『 凡 そ 疹 に 青 筋 , 革 筋 あり , 或 は 数 カ所 に 現われ , 或 は 一 


ヵ所 に 現 わ る 。 必ず 須 く 鍼 を 用 いて 之 を 刺し , 先ず その 毒 血 を 去る べし 。 


然 る 後 に 疹 に よっ て 楽 を 用 うべ し 』 と 記載 し て お り , 間 中 喜雄 博士 は 『 
病 は 寺 血 を 去る に よっ て 治す 。 痛 病 は 江 血 の 効 を 奏する 症候 群 で ある 。 有色 
血 は 滞 を 減じ , 肛 の 作用 を 刺 蔵 し , 新 血 を 作ら し め , 的 光 思 組織 液 の 
汐 帯 を 通ずる の みな ら ず 刺激 に よっ て 皮膚 内 臓 反 射 を 喚起 し , 転調 , 消 
共 , 鎮痛 , 双 活 の 作用 を 及ぼ す と の べ て いる 。 

な お 刺 絡 に 関し て は , 丸山 昌郎 , 工藤 訓 正 の 両 医学 士 に より 姓 著 『 刺 絡 
治療 法 』 な る 専門 書 に ゆず る こと と と する 。 

次 に その 用 例 に つい て の べ る こと と する 。 
① 駐 物 

すべ て 瞳 物 に は 委 中 , 尺 沢 よ り 血 を と る べし 。 或 い は 百合 より 血 を 出す 
べし 。 又 コリ ある 処 を みて , 員 利 鍼 に て 多く 刺 し て 其 の 気 を も ら せ ぱ ば , 自 
然 と 疹 る な り ( 鍼 道 発 微 )。 

@⑬ 河 病 

委 中 , 足 の 指 の 聞 を 刺し て 血 を 出す べし ( 鍼 道 発 後 )。 
⑧⑬ 青 筋 (は や うち か た ) 

に わか に 悪 皿 せめ の ぼり て , 一 時 の 中 に 死す る な り 。 欧 ず 三 乏 鍼 に て , 
百 会 , 印 堂 , 項 の 左右 天 柱 , 風 池 , 又 肩 背 の うえ を 容 所 に か か わら ず , さ 
還 kh 
刺す べし ( 鍼 道 発 微 ) 
④⑭ 韻 疹 (ほう そう , は し か ) 


6 の 
ほう そう, は し か , と も ゃ も に, ここ か し こ に 少し ずつ 出 た る 時 に 悪 面 あ 還 
すべ し 。 三 和 鍼 に て 委 中 を 刺す べし , この 仕 法 蓄 き よう な れ ど や ゃ る, ほう そ 
う , は し か 共に 出 か ね た る に , 碁 だ 妙 な り 。 ま た 百 会 に 軽く 刺し て 血 を 菩 


らち ら す や も よろ し ( 鍼 道 発 微 )。 


血 絡 あら ば 三 乏 針 に て 血 を 出す べし 。 


震 柱 の 絡 (即ち , 金津 玉 液 を いう ) を 刺し て 血 を 出す を 法 と す 。 
⑦⑰⑦ 眼病 
眼 の 辺り を 見 る に 面 な けれ ば 大 槍 の 辺 を 見 , 血 凝 あれ ば 之 を 刺し 多く 褒 


上 筋 項 背 より 続 り て 背 に 流 連 す 。 即ち, 剖 育 の 辺 に て 筋 の 原 と お ぼ し き 処 
に 針 を 刺す こと 2, 3 本 に し て , 歳 余 の 有 眼 疾 頼 に 治 た り 』 と ある 


小児 原因 不明 の 発熱 


爪 端 穴 及び 手足 指 貴 の 岐 れ 目 よ り , 発 演 血 す れ ば 著 効 あり (経験 方 )。 
4) 主 な る 莉 穴 と 其 の 効用 

駐 , 容 所 より 江 血 する こと に より , お の お の 効 あ る こと を の べ ぶ て いる 。 
① 尺 沢 穴 

尽 沢 の 海 血 の 準備 は 一 般 的 濁 血 の 心得 と , 被 術 者 の 姿 藝 、 心得 を させ 
る 。 但し , 被 術 者 は 失 位 , 手 に 力 を 入れ させ る 攻 に , 丸和 性 (洗濯 竹 ) 程 の 
ノバ 260 の 処 を よく 摩 す 。 摩 すれ 

\ 結 の 部 を 知る こと が で きる 。 こ れ を 目標 に 刺 鍛 する 。 血 を 止め ん と 
時 秒 ① 被 術 者 の 握れ る 力 を 抜か せる 。③ 括 っ た 緊 縛 を ゆる め る , と 血 流 が 
層 く な る 。 ゃ っ と 出 血 さ そう と せ ば , 前 に も 倍 し て 被 術 者 を し て , 力 を 入 
れ て 丈 竹 を 握ら せる の で ある 


治 頭痛 笑 く が 如く し て 連日 治 せ ず (但し , 潜血 の 証 あ る も の ), 慕 


4 
4 
1 
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だ し け ば 目 く ら み , 痛 甚だ し く , 具 の 根 の 筋 , 肩 に 連 り て 痛む も る の に よ 

或 は 上 肢 痛 み 重 く , 挙 ら ざる に よく , 又は 痺れ て 伸び ず , 或 は 肩 背 控 
痛 し て , 薬剤 の 効 な き ふ の に 試 む 。 絡 脈 張 ら ず と いえ ども ゃ 刺し て 可 な り 。 
壮年 に し て , 暖 血 , 吐血 止ま ざる も の , 上 盛 に し て 口 革 き も の は 刺す べ 
し 。 頭 面 に 着 を 生じ て , 長年 治せ ざる も の に よし , 結 毒 の 状 を な し , 外 寄 
熱 な く , 薬剤 に て 之 を 発散 せ ず , 之 を 下 し て 益 な きも の に 刺し て 効 あ り 
卒 病気 喘 満 し て 民 し て 人 事 を 知ら ず , 癌 葵 し て , 振 し 歯 を な ら す 者 を 刺す 
べし 。 河 腔 の 中 毒 に 中 り , 憶 陸 し て , 薬 を 与え 得 ざ る も の に 刺す べし , 療 
導 , 音 交 形 を 成 し て 未だ 江 れ ざる に よ し 。 耳 苑 は 血 実 に あら ざれ ば ぱ ば 通せ 


ず , 盲目 は 痛み 甚だ し き に あら ざれ ば 明らか な ら ず 。 並び に 刺す こと な か 


れ と る 刺 血 絡 正誤 輝く 医事 啓 源 光 な ど に 記し て いる 。 
⑫ 手 背 刺 法 
手 背 の 絡 を 刺す , 刺 法 は 尺 沢 究 の 場合 と 同じ 。 
主治 有 眼目 赤 腫 痛 , 牙 歯 商 痛 , 諾 疾 症 , 喜 悲 常 な き 者 , 或 は 婦人 邊 娠 に 
G 悪 上 咽 す る 者 に よし 。 
⑬ 用 中 刺 法 
層 中 を 刺す に は 恵 人 を し て , 直立 せしめ 両脚 を 伸 し , 力 を 入れ させ る 


と , 斐 の 血 結 あ る を 視 て , 腔 の 上 上 下 を 上 緊 紀 し , 血 結 の 脈 を いよ いよ 問 張 せ 


し め て 刺 鍼 す 。 但 し , 肛 ( 誹 腹筋 ) の 円 喋 の 上 は 和 座り て , 脚 を 伸 し て , 刺 


す よ うに する 。 こ の 部 は 大 絡 の 通る と ころ で あり , 血液 浅 癌 し , 内 ぎ 易 
$, 病 結 を な し や すい か ら で あ る 。 こ れ を 刺し て 解 結 し , 湊 血 を 去る で 
し 。 但し, 喘 上 ( 足 背 ) の 動脈 は , むやみ に 刺し て は な ら ぬ 。 和正 出 で ざ れ 
ぱ ば 礎 を な す 愛 あり 。 

主治 腰 股 引い て 痛み 軽く 挙 ら ず 。 或 は 
斑 熱 毒 甚 だ し きも の は 見 点 の 間 に 至 っ て 胴 中 を 素 す 。 婦 人 月 足ら ず の 
を な し , 経 時 腫 痛 し , 或 は 足 心 ( 足 中 ) 類 熱 す る 者 , 或 は 卒 還 の 諸 於 及び 


難く , 或 は 


中 著 と て , 口 禁 し て 人 事 を 弁 ぜ ざる も の , 又は 騰 癒 梅 六 血 一 カ所 に 結 し 集 


り , 或 は 頑 症 閥 痛 す る も の , 其処 に 従え 之 を 刺す 。 


ン と 以 7( 示 * 指 の 根元 を 緊 細 する ( 率 よ り 経 , 紺 』 よ - り 布 片 が よい 9 示 
指 末端 に 血 を 集め る よう に し , 之 に 三 入 鍼 を ゃ っ て 刺 鍼 す る 。 こ の 部 は 肌 | 


肉 浅 訂 で ある か ら , あら か じ め 浅 剰 を 目標 に 鍼 失 を あま り , 出し 過ぎ な い 
貴人 ② 人 記 ね ば な ら ぬ 。 ト 
主治 喉 童 (現今 の 局 桃 腺 ) 等 諾 治験 を 得 ざ る 者 , 或 は 頭 面 に 乳頭 の 6 


如き 腫 物 が 出る も の, 或 は 盤 交 卒 倒し 紳 し て , 人 を 知ら ざる に 用 う 。 


⑤ ぶ 大 敦 刺 法 
旧 大 填 穴 る す 血 の 仕 法 は 少 陽 穴 と 同じ で ある 。 


主治 聞 気 , 脚気 に て 腹 卒 痛 す , 汗 出 で 発作 ある 時 , 朱 丸 大 と な り , 痢 
冶 し 発熱 する 者 , 或いは 穫 目 , 日 咽 後に 隊 す る 者 , 或 は 六 六 痛 の 甚だ し き 
0 る 
⑥ 閣 制 法 

額 上 の 血 絡 は 正 額 に あら わる 。 基 の 支 別 は 項 後に 分 れ , 又 目 の 両角 に 肝 
る な り と す 。 こ れ を 刺す に は , 助手 を し て 手拭 い の 如き 縛 * 


B を や っ て 病人 kc 
の 首 を 纏い させ , 病人 を し て 手 を 組ま せ , 安静 に し て , 心 気 を 静 ま せ る 。 
術 者 は 施術 の 用 意 を し た な ら ば , 助手 に 1, 2, 3 の 号令 と と も に 病人 の 
首 を 緊 還 せしめ , 病人 に は 吸 息 を な さ し め て , 息 を つめ さす べく 予め 三 者 


1 
打合せ て て お く 2 ダ 令 E! を か け , * 直 有 脈 怒 』 展 せ ば 術 者 は 刺 点 に 対 6 隣 間 的 妨 転 こ | 


釣 刺 法 を 手 星 く 行っ て , 助手 の 手拭 を ゆる め , 除去 する 。 刺し 方 手順 よく, 
助手 と 病人 と 気合 を 合せ な けれ ば , 病人 を し て 窒息 問 倒 させ る こと が ある 


# か ら 注 意 を 要する 。 
井 主治 頭脳 重く し て 痛み , 大 熱 讃 語 し , 或 は 炉 問 し て その 装 潤 症 の 発作 9 


の 如く , 或 は 怒り , 或 は 喜び , 其 の 情 定まら ざる に 用 う 。 或 は 赤 眼 導 痛 し 


1 フ 


両角 重く 痛む ゃ の に は その 両角 の 絡 を 取り , 偏 側 痛 む 者 は その 偏 側 あ 2 


区 を 取る 。 又 眼 の 内 の 角 を 笠 あり , これ は 後 1 


し , 絡 起 あ も ゃ の に あら ざれ ば 刺す こと な か れ , ( 経 の 留 脈 こ れ な り ) 眼 赤 


く 堆 あ り , 大 痛 し , 怒 肉 晴 に せま り , ま ば ゆ く し て 仰ぎ 視 る こと ぁ 
る 者 を 主 る 。 煽 具 者 は 拡 鍼 の 法 ( 具 の 裏面 を 刺す こと で ある ) を 
の 内 側 を 刺す べし 。 


⑰ 身 中 刺 法 


三 入 鍼 を 以 っ て 鼻 中 に 入る こと と 1 寸 5 分 放り に て , 弾い て 血 を 出す 。 但 
し , 脱 家 ( 虚 証 , 貸 碧 守 ) に 血 を 見 せる な か れ , 上 革 時 す る と いう 。 


主治 赤 眼 額 に 連 り て 腫 痛く て 止ま ず , 或 は 脳 に 連 っ て 苦痛 す 


天下 刺 法 


天下 の 左右 に 柱 あり (金津 玉 液 )) これ を 挟 む 絡 に 結 絡 あ れ ば これ を 刺す 
べし , 共 の 絡 必ず 礎 ん な り 。 舌 を 屈し て これ を 取る 。 刺 法 軽く 。 これ を 敏 
し く 刺 すべ し , 血 若 し 止ま ら ざ れ ば 口 に 材 を 含み て 頻 り に 歌 す れ ば 止ま る 
な り と の べ て いる 。 

主治 咽頭 及 痛 , 震 六 , 木 舌 , 言語 正 し か ら ざる 者 , 駐 率 か に 死 し て 九 
候 ( 脈 の ) 絶 す と 雅 も 天 枢 ( 膳 部 ) に 動 あ る も る の は 特 心 を 素 す べし , 間々 
菊 生 する も の な り と の べ て いる 。 
⑨ 陰茎 刺 法 
紐 を も ぉ っ て (作り に 細 き 未 は 目 解 け 難 ぼ を 以 っ て 用 い ず ) 陰茎 の 根 


部 を 緊縛 し , 間 く 置く 時 は 絡 脈 怒 張 す る ふも る の で ある 。 その 絡 脈 起 する や 
の を 刺す 。 

主治 産 導 て 妨 び が た きゃ の , 陰茎 数 な くし て 張り , 大 い に 往 れ 
る も の に 用 う 。 
⑯ 普 上 刺 法 


歯根 な ら び に 歯 の 腫瘍 する 所 を 見 て , 軽く 歯 の 際 を 刺し 破り て , 時 血 

出す , 碁 だ し き は 凌 の 胆 の 如 き 

主治 See 用 凍 の AN 牙 歯 浮き 動 
き , 或 は 歯 病 , 里 喰 歯 の 大 痛 に よ 

以上 は る 刺 正 絡 正誤 錠 , で 医事 啓 源 多 の 所 伝 で あり , 著者 (柳谷 ) の 浴 
験 せ し ゃ の で も ある 。 


る 方 尋 四 『 放 疹 有 十 』 に “ 疹 病 " 即ち 滴 血 を 要する 症候 群 に 『 頭 頂 


忌 。 百 会 災 , 印 談 , 両 太陽 穴 , 喉 中 両方 , 知 下 両方 , 両手 十 指 頭 , 両 臣 
湾 C 尽 沢 ), 両足 十 指 頭 , 両 膝 湾 ( 肪 中 ) 』 より 混血 する こと が 記さ れ て い 


人 で o 


参 考 


・ 玉 法 ( 吸 至 , 吸 角 法 ) 

結 を 角 に て 之 を 取る に い は, 鍼 鍼 ( 鏡 鍼 ), 三 校 鍼 を 選び , 吊 処 を 刺す べ 
し , 破り て 綿花 若しくは 樺 脳 を 取り て , 之 を 吸 玉 の 内 に 入れ , 火 を 放ち で 
急 に 球 し た る 上 に 合 す れ ば , 炎 気 血 を 吸い 上 ぐ 。 止 まる を 用 い , 其 の 傍 
ら を 接 じ , 奪っ て 之 を 脱 す , 又 毒 結 記 裏 に あっ て 表 外 に あら われ ず , 隠れ 
て 筆 を な す も の は , 初 より 鍼 を 用 い ず 。 先 ず 患 所 に 吸 斑 を か けれ ば ぱ ば , 毒 結 
の 潜む 所 , 必ず 表 に 浮 ん で 表 わ る 。 そ の 所 在 を 視 て , これ を 刺し て の も 


また 吸 玉 を か ける 時 は 血 の 結 去り や すし , か つ 徒 ら に 傷 の 失 な き な り 。 画 


結 業 し 肌 護 に 紫 の 紋 あ り て , 動作 便 な ら ざ る も の は , それ に 従っ て これ を 
取る 。 と 苦 の 書物 に 書い て ある 。 


この 方 法 は 是 本 ば か り で な く , 中 国 , サイ ゴン , フラ ンス で $ ふ 行わ れ で 


いる 。 サイゴン で は “性 の 吸 角 ” を 使っ て いる 。 中国 で は < 火 管 , 打 火 


管 多 と 称し て いる 。 フ ラン ス で は 硝 子 製 の も の で , これ は 日 本 と 同じ で あ 
また , 減圧 , 出来 る よう な 装置 を も っ た 吸 角 器 が , 様々 革 案 きれ で 市 


EE 


場 に 出 て いる 。 
2. 虐 鍼 

職 鍼 と は , 蜂 を つけ て 悪 血 を 吸わ せる こと を いう 。 そ の 傷口 に 吸 玉 を つ 
け て , 消 血 と 同じ 効果 を 期待 する 方 法 で ある 。 肩 凶 , 眼 疾 , 導 核 , 箇 帯 に 
用 いら れる (『 蝶 鍼 治 要 』 に よる )。 

また , 丹 注 雅 皿 の < 医 略 抄 逐 に も 『 水 蜂 に て , 癌 腫 の 毒 を 申 ま すむ 』 の 
記載 が ある 。 

逢 く か ら 行 われ た も の で あり , 現今 で も 地方 に 広く 行わ れ て いる 旋法 で 


ある 。 
= 大 鍼 
1. 鍼 形 


大 鍼 と は 大 きい 鍼 , 太い 鍼 と いう こと で ある 。 ぐ 霊 枢 , 九 鍼 十 二 原 に 
『 大 鍼 は 長 さ 4 寸 , 笑 を 抵 の 如く し , 其 の 鐘 は 徴 し く 員 な り 』 と 記載 され 
て いる 。 ぐ 古今 医 統 包 に は 『 火 鍼 , 燃 鍼 』 と 述べ て いる 。 

現代 で は 材質 は 銀 又 は 鉄 で 製作 され る 。 そ の 太 さ は , F 度 , つま 提 子 
か , マッ チ 位 の 太 さ , 負 の 2 寸 5 分 位 の 太 さ の も の が 普通 使用 きれ て い 
る 。 中 国 , 朝鮮 で は 多く 銀 鍼 で 製作 され て いる 。 日 本 で は 鉄 鍼 が 多い , フ 
ラン ス や ドド イツ で は 細 手 の 短い 大 鍼 を 使う の が , 普通 で ある 。 

鍼 突 は 中 国 , 朝鮮 の も の は スリ オロ シ 形 で ある が , 是 本 の ゃ の は , や や 
ノ ゲ 形 に 出来 て いる 。 鍼 柄 も 多少 異 る 。 中 国 の ゃ の は 二条 の 細線 で , 鍼 体 
の 病 の 都 分 を 状 き つけ, 丁度 , 巻 軸 の よう に ハン ダ 附 けし て ある 。 日 本 や 
赤 鮮 の も る の は 鍼 体 と 同質 の ふも の で ある が , これ に , 扱い 易く する た め に 
膨 刻 が し て ある の を 用 いる 。 フ ラン ス や ドイ ツ で 製作 され て いる も の ゃ 
忠国 流 の 鍼 柄 が 多い が , 今 は 日 本 の 牽 鍼 の よう に , 柄 と な る べき 細管 か ら 
で き て いる の や ゃ 見 られ る よう に な っ た だ 。 これ は 一 般 的 に いえ る こと で ある 
が , どの 種類 の 鍼 に し て も , 鍼 突 と 鍼 体 の 弾性 と 鍼 柄 と は , その 鐵 の 扱い 


方 , 目的 に よっ て , 最も , 都合 の よい よう に 製作 きれ て ある も の で あっ ぅ 
て , 従っ て , 東洋 の 大 鍼 の 鍼 柄 の 長 さ が , フラ ンス や ド ド イツ の それ より ゃ 
長く , 鍼 括 が よく み が か れ て いる わけ で ある 。 こ れ は , 手技 上 当然 の こと 
で ある 。 

また , 用 途 に よっ て , 普通 の 大 鍼 と , いわ ゆる “ 火 鍼 ” と いわ れる も の 
の 区 別 が ある 。 普通 の 大 鍼 は 焼 か ぬか ら , 柄 を ハン ダ 附 け に し て や , 差し 
支え な い が , 燃 鍼 と いわ れる 大 鐵 は ハン ダ 了 け に で き な い か ら で あ る 。 
2。 実 投 

大 鍼 の 刺 法 は , 光 ず , 大 鍼 を 体温 に まで 
ある 。 こ の た め に は 湯 の 中 に 入れ て も よし , 軽 反 で 摩擦 し て 温め で ゃ る 良 

。 そ し て , 体温 位 の 温度 より , さめ な いう ち に 刺す よう に する 。 押手 の 
構え だ が , 爪 法 で 行う 。 即ち , 刺 点 に 押手 の 損 指 頭 の ど 爪 を た て に 置き , 示 
指 で 挫 指 の 力 を 助 有 勢 し て も る よく, 他 の 三 指 と 共に , 固定 圧 に 加 えて $ よ 
い 。 鍼 は 立て た 爪 に 沿う て 鍼 和 失 が 皮膚 に 接触 する か , せ ぬ か の 程度 に 構え 
る 。 次 に , 病人 を し て , 静か に 呼吸 さき せる 。 こ れ を 繰り 返 え させ る 。 術 者 


る 調 候 静 志 , 病人 の 呼吸 を は か っ て 構え る 。 まさに , 刺さ ん と する 時 押手 
の 抽 指 を ぐっ と 下 圧 する 。 刺 手 は 同時 に これ に 従う 。 従 っ て , 鍼 笑 は 爪 と 
共に 下 圧 さ れる こと と な る 。 こ の 時 爪 よ り 鍼 失 が ほん の 僅か で も 先 に 出る 
よう で は , 病人 は 痛み を 感ずる も の で ある 。 


刺 寺 , 押手 同時 に 下 圧 する 瞬 聞 , 直ちに , 刺 手 を あげ る 。 こ の 時 , 刺 手 


は その まま の 位置 に お く , つま り , 押手 が 上 り , 刺 手 が 下 圧 の まま の 位置 
に ある の で , 刺 点 の 度 肉 は その 弾力 に よっ て , . 上 に あがっ て くる 。 即ち , 
度 肉 が 大 鍼 の 鍼 舌 を 向 え , 皮肉 の 方 か ら , 鍼 失 に ささ っ て くる の で ある 。 
この よう な 運 手 を 瞬間 的 に 3 て 5 回 位 行う の で ある 。 浅く 素 入 し よう と 思 
うな ら ば 画 く 下 圧し , 深く 刺 入 し よう と 思う な ら ば 強く 下 圧 すす る の で あ 
る 。 剃 す の で は な く , 刺さ せる 気持 で 行う こと が コツ で ある 。 
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よく 練習 が 軸 来 て いれ ば , 無痛 で 東 入 で きる の で ある 。 フ ラン ス や , ドド 
イツ 流 の 鍼 の 刺し 方 も この よう に 行う の で ある 。 ま た , 打 鍼 流 に この 大 鍼 
を 棚 で 叩き 込む 方 法 $ 時 に 用 いら れる 。 

大 鍼 を 火 で 焼い て 使用 する 。 い わ ゆ る , 火 鐵 は 特殊 の も の で 現今 殆ど 用 
いる も の が な いし , また むやみ に 行う こと は 危険 で ある が , 昔 は よく 使わ 
れ た も の で ある こと は 交 献 を みれ ば わか る 。 

3. 応 用 

大 鍼 の 応用 に つい て は , ゞ 霊 枢 , 九 鍼 十 二 原 さ に 『 機 関 の 水 を 蓄 す 』 
ぐ 霊 枢 , 官 鍼 編 に 『 水 腫 を 病み て , 関節 を 通ずる こと 能 わ ざる も の は , 
取る に 大 鍼 を 以 っ て す 』 と ある 通り , 水 症 時 の 水腫 こと に , 腔 水 症 に 用 v 
た も の の よう で ある 。 

その 後 , 細め の 大 鍼 は 中 国 , 朝鮮 ヨー ロッ パ の 鍼 医 が , し きり に , 用 
いた 。 東洋 で は 朝鮮 の る 騰 珍 要 編 や , 是 本 水府 の 西村 流 伝書 逐 の 四肢 
要 穴 鍼 法 (これ に より 導 子 流 と 称し た )。 フラ ンス の “hnit Points cles" 

( 鍵 の 穴 ) な どの 応用 に は この 大 鍼 が , 殆ど , 万 病 に 用 いら れ た 。 中 国 , 
朝鮮 , 日 本 は 経文 に ある よう な 長 さ , 即ち , 長き , 4 寸 の あの で ある 。 フ 


>。 ドイ ツ の ふも の は 全長 5 分 て 7 分 位 の ゃ の が 最も 多く 使用 きれ て い 
この 長短 の 別 は , 手技 の 如何 に よっ て , こう な っ た も の で あっ て , 東洋 


は 刺 入 , 刺 入 後に 鍼 を 操作 する た め , 長い の が 便利 で あり , フラ ンス , 
ドイ ツ は 留置 鍼 と し て 使う た め 鍼 柄 も 鍼 体 る ゃ 短い の が 便利 で ある か ら に よ 


参 考 


火 鍼 と は , 焼き 鍼 と いう こと で ある 。 糧 鍼 , 燃 鍼 , 電 鍼 , 誠 鍼 , 焼 鐵 な 
だ も いう 。 ミ 鍼 灸 径 英 ミ (による 焼き 方 は 『 麻 湯 を や っ て 層 を 満 し , 爆音 


を 多く し て 之 を 燃 し , 烈火 を ん あつめ, 鍼 を 焼く 。 焼 いて , こと ご と くく 紅く 
す 。 紅 か ら ざ る も の は 反っ て , 人 を 損 じ , 病 を 去る こと 能 わ ざる な り 。 焼 
く 時 は 鍼 頭 よ り し て , 下 に 至ら し む .』 と ある 。 著 者 (柳谷 ) は 30 年 ば か り 
隔 NNN 証 生生 
全部 移 熱し , 鐵 の 表面 より , 粉 が 落ち る まで , 焼 か な けれ ば ぱ ば , 大 雪 を 及ぼ 

と 語っ て いた こと を 今 で も 記憶 し て いる 。 

真紅 に 焼け た 鍼 の 柄 を 布 で 巻き , その さめ な いう ち に , 定め た る 点 に 
球 入 する の で ある が , この 時 術 者 は 端正 沈着 に 意 を 決し て 差 諾 する こと な 
く 一 定 の 目標 まで 刺 入 する の で ある 。 一 定 の 目標 と は , 浅 く と も いけ な 
い 。 深 けれ ば 猫 い け な い 。 そ れ ば か りか , 害 を 及ぼ す も の で ある 。 病 処 に 
適 中 せ ね ば な ら ぬ 。 ミ 鍼灸 軸 英 ミ に は 風 虎 , 腫 毒 , 解 肌 , 桃 毒 に 用 うと 記 
載 し て いる 。 ま た , 苺 間 , 緊 堅 , 結 留 , 寒 核 , 奏 豚 , 風 湿 寒 の 邪 経絡 に 中 
れる や も の に 対し , 其 の 著 を 外 発 せ し な むる に 用 いた 。 ふ 和 漢 三才 図 会 ミ に は 
『 焼 て 盗 肉 に 点 ず , 負 に 代え る 。 靖 の 色 正 紅 な る も の は 用 い ず 』 と ある 。 
著者 (柳谷 ) の 見 た の は 攻 E 毒 発 間 の 化 脳 部 , 導 塊 久 積 の 病人 に 対し て 行っ 
て いた の で あっ た 。 い ずれ の 場合 る, 病巣 部 以外 に 達する よう に 刺 入 し で 
は な ら な い 。 
2. 温 針 

温 針 は ゞ 鍼灸 繁 英 S に よれ ば 林 人 の 法 で ある と いう 。『 穴 に 針 を 刺し , 
を も っ て , 針 上 を 衝 い , 之 を 燕 温 す 』 と いう の で ある 。 こ の 際 , 香 自 革 
を ゃ っ て 円 餅 を と を つくり, これ を 柄 頭 に つけ , その 上 に 区 を も っ て 熱 す る と 
ゃ も ある が , いま 世に 行わ れ て いる / 人 頭 針 ? と いう ふ ゃ の は , この 温 針 と い 
うこ と が 出来 る 。 

作 頭 針 は 普通 の 畜 鍼 の 形 を し て いる が , 鍼 柄 が 特別 に 製造 され て いる 。 
即ち , 鍼 柄 が 二 層 に な り , 下層 で 鍼 体 を 噛み つけ , 表層 の 金属 板 で その 表 


面 を 包ん で いる の で ある 。 これ は , 普通 の 府 鍼 で は 鍼 柄 と な る べき 細管 内 
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に 鍼 の 鍼 根 ( 鍼 脚 と も いう ) を 播 入 し , ハン ダグ づ け に する の で ある が , 
れ で は , 鍼 柄 を 焼く の で , ハン ダ が 藩 け 落ち た り , 鍼 柄 が 焼け 落ち て , 用 
に 立た な いか ら で あ る 。 古典 で は 『 通 気 主神 』 と ある , 実際 , 臨床 で 用 う 
る は 3 て 4 番 針 の 寸 3^ 寸 6 が , 最 や , 便利 で あり , その 応用 も , 腰部 , 
腹 都 , 四肢 等 広く 用 いら れる 。 腹部 疾患 , 腰 腹 部 な どの 冷 症 に 腰部 の 腎 態 
災 , 想法 究 に 温 針 すれ ば , 腹部 まで 温暖 と な り , 腰部 以下 の 冷 感 も 軽減 す 
る こと が ある 。 胃 毅 内 臓器 の 疾患 に よく 用 いる 。 

7. 長 鍼 ( 古 今 医 統 の 跳 鍼 ) 

1. 鍼 形 

霊 枢 , 九 鍼 十 二 原 に 『 長 針 は 長 さ 7 寸 , 鐘 利 くし て , 身 薄 し 』 と ある 。 
長 鍼 は 長い 鍼 と いう こと で ある が , 長 さ の きめ は 7 寸 と いう の が 法 で あ 
る 。 現今 長 鍼 を 使う お の は 大 抵 3 て 5 寸 位 の ゃ の で ある 。 そして, これ く 


[\ 


らい の 長 さ で , 大 抵 , 間に合う も の で ある 

押 刺 法 を 主張 し た ぶ 鍼 術 秘 要 s の 著者 , 坂井 権 軒 は , 経絡 を 斜 鐵 する 関 
係 上 , 長 鍼 を 使っ た 。 近 く は 大 久保 適 斉 氏 が , 5 寸 位 迄 の 長 鍼 を 使っ た 。 
これ は , 深部 の 交感 神経 , 内 臓 を 目標 に 刺 入 し た か ら で あ り , その 流れ を 
流 む 大 久保 流 の 人 々 は , 大 抵 , 長 鍼 の 使い 手 で あっ た 。 

た だ ここ で 古典 に ある 『 鐘 利 身 薄 』 と いう 壇 字 で ある が , これ は 局 平 の 


こと で ある 。 徳川 時 代 の 鍼 師 所 蔵 , 実物 見 本 は 矢 張り , 選 平 に 鍼 


で あ 


う 

体 が で き て いた 。 し か し , 今 は 丸い の を 使う の が 普通 で ある 。 
aoinihi 細 
身 が 余 程 鋭 利 に され る 必要 が ある 。 松葉 より も ゃ , ゃ っ と と ん が っ て いる 方 
が よい 。 2? 柳葉 形 ? が 適当 で ある 。 刺 法 も 押入 法 が 古典 的 鍼 形 の も ゃ の に は 適 
する こと に な 
2. 実技 

まず 火 処 を 定め , 被 術 者 を し て , 極め て 楽 な 姿勢 を 取ら せ , 容 静 呼吸 を 


, 身体 の 何処 に も る 力 を 入れ させ な いよ うに し , 耳 つ , 術 者 は 被 術 者 の 

上 肢 , 下肢 の 抵抗 を 検 する 。 

カカ が 入っ て いる よう な 所 に 対 し て は , 被 術 者 に 

次 に 術 者 は , 刺 鍼 の 心得 に 従っ て , 気 海 崩 田 に 力 を 入れ , 気構え , 体 つ 
くり を し , 姿 腔 を 正す 。 し か る 後 , 穴 所 を 爪 し , いわ ゆる , 気 の 動 き を 3 う 
か が う 。 被 術 者 の 呼吸 を うか が い , 補 湾 に 従っ て , 表 蛇 の 如く 押入 する 
( 扇 平 の 鍼 の 場合 ) か 換 鍼 の 法 で 究 度 する 。 この 際 , 多 が , 4 て 5 寸 な 
ら , 鍼 柄 を 撮 ん で , 刺 入 する こと が 出来 る 。 5 寸 以 上 に な れい ば , 鍼 体 を 撮 
ん で 容 度 し て よい 。 双 押手 を 素手 に 従わ せ て , 運動 し 生 ら 刺 入 する こと ゃ 
ある 。 昔 は これ を 息づく と いっ た も の で ある 。 坂井 梅 軒 の よう な 提 刺 法 
球 入 する 時 は , 皮膚 を 撮 み 上 げ て 容 度 する か , 鍼 失 を 圧 え つけ て 容 皮 する 
か で ある 。 一 定 の 目的 まで 刺 入 せ し 後 , 被 術 者 を し て , 自 働 的 に 運動 き ぜ 
る か , 術 者 が 他 動 的 に 運動 さき せる 場合 が ある 。 

長 鍼 は , 大 抵 , 銀 鍼 か 鉄 鐵 で , 斜 鍼 か 横 鍼 に 素 入 する の が 常 で ある 。 
3. 応用 
①③① 腸 独 痛 , 下痢 

腸 殺 痛 , 下痢 に 第 三 , 第 四 腰 槍 間 外 方 に 3 て 4 寸 , 少し く 外 考 に 開き 刺 
入 す る (大 久保 流 )。 
⑧ 胃 , 肝 滅 患 , 尿 分 泌 促 進 

これ に 対し て は , 第 2, 第 3 腰椎 闘 外 方 に 2 >3 寸 刺 入 し , 太陽 義 に 反 
射 的 刺激 を 与え る (大 久保 流 )。 
⑧ 勝 腕 , 子宮 の 肖 患 , 導 , 便秘 

刺 点 は 第 四 腰 椎 外 放 と 仙 崩 異 と の 間 に 2 て 4 寸 刺 入 す る (大 久保 流 )。 
④ 季 骨 神経 痛 , 下肢 後 側 病 

浴 骨 結節 と 大 転 子 と の 間 に 3 寸 5 寸 刺 入 (大 久保 流 ) また , 第 腰 村 
下 外 方 4 横 指 腸 骨 稼 の 上 縁 に 3 寸 5 寸 , 内 下 斜 鍼 に 刺 入 , 下肢 へ 鍼 疾 を 


Z7 
与え る ( 力 鍼 と も 称す )。 又 , 下肢 後 側 の 承 山 究 に 3 寸 4 寸 上 斜 鍼 , 膝 
関 館 の 屈伸 運動 を させ る (〈 近 喰 流 )。 
⑮⑤ 強度 の 肩 引 
3 寸 内 外 の 鐵 を 用 い , コリ を 目標 に 速 刺 速 抜 す る 。 コ リ を 刺し , 貫く よ 
うに する 。 或 は 僧 帆 筋 の 前 縁 か ら コ リ の 下部 を 標的 と し て 4 寸 内 外 の 銭 
で , 後 詞 に 向け て 刺 入 し 刺激 を 与え る , 手技 は 乱 鍼 法 に な る 。 た だ し , こ 
の よう に 刺 鐵 し た 後に , 必ず , 号 | き 鍼 ” 或 は “直し の 鍼 ” と 称す る 周囲 


又は 上 肢 , 下肢 へ の 軽 軟 な 弱 刺 載 を 与え て むく こと と で ある 。 そ う で な けれ 


ば , 刺 鍼 前 より も ゃ る ひ どく コル こと が ある 。 
⑥ 長 鍼 に よ る 温 鍼 置 鍼 
病気 病 処 に よっ て 穴 所 を 定め る が , 駆 幹 に 殊 に 腰 腹 都 に 2 寸 3 寸 の 鍼 
を 刺し 立て , 置 鍼 し , その 鍼 柄 (特殊 の 構造 に 製作 す ) に 区 を つけ , これ 
を 燃 擁 きす の で ある 。 こ れ は , 大 正 時 代 か ら 行わ れ て いる 。 
⑦ 久 巣 論 腫 
患者 を 側 玲 位 と し , 腰部 の 腎 飲 究 , 志 室 穴 , 帯 脈 穴 及び 反応 点 に 3 寸 
5 寸 の 鍼 を 刺 入 し , 10 分 間 位 充分 に 運 鍼 する 。 即 ち , 刺 鍼 転向 法 を 行う の 
で ある 。 た だ し , 腹 診 し て , 病巣 基 だ し く 硬 きも の は 刺さ ず (玉田 流 )。 


⑧ 腹痛 , 腹部 疾患 

麹 春 究 ( 脊 際 穴 ) 上 で 反応 点 を 求め る 。 こ れ に 2 寸 4 寸 の 鍼 を 直球 す 
る 。 腹 中 に 鍼 絡 が ある まで 刺 入 し て 鍼 響 を 与え る 。 鍼 響 な けれ ば 効果 作 
し ( 華 陀 鍼 法 と 称せ られ て いる )。 

この ほか , 革 は 吉田 流 (吉田 意 体 創始 ), 匹 地 流 (山陰 地方 に 所 伝 ), 大 


明 丈 周 流 ( 明 人 , 丈 周 創始 ) な ど は 長 鍼 を 主 に 用 いた 。 こ れ ら 長 鍼 は 交 人 


の 体格 大 肥 滴 の 者 に は どう し て や ゃ 使わ ね ば な ら ぬ こと が ある 。 
6. 員 利 鍼 ( 露 鍼 ) 
形 


明 
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寺 枢 , 九 鍼 十 二 原 に 『 員 利 鍼 , 長 さ 1 寸 6 分 , 大 き さ 攻 の 如く , 員 く 上 且 
EBM 
に 之 を 用 う 』 と あっ て 張 介 委 時 代 に は , この 鐵 が よく 用 いら れ た よう で あ 
る 。 員 利 鍼 を 釧 鍼 と の は 鍼 柄 が 露 滴 の 如く 珠 状 を し て いる か ら で あ 
る 。 牽 鍼 と この 員 利 鍼 と の 相 異 は 鍼 柄 の 部 分 が 異 る と いう 点 と , 夫 鍼 は 鍼 
脚 , ( 鍼 根部 ) か ら 鍼 括 ま で 同じ 太 き なのに, 員 利 鍼 は 中 身 徴 し く 太 いと 
いう 点 で ある 。 徳川 時 代 以降 の 鍼 師 の 九 鍼 式 は この よう に 製造 され て い 
る 。 鍼 柄 の 部 分 が 赴 滴 の 如く に な っ て いる と いう こと は , 刺 手 の 掛 指 , 示 
指 の 加え る 力 が , ちがっ た 角度 か ら 加 わる に し て も る , 鍼 体 は 刺 鍼 部 に 対 
刺 鐵 部 の 方 向 に 刺 入 され る こと に な る と いう 利点 が ある 。 


2. 実 技 


員 利 鍼 の 鍼 の 構造 が 鍼 体 部 が 微 し く 太 いと いう 点 か ら 牽 鍼 の よう に 銭 体 
部 に お いて 曲り 易く な いと いう こと で ある 。 従っ て , 劇 し く 扱 い 易 いこ と 
に な る 。 け れ ど ゃ , 中 身 微 大 で ある か ら , 途中 で 刺し 憎く な る と いう こと 
を 知っ て お か な けれ ば な ら め ぬ 。 員 利 鍼 を 最も よく し た 先 人 に 墓 原 検校 が \ 
た 。 そ の 著 ぐ 鍼 道 発 徴 夕 に 『 今 世に 行う と ころ は 考 鍼 の み に て 員 利 鍼 の 術 
を 知ら ず 』 と 述べ て いる が 原 検校 生存 時 代 , すなわち も 珠 国 天 保 時 代 に 
は , すでに この 方 法 が , すたれ か か つて いた こと を , 物語 つて いる 。 員 利 
狼 の 実技 は , 押手 を 軽く 穴 所 に つげ, 深く 刺 入 れ て は 引き あげ , また 刺し 
入れ て は 引き 上 げ , 鍼 口 を ゆる め , 左右 前 後 , 深 浅 前 後 , 鐵 を し て 自由 自 
在 に する 。 ぐ く 鍼 道 発 徴 逐 に 『 か く の ご と くす る 時 は , 其 の 気 の い た る と と 
動脈 の か た ちの ご と く , 又 釣 針 へ 魚の か か る が ご と し , 意 を も っ て , 基 を 
うか が い , 本 くめ ぐら す 時 は , 例え ば 腰 へ 立つ は り , 手足 へ 響く , 其 の か 
た ち , いな づま の 如く , 花火 の ご と し , 又 久 し く と ど め て 進退 する 上 時 は : 
大 の 気 の 往来 する こと 交 玉 の 発する が ご と し , 其 の 響き は 総 身 に 通 ず , 大 
の 術 ま こと に 妙 な り , か か る が 故に 邪 を 芝 し , 精 を 整 得 う る こと 自在 を 得 
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これ 員 利 鍼 の 法 な り 』 と ある 。 員 利 鍼 を 湾 法 と “ 補 法 ” の 両方 に 大 


と ゃ も ふかく , この 鍼 を 製造 発売 
員 利 鍼 の 代用 と し て , 鍼 体 弾 
> 中 身 微 大 で な い の で , いさ さか 作用 を 


霊 枢 , 十 二 原 和 騙 , 官 鍼 偏 , 九 鍼 信 な ど に 員 利 舌 は , 『 暴 気 を 取る 』『 暴 
痺 を 取る 』『 痺 気 暴発 を 取る 』 『 夷 痺 を 取る 』 な ど と の べ て いる 。 る 証 今 
医 統 に は 『 陰 陽 を 調え , 暴 痺 飛 経 走 気 を 去る 』 と 記し て ある 。 こ れ ら に 
よっ て , 補 法 , 湾 法 に 用 いら れる こと が わか る 。 が , どちら か と いう と, 
その 構造 か らい っ て , 溢 法 に 便利 に で き て いる と みて よい 。 し た が つて 社 
経 痛 , 症 松 , 気 附 鍼 に 最適 で ある 。 次 に その 用 例 を の べ る 。 
③ 活 の 鐘 

先ず 員 利 鐵 に て , 演 根 , 陽 千 泉 を つよ く 刺 すべ し ( 鍼 道 発 微 ) 。 
⑬ 中 風 


肩 , 脊 中 と を あさ く 多 くさ < 
⑬ 腫 物 

ュ コリ ある 所 を 見 て 員 利 舌 に て 多く 刺し て , 其 の 気 を も ゃ ら せ ば 自然 と 7 
る な り ( 鍼 道 発 微 ) 。 
④⑨ 中 商 痛 

員 利 鍼 に て 類 の 内 を 多く さして 血 を ゃ ら す べし ( 鍼 道 発 徴 ) < 
⑤ 拓 痛 

筋 痛 む に は 員 利 舌 に て , 痛む まわ り を さして 抜き , また 刺し て は 抜き 
府 々 する 時 は , その 気 散 じ て い ゆ る な り ( 鍼 道 発 敏 ) 。 


⑯⑥ 肝 症 
肝 症 は すべ て 気 の と どこ お り よ り 生 ず , ある い は 熱し , ある い は 寒 し 。 

手足 し びれ , 筋 引 きつ り , その 碁 だ し き に 至っ て は , 気 せ まっ て , 物 を い 

うこ と 能 わ ぬ な り 。 項 肩 音 の 内 を 多く 刺し て 気 を ゃ らし , 後 根 , 章 門 を 深 

くさ し て , 手 足 に 強く 響 か すべ し , み な 員 利 鐵 を も っ て すべ し ( 鍼 道 発 敏 )。 
以上 は 多く “ 注 法 ” と し て の 運用 で ある が , る 鍼 道 発 敏 逐 に 『 員 利 鍼 は 

補 あ り , 湾 あ り と 知る べし 』 と の べ て いる よう に , その 藤 柔 , 取 剛 な 運用 

に より , 補 法 , 湾 法 と し て 用 いら れ た 。 

9. 率 鍼 

1) 鍼 形 

霊 枢 , 十 二 原 偽 , 九 鍼 論 訪 に 『 誰 鍼 は 笑 , 到 凡 の 号 の 如く , 長 さ 1 計 6 


分 』 と ある , これ が 定 法 で ある 。 そ の 構造 は 次 の 如く で ある 。 
① 鍼 柄 ( 軸 , 竜頭) 

鍼 体 の 附 着 する 部 の 細管 を 鍼 柄 と いう 。 鍼 根 ( 鍼 脚 ) の 播 入 し て ある 都 
分 を いう 。 刺 指 の 操作 に は 最も 重要 な 部 分 で ある 。 定 波 で 


は 曲 尽 で 長 さ 6 分 , 直径 5 で ある 。 が 現今 は この 定 法 道 
- 理 に 作ら れ て いな い 。 駐 昔 は 鍼 柄 に 種々 な 模様 を つけ た 
| 1 り , 彫刻 し た り し た も の で , これ は , 流派 に よっ て 定 っ で 
| いた 。 ヌメ 軸 , 巻 軸 , 依 軸 , 彫り 軸 な ど が あぁ あ っ ぅ た 。 例え 

ぱ ば , 移 山 流 で は 金 又 は 銀製 の 依 軸 を , 吉田 流 で は 銀製 の ヌ 


。 
体 に 細線 を 巻き つけ た も の が 多い 。 長 さ ゃ 2 寺 以 上 の $ の 
が ある 。 次 り 易 いか ら で あ る 。 赤 鮮 の 鍼 $ ぁ , 大 体長 く 彫 9 


軸 , 巻き 軸 , が 多い 。 フ ラン ス や ドイ ツ 銭 柄 は 長 さ 3 分 佑 


中 国 の 鍼 か ら 6 分 位 ま で あっ て 人 巻き 軸 か ヌメ 軸 , 縦 ス ジ の も の が あ 
三 港 製造 鍼 る 。 こ れ ら は いずれ ふも 鍼 の この 用 い 方 に 好都合 な よう に 製 


ES 


⑧ 鍼 脚 ( 脚 , 鍼 根 ) 

鍼 線 が , 鍼 柄 に 手 入 し , 附 着 する と こ 
太 れ , これ に 入っ て いる 部 分 は , 製造 家 に よっ て , 異な る が , 
ある 。 た だ し , 温 鐵 の 鍼 脚 は 内 筒 に 曲 け 
め だ 。 鍼 こと に 朝鮮 の 大 鍼 や 中 国 の 鍵 鍼 な ど は 一 本 の 材質 か ら 柄 と 体 と 笑 

5 くる の で 鍼 根 が な い 。 日 本 の 無 分 流 の 打 鍼 法 の ゃ 同様 に な っ て いる 。 

鍼 体 ( 鍼 身 , 穂 , 鍵 , 鍼 鐘 

鍼 と 失 と 鍼 根 と の 聞 の 者 分 を いう 。 こ の 部 の 弾力 は 鍼 の 技術 を 行う に , 
天変 重 大 で ある 。 大 体 は 均等 に な っ て いる 管 だ が , 出来 に よっ て は 平 } 

k の も ある か ら , 新 ら し い 鍼 だ と いっ て , 安心 は 出来 な い 。 ま た , 正 円 で 
な く 局 平 の が あっ た り , 割れ そう な の も ある こと が ある か ら , 使用 前 に 
検査 する こと と , 研磨 し て つか う よ う に 
④ 鍼 失 ( 頭 , 穂 光 ) 

鍼 休 の 笑 端 を いう 。 鋭 利 に み が か れ て いる 。 昔 は , 流派 に よっ て , ち が 
っ た も の で ある 。 穫 山 流 は 松葉 , 吉田 流 は “。 打 鍼 流 で は スリ オロ シ 形 
で ある よう に 種類 が ある が , これ る も 用 途 に て , この よう な , 違い が 負 
来 た も の で ある 。 

拡大 鐘 で 検 す る と 100 回 位 用 いた 鍼 失 は, その 笑 端 が 思っ た より 磨 減 
章 ocwccah RM 
ノ ゲ 形 な り , 柳葉 形 に し て お く よ う に 
2) 実 技 

霞 枢 の 諾 入 に は , 『 表 か に 以 っ て 徐 に 往き , 微か に し て , 以 っ て 久しく 


ェ ナ 


留め , 養う て ( 気 を ) 以 っ て , 痛 痺 を 取る 』『 寒 熱 痛 痺 絡 に ある ゃ も の を 


計る 』 な ど と いう 。 管 鍼 法 以前 は , 牽 鍼 を , や - ら 補 と し て 用 いた 。 狼 
を に こ お い て 


っ で 入れ た も ゃ の で ある 。 容 度 が こう で あっ た ば か り で な 


ふ , 考 刺 徐 抜 , 微 に し て 久留 さき せ る と いう よう に 正気 を 養う べく 使っ た 。 
と の 著 る 鍼 道 発 敏 逐 で 『 鞍 鍼 の 術 は 大 補 と 知る べし 』 と の べ て 


曹 原 検校 ふ そ 


いる 。 九 鍼 用 例 と 比較 し て みる と , 準 鍼 は , 発生 起源 か らい っ て , 最 


後 的 の も ゃ の と 壮 え られ る 。 生体 に 対す る , いわ ゆる 生気 的 思考 “経絡 観 " 


< と 気 血 運 行 け / 


と いう 。 形 面 上 的 な 考え が 導き いれ られ て か ら , この 鍼 運 


用 と いう も ゃ も の が , いか され て きた 観 が ある 。 


実技 と し て 


標 と する 術 が 


は , 徐 刺 徐 抜 が 本 来 的 な こと に な る 。 補 秘 山 三 部 書 逐 に ゃ い 


鍼 を 換 る の 心 , 閣 の 閑 を も ゃ っ て , 鉄 石 を 容 つ が 如く 失 9 
と の べ て ある お る は 得る る べき る 3 ある っ 
既 述 し た よう に , 腰 理 の 術 に 欠け て いる 。 即ち , 皮膚 を 目 


な いと いう こと に な る 。 同じ く 夫 鍼 を 使う の で ある が , 弾 入 


の た め に , 皮膚 刺激 が 目的 に か な わな い 事 に な る ] じ 吉 鍼 で も 換 鍼 で 行 


( 


bd 押入 法 , 爪 法 に し じ 5 め ) 皮膚 * の 術 で で ある ぐ ①o 今 様 に いえ ば ヨ 律 神経 


えば , 皮膚 に 対す る 刺激 の 与え 方 が 自在 で ある 。 こ の 点 が 牽 鍼 の と りえ で 


へ 作用 を 及ぼ す と いう こと に な る 。 詳細 な 実技 の 方 法 に つい て は 上 人 節 に お 


* て の で て お いた の で ここ に は 省略 する 。 


3) 応用 


日 本 の 鍼 家 の 使用 する 鐵 は 殆ど こ 


老 鍼 ば か り で ある と いえ まし よ ょ 55 っ 


元 来 “ 補 法 ” の 作用 を 与え を る こと を 使 値 と する 。 こ の 有 夫 


5 寺 と 長く し 


て , 長 鍼 の 用 途 に 用 いた り , ある い は 寸 3 と いっ て 定 法 の 1 


寺 6 分 より 短 鍼 に し た り と いう わけ で , いわ ば 乱れ て いま す 。 従っ で 款 鍼 


な 病 症 に , 一 律 に 使っ て , 効 を 収め よう と の 考え は 無理 に 』 


よく よく 軸 業 すべ きも の と 寺 え られ ます 。 


鍼 法 の 補 と 海 


ZZ 
鍼 法 に は , “ 補 "” (Jonification) と “ 湾 ” (dispersion) の 手法 が ある 。 
これ は , お の お の “ 虚 ” (Empty. vide) と “ 実 " (Fubl, plein) と に 対 
記 さ れる 言葉 で ある 。 虚 する も の は 補い , 実 す る も の は 滴 す , と いう の が 
定 法 で ある 。 局所 的 な 虚実 に 対す る 補 
補 が ある 。 文字 の うえ か ら “ 補 ” は 与え る , 益 す , 興 こ す , 加え る , 救 


う ぅ と い う 0: る 。 湾 よ の 奏 う > 減 ず る , 元 え とう 所 剥 す , 7 案 


ど と いう こと で ある 。 現代 的 に 考え れ ば , “ 補 "” は “生命力 の 恒常 性 洪 
持 能 力 を 助長 する ” こと と な る 。“ 混 "は 生命力 の 恒常 性 維持 能力 を 了 胡 旭 


する ふ の を 除く ” こと と な る 。 生命 の 全 生 機 を 盛ん に し , 原 気 を 振興 し 


。( 補 ) 病 的 な も の を 解消 し , 除去 する ( 滞 ) と いう こと で ある 。 


この よう に , 考え られ て いる 補 と 滝 と は , その 概 候 か ら 
慶 , 突 の 程度 ,。 に より 差 が て 
の 刺激 量 に 区 別 が で きる こと に な る 。 す な わ も 刺激 と いう 概念 で , 測れ ば 
その 球 激 量 に 区 別 が で きる こ . な る 。 し た が っ て 騰 珍 妥 論 に ある と 
お り , 補 を 緩 補 , 留 補 , 徐 補 , 極 科 な ど , 江 を 急 湾 , 匠 湾 , 洒 当 な ど と い 
う 言葉 で あら わす よう に な る 。 

ある い は , 浅 換 補 渡 , 深 換 補 漁 と い ? 言葉 で あら わせ る 手技 も で て < 
nao 
間 の 中 に 入っ て 宗 気 に 触る る と き は , 宗 気 いよ いよ ここ に 径 り , 慎 激 し て 
力 を 肌 し , これ を 防ぐ ゆえ に 外気 遂に 敗走 する な り 。 然 ら ば 徴 鍼 の 功 は 


直ちに , これ が 邪気 駆逐 し て 去ら し むる も の に あら ず , 款 気 の 激 発 し て 
針 下 に 乗 め , それ が 力 増し て , 邪気 を 肛 愛 せ し む れ ば , 宗 気 の た め に 援 
兵 加勢 と ふい うべ き な り 」』 と ある よう に , 生物 本 来 の は た らき を 助長 せん 
と する 鍼 の 操作 で ある と 考え られ る 。 また , 昔 は 補 す る 時 『 五 常 上 真 六 


畜 寺 気付 至 陰 百 外 閉 理 』 と 三 辺 と な えて , 鍼 を 刺す こと 。 混 する 時 爾 折 
天 形 護 命 成 圭 』 と 三 辺 と な えて 刺す 定め に な っ て いた が , これ $, 呪 學 


の も の の 意味 より ゃ , 体 中 に 刺 入 する 異物 と し て の 鍼 と , 生体 反応 の 現 わ 


を 示 標 と し て いる と 


れ か た の 時 間 的 長短 に よる 作用 の 異 る , 生物 の 全 機 1 
券 を える こと が 出来 る 。 
1. 補 法 の 手技 
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用 鍼 を 温め , 経絡 に 従っ て , 指 腹 で よく な で る 。 穴 を 左 披 する , 爪 を 以 


っ て 穴 処 を 押え る , 気 の 来る を 候 う , 経 に 従っ て , 鍼 を 随 に ふせ て , 呼 に 
従っ で 刺 入 する , 気 を 得る まで 体 中 に 多 を 留め る , 気 来 ら ざれ ば 供 気 の 法 


へ と )ー 


を 行 の > 補 し 終っ あら 吸 に 従 つ て 徐 友 ( に 抜き 


抜 除 す れ ば 直ちに 
鍼 長 を 揉み 閉 ず る , この 際 補 の 呪文 を 唱え る 


2. 滴 法 の 手技 


用 鐵 * は その まま 用 いる (温め ず 


Oo 


と 逆らっ て 符 で る , 穴 を 肛 接 し , 
爪 を も っ て 圧する , 気 の 来 る を 候 う , 経 に 迎 つ ^ にせ て 吸 に 従 つ て 刺 
入 す 気 の 催 お す を 候 う 。 気 来 ら ば 思 人 を し て 呼 さ し め , 呼 に 従っ で 抜く 
`) 。 鍼 痕 を 押手 の 抽 示 指 で 開く よう に する 。 と こと 


生か は , 刺 鍼 前 


際 陽 際 病 は 補う 
呼吸 | 呼 息 に 和 刺 鍼 
| 吸 息 に 


鍼 矢 | 鍼 を 温 


る ( 暖 と 同時 に 抜く が よい ) 
鍼 を 温め ず に 用 う 。 
穴 所 を 圧 せ ず し て 剰 入 3 


KN 後 採 換 せ の っ て 鍼 振 部 を 
する 。 開く よう 607 の 
迎 随 経絡 に 廷 っ て 鍼 を 伏せ て 刺 | 経絡 に さか ら っ て 鍼 を 伏せ せ 


す | 


9 o 
刺 入 す 。 多少 痛み て ふる 東 


用 捨 | 無痛 に 


Z9 


徐 刺 除 技 , 正気 を 集め る 速 刺 , 速 披 , 邪気 を も ふら す 。 
病人 の 気 根 の 』 弱く 系 | 病人 の 気 根 強 き に 強く 刺 


ーー 
9 c 


穴 所 を 爪 で 弾き , 気 箇 を 集 | 穴 所 を 弾 瓜 する こと な くし 
め て 刺す | て 刺す 

素 入 せる 鍼 を 少し く 動 播 3 球 入 せる 鍼 を 大 い に 動 播 し 
る ( 催 条 する まで ) 。 に SR > 大 に し 邪気 を ゃ ら す 。 
浅く 刺す 。 ク 

細い 鍼 を 用 う 。 


麻痺, 療 は 諾 な り , 圧 い て | 痛 , 腫 は 実 な り , 圧 いて 顔 
気 分 よき は 虚 な | 

に 用 う 。 
護 せ る 経 の 母 を 補う , 
移 な り , 宣 な り , 補 32 


る 。 


, 刺 鍼 後 の 状態 と を 比較 し て 見 る 。 目 的 どおり に ゆか な いと き は , 
< 鍼 を 施す の で ある 。 こ れ は 平 衝 の と れ て いな い 病 体 を 平 衝 の と れ だ た 
漢 方 的 の いい 方 の “ 平 人 " に する た めで ある 。 
* に 一 般 に いわ れ て いる 補 湾 の 種類 を あげ る こと と に する 。 

参考 銭 の 手入れ 法 , 保存 法 , 研 鍼 法 

鍼 の 手入れ , 保存 は 鍼 家 に と っ て , も っ と ゃ 必要 な こと で ある 。 鍼 突 
鍼 体 」 鍼 の 新旧 , 磨 減 の 程度 , 錆び て いな いか 感 に つい て 平素 十分 な 検査 
を し て お くべ き で ある 。 鍼 医 に と っ て は , 鍼 は 武士 の 刀剣 の 如き も の で あ 
る 。 鈍 鐵 を も っ て は 病 根 を 区 除 す る こと は 出来 な い 。 自 由 潤 達 に 鍼 が 動か 
な い ば か りか , 目的 を 阻 香 し , 生体 反応 の 生起 に 対し て 中 機 応 次 に 置 す 
る こと が 出来 な いか ら で あ る 。 

鍼 医 と し て , 自分 の 用 うる 鍼 を 十分 に 知っ て お く と いう こと と 表 め 


と で な けれ ば な ら な い 。 良い 鍼 を 持っ て いな けれ ゆ 運 手 浅 著 し, 刺 法 


に 惑 い , 自在 を 欠く 。 用心 すべ き で ある 。 


8 の 
財 ① 手 入 保存 法 

毎朝 , 検 鍼 , 粒子 の 和 杉 め て 細か い サ ンド ・ ベ ペー パー か , 軽度 に 紅 が ら 
(ラウ ゥ ゲ ) を つけ た ゃ もの で 多 柄 , 鍼 体 , 鍼 失 を よく 磨く 。 

鍼 体 , 鍼 笑 の 偏 俗 , 磨 減 が な いか よく 検査 する 。 

鍼 床 $ 馬 毛 , 髪 所 が 理想 的 で ある 。 精 綿 は これ に 次 ぐ 。 アル コー ル に 演 
け て 置く 方 法 ふ も ある が , これ は , 使用 時 に よく 検査 し て 使う 。 

油 紙 , 銀 紙 に 包ん で お くも や も よ い 。 湿気 に あたら ぬ よ うに し て , 錆 を 防 正 
する 。 殊 に 鋼 鍼 , 鉄 鍼 は 錆び 易い か ら 金 , 銀 鍼 以 上 の 注意 が 必要 で ある 。 
⑧⑫) 研 鍼 法 
鍼 を 使う 時 に 鍼 を 磨く よう で は , 泥 な わ で ある 。 使っ て も, 使わ な く と 
も , 上 臨床 家 た る 者 は , 毎日 早朝 検 鐵 し て 鍼 舌 , 鍼 体 を 味 すべ き で ある 。 
| 鍼 笑 の 磨 滅 は 拡大 鏡 で 判る 。 磨 滅 せ る も の は 製作 所 に 佐 頼 し て 直し て $ 

「 ら う か , 使っ て は いけ な い 。 止む を 得 な い 時 は 自分 で 笑 を つけ る 。 砥石 は 

油 砥 石 (アル カン サス ) で や , 和紙 で も , 藝 り ガラ ス , 那智 黒 と いう 基 の 
黒石 に こす る 右折 で も よい 。 又は 粒子 の 極 く 細い サン ド ・ ペ ベー パー を 凸凹 の 
な い 板 に は っ た も の で や も よい 。 
これ ら の 砥石 を 欧 の 方 を 10 度 位 高 め に し て 机 に 取り つけ る 。 手許 は 机 か 
「 ら , 手前 に 出る よう に する と 砥 ぎ 易 い 。 磨 きか た は , 右手 の 抽 指 と 示 指 で 
鉱 柄 を ゃ っ て , 左手 の 示 指 で 砥石 の 上 に 置い た 鍼 内 を お さえ 
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准 備 が 出来 た ら , 右手 に も ゃ っ た 角 柄 を 持 指 と 示 指 で 廻 転 し 生 ら , 鍼 失 を 
上 下 に 砥石 の 上 を 滑 動 さき せる ( 和 砥 石 に 縦 筋 を 引い て , この 線 に 沿う て, 
上 下 運 動 を する と , や り 易 い )。 こ の 玉 転 運動 と 上 下 運 動 と は 調律 を や っ 
て 半 均 に 行わ な いと いけ な い 。 砥石 に 当り 方 が , 偏 し て いれ ば , 鍼 笑 が 人 歪 
む 。 な お す 所 か , 鐵 を 使え な くす る 。 初 め は 誰 で も 失敗 する が , 馴れ る と 


上 が 段々 よく 出来 る よう に な る 。 時々 拡大 鏡 で 覗い て みる 。 つ け よ うと 思う 


鍼 突 の 形 に な る よう に 研ぐ , 松葉 , 卵子 , 柳葉 形 と する 。 仕 上 っ たら 
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自分 自身 の 体 に 剃 し て みる 。 股 , 下 朋 , 前 腕 , 手 , 燃 , 舌 等 に 章 し て , そ 
の 鍼 笑 の 鋭 鈍 を 検 す る の で ある 。 どこ へ 刺し て も 無痛 に 球 せ る よう な ら 良 


い の で ある 。 眼鏡 な し の 感 研 き で ある 。 こ の よう な 鍼 だ と 直 刺 , 尋 刺 , 横 


刺 。 自由 自在 に 刺 せ る 。 鍼 が 手 に つい た よう に 剃 せ る も の で ある 。 こ うな 
る と 鍼 を 刺す に 気 が の っ て くる 。 鍼 の 道 は 昭 々 と ひら け , いつ で ゃ , どこ 


で やる, 気軽 に 刺 鍼 出来 る も $ の で ある 。 


有 痕 灸 ( を つけ て , 線香 の 火 を 移せ ば よい よ 2 


だ が , これ も 厳格 に いえ ば , 矢 張 り 練 習 が いる 。 


皮膚 に つけ る 区 往 の 撮 み 方 , 作り 方 , 皮 上 鷹 に つけ る つけ 方 , 線香 の 火 の 


移し 方 , 燃 既 中 の 注意 , 焼 え た 灰 の 処置 の 仕方 等 に つい て 一 応 練習 し て お 
く 必 要 が ある 。 
1. 区 粧 の 撮 み 方 , 作り 方 

散 基 を 左手 で 持つ 。 こ の 際 , 余り た くさ ん 持た ぬ 方 が 革 往 を 
持っ た な ら , 小 , 環 , 中 指 で 落ち な いよ 2 
運び (片手 で 行う ), 指 腹 で , 極め て 軽 
か ら , 力 を 入れ な い 。 ま ん べ ん な く 換 り , よる よう に する 。 こ の 所 り よ う 
に コツ が 要 る 。 示 指 腹 の 上 を 抽 指 腹 が 往復 する よう に ひね る の で ある 。 こ 
れ を まん ぺん な く や っ て いる と , 示 指 の 指 舌 に 持 指 を 移す と 英 が 両 指 の 間 
に か くれ る が , 示 指 の 第 1 飾 と 第 2 節 の 関 館 都 に 移す と , 英 の 衝 端 が 抽 指 


と 示 指 の 分 れ 目 に 出る ( 持 指 と 示 指 が 変 叉 する よう に な る )。 出 た 英 を 右 
手 の 扶 指 と 示 指 は ピン セッ ト で 撮 み , 皮膚 に つけ る の で ある 。 著 し 
いる 皮膚 に は 着 か な いか ら , 皮膚 面 を あら か じ め 濡 し て お く 。 濡 する の は 
アル ュ コール, クレ ゾー ル 水 , な どの 消 赤 

英 往 の 大 き さ は 氷 状 区 往 , 半 洲 粒 大 , 米粒 大 , 小 下 大 大 豆 大 な ど が あ 
る 。 泉 状 基 駐 は 米粒 大 の 約 s 位 の 大 き さ で , 丁 鹿 木綿 の 裁縫 氷 位 の 太 き 
に する 。 つ ける に は ピン セット が 最適 で ある 。 半 米粒 犬 以 上 は - 定 の 形 に 
作る よう に 練習 せ ね ば な ら ぬ 。 その 形 は , a. 同 じ 高き b. 同 じ 直 径 , C. 
同じ 重量 , d. 同 じ 硬 さ , e. 同 じ 辰 画 # 侍 状 、 円 氏 状 , (ビラ ミ 


ッ ト 形 ), に つく ら ね ば な ら ぬ 。 

つく る 速度 は , 米粒 大 で 一 分 間 に 60 個 を 標準 に こす る 。 な れ て 来れ ば 100 
個 近 く 出 来る る の で ある 。 苦 は “ 湾 に は 硬く ひね り , 補 に は , 極 く 軟 か 
く ひ ね っ だ た も の で ある 。 
2. 区 竹 を 皮膚 に つけ る 仕方 

区 注 を 乾燥 し た 皮膚 に つけ よう た っ て むり で ある 。 最初 は 皮膚 を 濡 し て 
お くみ か 英 斑 の 底 を 濡 し て つけ る の で ある 。 昔 は 英 を 舐め た ぉ る の で ある が 
これ で は 不潔 で ある か ら , 消 寺 液 を 浸し た 海 費 か スポ ンジ ー ゴ ム か 指 頭 消 
幸 綿 に 右手 の 中 指 頭 又 は 環 指 頭 を つけ , これ を 容 に つけ て , それ に 芝 斑 を 
植え る よう に する 。 或 は 区 往 の 底面 を これ ら 消 毒 液 で ,。 し めし て 友 膚 に - 
け て ゃ も よい 。 二 壮 目 か ら は 燃え た 灰 を 取ら な けれ ば ( 輝 の 時 は 取る か ら 
2, 3 度 は 消毒 液 を つけ な けれ ば ぱ ば ならない) 液 を つけ な く と ゃ 革 が つく 
と の よう に , 英 往 を つく り , つけ る 速度 は 1 分 間 に 約 40 個 位 が 標準 で あ 
る 。 油 手 や , 汗 ば ぱん だ 指 で は , 皮膚 に つけ よう と し て も つか ず , 到 っ て 后 
指 に くっ つく か ら タ ルク か , 汗 知 ら ず の よう な 紛 を 手指 に つけ る か , ピン 
セッ ト を 使用 する 。 
3. 線香 の 火 を 委 料 に 移し 方 

線香 の 天 を 英 粧 に 移す の も , また コツ が ある 。 線香 の 火 の 先 に 灰 が つい 
て いる ゃ も の で 火 を 移 そ うと し て も , 灰 か ら は 火 は 移ら な い 。 燃え 始め の と 
ころ を 英 往 の 頭 に 持っ て ゆく の が よい 。 ま た , 区 往 に つけ る と き 線 香 を 肪 
す よ うに する と , 線香 に 英 が 着い て , 釣り 上げる よう な 事 が な い 。 

だ か ら 灰 は し ょ っ ちゅ う 除 きつ つ , 線香 を まわ し 年 ら , 火 を 移す よう に 
せ ね ば なら ぬ 。 


また だ た, 芝 の 棋 ち ょ うか ら 線 香 の 火 を つけ て は な ら ぬ 。 英 粧 の 頂上 に 移 


すべ き で ある 。 横 ちょ うか ら 火 を つけ よう と すれ ば , 区 注 を 転ば し た り 
る こと と が ある 。 一 寸 し た 注意 だ が 用 心 し な けれ ば な ら な い 。 


4. 燃 書 中 の 注意 

導 圧 申 の 注意 は , “ 補 "” と “ 光 "” で ちがう “ 補 "” は その まま 燃焼 させ る 
か ぇ 終 あ ろう と する 時 に , 失 指 と 示 指 で 窒息 消火 きす よう に する 
NNN 
が 消 を えよ うと する 時 風 を 送っ て 吹き 消す の で ある 。 

な た お 焦熱 が 病人 に 甚だ し く 苦 痛 を 与え を て いる か , いな いか を 察知 し て , 
共 を 取る 場合 も ある 。 
5. 燃え た 友 の 処 置 の 仕方 

“* 補 ” の 時 は 燃え た 灰 を その まま に し て , その 上 か ら 次 の 英 粧 を 着け る 

うに する 。 “ 光 ” の 時 は , IO 

- 定 の 区 往 を 据え 終っ た ら , いずれ の 場合 も , よく 消 土 し て 


は , 勿論 で ある 。 
有 痕 灸 の 種類 


以上 は 普通 一 般 の 区 往 の 作り 方 , つけ 方 , 処置 の 仕 廊 で ある が 
を , 1. 透 熱 灸 , 2. 焦 灯 灸 , 3. 打 肛 舌 する ( 富 未 勇 氏 分 類 ) 、 
吾 る 


く , その 施 灸 の 実技 が 


湊 熱 灸 透 熱 灸 は 普通 灸 と いわ れ て いる も の で ある 。 そ の 和 名 の こと 
浪 


く , 熱 を 透 す 目的 で 施す 有 痕 灸 で ある 。 神経 , 血管 , 圧痛 点 , 経穴 に 所 
_ Se 夫 RR 導 疾 に 孔 最 穴 , 吾 会 穴 
に すえ る 。 胃 交 娘 に 当 丘 穴 , 三里 穴 に すえ る 。 腹痛 に 裏 内 庭 穴 に 


生生 疾 喘 吐 動 腸 風下 血 す る が 婦 
は 即ち 騰 肛 に 病 あ り , 宜しく , 温 動 し て 之 を 動 ず べし , 労 熟 , 盗 汗 , 交 如 


靖 現 遍 應 反骨 狂乱 将 交 の 如き は 病 の 因 る 所 深 し 焦 和 最 も 多く し て 根底 に 
せ し む べし , 日 日 月 月 に 数 十 乃 至 数 万 の 灸 を 据え べし , これ を 徹底 と 言 


う 』 と 記載 され て ある が , これ ゃ 舌 熱 灸 で ある 。 


[ 出 


儲 灸 と いう の は 施 狗 部 を 焦 破 壊す る 目的 で 施 灸 する 笑 を いう 。 普通 
使わ れる の は 非 , 魚の 目 な どの 上 に すえ て , 土壌 死 , 焼却 を 目的 と す 
狂犬 , 渦 , 毒 申 , 蛇 な どの 


る の で ある 。 こ の 外 , 次 , 導 , 皮下 蜂 倫 
太 刺 (こよ る 傷口 , 打撲 , 裂 品 な どの 局部 に 施 灸 する 坊 法 で ある < 

表 空 論 多 に 『 犬 噛む な と ころ の 処 
(に 『 本 邦 に て 古く 准 首 に 灸 3 


あたっ 、 ギ 作 四 人 を と ある 。 東 南陽 の 著 草 少 に 『 病 大 に 喰わ れ 


: 
環 


れ ば 多く 和 焦 し て 狗 牙 の 毒 を 焼 尽 し , 其 6 後 解毒 丸 を 用 ゆべし 』 と ある 。 半 や 
魚の 目 に 据え る 時 は , 英 粒 の 底面 を 狗 や 魚の 目 の 表面 一 杯 に ゆき 藤 る よう 3 
7 て 施 灸 する 。 壮 数 は 多く 据え る の で ある が , 焦 の 痴 度 
が で きる と 熱く 感じ な く な る の で , どん どん 据え る 。 痴 が 負 げ る と 同時 
に 到 も 取れ る の で ある 。 創 日 等 に 灸 を 据え る の は さ ゃ 熱 そ うに 考え る が , 事 
実は 考え た 程 熱 く な いも の で ある 。 そ の 作用 は ① 止 血 , ⑧ 防 資 , ⑧ 病 的 組 
織 を 破壊 し , その 都 の 緊張 を ゆる め る 。③ 分 界 線 を 早く 生 ぜ し め る 。⑧ 拓 
臓 を 助け , 新 靖 面 の 発生 を 人 


ー ビ 


し め る 。⑯ 抗 体 を ふやす 。 


焦 燃 は 冶 鉄 と 同じ 意義 
3. 打 腹 灸 

打 膜 笑 は 灸 を 据え て , 焦 痕 の 化 騰 を 促し (通常 , 相撲 論 を は る ) , 排 騰 
( 打 膜 ) させ る 目的 で 施す 灸 を いう 。 肛 注ぎ か り で な く , 角 夜 の 排出 で 
も, この よう に し て 出す こと を 矢 張り , 打 臓 灸 と いう 。 

通常 , 直径 1.5>2cm の 大 さ の 直 の 棒 (まき 人 灸 に する 交 の 棒 を ) つく っ 
て , 3 ヵ月 ば か り 置 く 。 こ れ を 2 cm 位 に 切っ て , 皮膚 に 貼 じ , 点火 し で 
皮膚 を 火傷 させ , その 人 奥 痕 に 相撲 論 を は る の で ある 。 人 巻 灸 を つく っ て 遇 
が 浅い と , 英 が 点火 する と 広がる の で , 3 カ月 位 経 っ た も の を 使う の で あ 


9 カ 5 時 と 1 の 坂 仙 散 災 を 中 指 ii 机 大 : に 固め て C 皮膚 ト ( - 敵 焼き す 由 や 了 


ンー 


8Z 
ある 。 或 は 軟らか く 固 め て 燃焼 きす こと も ある 。 性 数 は 一 革 の こと ゃ も あ 
三 性 僚 ず を る こと や も ある 。 い ずれ の 場合 も $ 基 が 皮膚 に 燃え 移る 時 は , 
両手 の 小指 側 手 誰 部 で も を えて いる 英 の 周囲 を 強圧 する が よい 。 こう すれ 
ば 皮膚 の 引き つり が , や わら ぎ , 施 焦 後 の 苦痛 を 軽減 する こと が で きる 。 
る 発泡 打 膜 灸 に 『 発 泡 打 膜 は 一 種 の 衝動 と な っ て 潜 結 妖 せる 血液 を 誘 
発し , 却って , その 部 の 神経 , 及び 血管 の 衰 幣 せる を 運営 し , 慎 起 由 発 す 
る 作用 を 起す も る の で ある .』 と の べ て いる 。 打 肛 灸 も この 理 に 基 ず くも の と 


考え られ る 。 
打 臓 灸 を 施す 穴 所 は , 病気 と これ を 行う 術 者 に よっ て 異な る が , 上 過 そ 次 
MR の PCG あっ 


? 青 地 博士 の 横根 返し の 和信 穴 は 朱 部 の ほぼ 中 内 (グロ シ 氏 三角 点 ) で あ 
は 格 田 , 原田 氏 の 報 党 で は 曲 垣 , 大 本 肩 外 , 風門 , 肺 


: 陰 交 , 褒 盲 , 腫 , 腰 眼 , 外 且 眼 


三 陰 変 , 承 山 に 施 久 する 
? 後 藤 愉 山 の ぐ 後藤 殿山 天 極 灸 に は , 『 腰 癒 , 導 洋 陰 回 破 瓜 , 六 癖 
る 


交 風 , 小児 折 委 の 如き は 獄 血 友 膚 に あり , 宜しく 
と ある 。 こ れ を 開 表 と いう た 。 


第 3 節 無 痕 鱗 の 実 技 


無 痕 焦 は 無 療 痕 灸 と も ゃ いう? 
けれ ど ゃ , 次 に の べ でる よう に , 皮膚 に 
記 膚 に 当 を 残さ きぬ よ うに 据え る の が 無 痕 灸 で ある 。 通常 無 痕 灸 は 皮膚 


上 に 生 医 , 基 , 革 , 杏仁 の 切片 (3mmc> 1 cm 位 時 と し て 2cm に 切っ だ た 


2 


$ の ) 又は 摺 り 濱 し て 泥 状 と し た も ゃ の ( 泥 状 の 厚 さ さ ゃ る 3mm か ら 1cm 位 


8g 
に する ) を の せ , この 物品 の 上 に 区 を 燃 す の で ある 。 六 の 大 き さ ゃ 流儀 に 
ょ っ て 異な る が 皮膚 上 に の せ た 物 品 の 面積 一 杯 に する 時 と , あら か じ め , 

大 豆 大 , 中 指 頭 大 , 挫 指 頭 大 位 に 区 往 を 作っ て お いて , この 英 粧 を 突 処 に 
あて た 物品 の 上 に の せ て , これ を 燃焼 きせ る こと が ある 。 こ れ ら の 物品 の 


草 さ は 消 い 程 熱 の 透 り が 早い が , 熱 の こも りゃ も さめ や すい 、。 厚い 程 難 の 透 


り が 遅い が さめ に くい ゃ の で ある 。 丁度 , や か ん と , 鉄 瓶 で お 湯 を わか す 


また , 世間 に ある 無 痕 灸 は 生 甘 灸 , 六 , 圧 灸 , 査 仁 灸 ,) それから 味 
噌 , 塩 を 台 に し た 味噌 灸 (お 姫 様 灸 と も ゃ いう ) 塩 灸 な ど が 多い 。 こ の 他 名 
称 は 灸 と 称し 征 ら , 灸 と は いえ ぬ よ うな 種類 の も ゃ の が ある 。 

また , 押 和 灸 と いっ て , 区 を 克 草 の よう に 紙 で 巻い た ふ ゃ の の 一 端 に 点 丈 し 


て , 皮膚 上 に 布 片 , 紙 な ど を 置き , その 上 か ら , 点火 し た 巻 世 で 押え る や 


の が ある 。 こ れ は 巻 焦 , 棒 奥 と いう 。 直 経 が 1. 5cm<22. 5cm 位 の ふる の が 一 


区 的 に 使わ れる 。 こ と の よう な ゃ ので, 紙 の 代り に 金属 製 の 円 筒 と , あら か 
じ め 作 っ て お いて , 巻 灸 の よう に 据え る こと も ある 。 こ れ も 押 人 笑 ま た は , 
棒 灸 と いう 

温灸 器 と 称す る 容器 に 区 その 他 の 燃料 , た と えば , 線香 の よう な 可 際 性 
の $ も の を 燃やし て , 布 片 を 丘 し て , 熱 を 皮膚 に 与え る 方 法 が ある 。 温灸 器 
の 種類 は , その 材料 , 形式 な どか ら 50<60 種 $ 市 場 に 出 た こと が あっ た 


が , 原理 は 皆 同 じ で ある 。 
水 焦 と いっ て , 水 で 濡 し た 日 本 紙 を 十 数 枚 重 ね て , 皮膚 上 に 置き , その 
に 英 往 を 置い て , 施 灸 する 方 法 $ も ある 。 区 の 大 小 は 目的 に よ っ で きめ 

る 。 大 きい の は 手 挙 大 穏 に する こと が ある 。 勿論 粗製 の 温灸 災 を 使用 す H 


る 。 濡れ た 旦 本 紙 の 代り に , ガー ゼ に 食塩 水 


を 浸し た も の を , 使う こと が 
ある 。 こ れ を 活 塩 灸 な ど と 名 称 づ けた 人 も あつ た , が 同じ ゃ の で ある 5。 


以上 は と に か く , 区 を 使用 する が , 区 を 全然 使用 し な いで , 名 称 だ け を 


灸 と 称す る も の も ある 。 

1 漆 灸 , これ は 2 方 法 あ る 。 
③⑥ こ れ は 生 漆 10 滴 , 樺 脳 油 10 滴 , ヒマ シ 油 適宜 を よく 調和 し , 英 に 浸 ま 
せ 。 肉 池 の よう に し , 製 し て お き , 徐 先 な ど で , 穴 処 に 点 ずる 方 法 を い 


旨 尊 10 鍋 , 明 装 10 負 , 樺 勝 5 負 , 英 適 宜 を 粉末 と し , 黄 柏 の 勲 汁 を 英 
し , 浸 ま せ , これ を 小さ い 棒 で 穴 処 に 点 ずる 方 法 で ある 
水 灸 これ に は 3 方法 ある 。 
④ 意 勝 1 負 , 薄荷 脳 2 久 , 酒精 適宜 , を 混和 し , これ を 筆 軸 又は 箸 
点 部 に 次 布 する 。 
⑨ 確 砂 精 1 久 , 百 新 1 和久 , 樺 脳 2 負 , を 混和 密閉 し て お いて , 之 を 筆 軸 
又は 剰 で 灸 部 に 塗布 する 。 
⑧ グ リセ リン 50.0gr, 硝酸 20.0gr 竜 脳 30.0gr を 混和 溶解 し て , 細 棒 で 
灸 点 部 に 塗布 する 。 
墨 灸 これ に 2 方 法 ある 。 
先ず , 黄 柏 5 久 と 水 1 合 と の 混和 せる も の を , 緩 火 で 陳 じ て 5 名 と し , 
これ で 和 黒 を 所 り , 濃 汗 と する 。 こ れ を 黄 柏 和 曇 と いう 。 
④ 黄 柏 和 黒 5 勾 , 魔 香 1 久 , 竜 脳 2 負 , 米 の 粉末 2 急 を よく 混和 し 
処 , 間 脳 1 久 , 灯 適宜 ヒマ シ 油 適宜 を よく 混和 し て 共に 浸 


これ を 小豆 大 に 丸め 局 平 に し て , 焦点 部 位 に お き , この 上 か ら 施 


4。 紅 和 灸 これ は 楽 用 紅 を 灸 点 都 位 に 塗布 する だ け で ある 。 
5. 油 冬 一 文 銭 ( 均 銭 ) を 皮膚 の 穴 上 に お き , 灯 心 に 油 を 浸し た ゃ の の 


『 宙 が 


一 端 に 点火 し , 壇 銭 の 孔 か ら 現 われ て いる 皮膚 に つけ , これ を 焼く の で あ 


る ( 無 当 灸 と は いえ な い , 踏み 抜き の 局所 , 目 ぼ し に 肩 痢 の 小 丘 際 状 の ゃ 


9 の 
の を 


以上 は 後 


ふ ぉ の で , 


藤 : 


の | 


す 。 ま た 区 に 他 物 を 混ぜ て 


タ “硫黄 委 4 


灸 を 鐵 に 比 ぶ れ ば , 


入 く に 用 V い し る ) 


鞭 上 
+S 定 


奴 博 士 の ヘッ ド 氏 


て , 普通 笑 の 如く 
と 称す る ふも の が ある 4 


だ いた い 補 的 の も 


の 臨床 


の と いう べ 


- 


と 鐵 タ 


レ 


)、 志 
ー- や の る 6 


生 応 用 術 光 より 引用 


「 統 3】 


黄 の 粉末 を 英 に 混和 し 


の 交 を いう 。 同様 に 魔 番 や 竜 脳 や 
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